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第１章 序論 

1.1 研究の背景 

 近年，日本国内においては高速道路網の整備が進められており，地域間の移動環境は大きく

変化している．国土交通省においても，高速道路は地域間交流や観光振興を含む人流の円滑化

に資するインフラとして位置づけられており，移動時間の短縮や利便性の向上を通じた地域活

性化が期待されている 1)． 

一方で，道路整備がもたらす効果は都市の規模，地理的条件，地域の特性によって異なり，

すべての地域において一様な効果が生じるとは限らない．新たな交通インフラの整備において

は，移動時間の短縮効果そのものだけでなく，域内での滞在時間の確保や複数地点を訪問する

周遊型の行動を前提としたルート形成の重要性が指摘されている 2)． 

また，特に，自動車を利用した観光移動においては，高速道路の利用と併せて，サービスエ

リアやパーキングエリア等での休憩や立ち寄りが一般的に想定されており，移動の安全性確保

に加えて，旅行途中における滞在や地域との接点を生み出す役割が重視されている 3)． 

これらの観光行動の特性を踏まえると，走行時間の短縮のみを指標として道路整備の効果を

評価することは，観光目的の自動車移動における実態を十分に反映できない可能性がある．ま

た，観光行動は利用者の属性や同行者構成，旅行目的によって多様に分かれるため，同じ所要

時間であっても，旅行時の移動行動や立ち寄り方には差異が生じることが示唆される． 

本研究の対象とする福井県大野市においては，その市の中心部を中部縦貫自動車道（以下，

中部縦貫道）が横断する形で事業化されている．2029年春の予定されている九頭竜 IC～油坂出

入口までの 15.5kmの開通により県内全線が繋がることによって，中京圏・関東圏からの所要時

間短縮が見込まれており，新たな来訪圏の拡大が期待されている 4)．一方で，大野市は豊かな

自然景観や歴史的町並みなどの観光資源を有しながらも，これまでのアクセス条件の制約等か

ら，大野市を訪れる観光客をターゲットとしての来訪者の伸び悩みが課題である 5)．また，中

部縦貫道開通を背景とした地域別・属性別の効果が不明であり，大野市から各地域への誘致戦

略のターゲティングが困難という課題がある． 

 

1.2 研究の目的 

 上述の背景を踏まえ，本研究は，中部縦貫自動車道の整備が進展する中で，大野市に来訪可

能性がある層の属性や志向による行動パターンの違いを明らかにし，大野市における観光誘致

施策や受入環境整備に資する基礎資料を得ることを目的とする． 

 

1.3 高規格幹線道路の位置づけ 

 高規格幹線道路は，高速自動車国道および一般自動車専用道路から構成され，一般的に自動

車が高速で走れる構造で造られた自動車専用道路のことを指す 6)．本研究の対象である中部縦

貫自動車道は，高規格幹線道路に該当する一般国道自動車専用道路であり，地域の円滑な移動

を担う重要な交通インフラである 7)． 
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 既存研究においては，「 高速道路」という用語を用いながら，高規格幹線道路を分析対象とし

て包括的に取り扱っている事例が多くみられる．これは，道路の制度上の区分や料金体系の差

異よりも，自動車専用道路としての機能や利用者の移動行動・経路選択といった利用実態に着

目した分析が主眼とされているためであると推察される． 

 以上を踏まえ，本研究では，高規格幹線道路，高速自動車国道および一般国道自動車専用道

路を総称して 高速道路」として取り扱う．そのうえで，高速道路の利用実態に基づき，利用

者の行動パターンやアクセス時間の評価を行う． 
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第 2 章 本研究の位置づけ 

2.1 既存研究の整理 

2.1.1 高速道路の整備効果に関する研究 

 高速道路の整備効果に関しては，国全体のマクロ経済や人口分布に与える影響についての計

量的な分析が行われている．片岡ら「（2019）8)は，高速道路の新規整備が国民経済と国土構造に

与える影響を分析しており，その結果，高速道路整備は実質 GDPの向上に寄与し，一定のマク

ロ経済改善効果をもたらすことが確認されている．一方で，整備シナリオによっては大都市圏

（特に関東圏）へのさらなる人口・経済力の集中を招き，かえって地方部の衰退を促す危険性

があることも示唆されている．同様に，上田ら「（2020）9)は既存高速道路ネットワークがマクロ

経済および地域間の人口・経済力分布に与えた長期的効果を定量化するため，シミュレーショ

ンモデル（MassRAC）を用いて，実際に整備された場合と未整備のシナリオを比較分析した．

評価によれば，ネットワークの進展が国全体の生産性向上に寄与する一方で，地域間において

は人口や経済活動の分布に偏在をもたらす可能性について論じられており，道路整備が必ずし

も一律にすべての地域の活性化をもたらすわけではない点が指摘されている． 

 田部井ら（1995）10)は，地方部における高速道路整備の影響について，各自治体の人口デー

タ等を用いた分析を行っており，高速道路整備の影響はすべての地域に同一には現れず，整備

前の地域特性（都市機能集積度や工業集積度）によって変化の現れ方が異なることが明らかに

している．特に人口規模が小さく，第一次産業構成比が高い都市では，整備効果による地域変

化が現れにくい傾向が示されており，地方都市における効果発現の難しさが指摘されている． 

 近年では，交通需要変動の影響を受けない物理的な評価や個々の利用者行動に着目した分析

も進められている．安藤ら（2020）11)は，将来の不確実な交通需要に依存しない評価手法とし

て，Network Topology 指標（固有ベクトル中心性等）を用いた長期的な整備効果の検証を試み

ている．この研究では，物理的ネットワーク構造の変化が地域の供給能力に与える影響を定量

化し，構造的な観点からのアクセス性評価として有用な知見を得ている．山崎ら（2010）12)は，

新規高速道路の供用効果を評価する際，従来の断面交通量や旅行速度といった量的な指標のみ

では把握が困難であった個人の具体的な行動変容を捉えるため，ETCデータを用いた分析手法

を提案した．具体的には，新名神高速道路の開通（2008年）を対象に，滋賀県湖南地域のイン

ターチェンジを利用する多頻度ユーザーの行動履歴を追跡調査した．分析の結果，新路線の開

通は単に交通量を増加させるだけでなく，利用者の目的地や車種（特に大型車）に応じて，既

存の名神高速道路と新名神高速道路を柔軟に使い分ける行動を誘発していることが明らかにな

った．また，クラスタ分析を用いた検証により，利用インターチェンジを完全に変更する転換

型のユーザーだけでなく，状況に応じて複数のインターチェンジを選択肢とする使い分け型の

ユーザーが存在することを定量的に示し，個人の行動履歴に基づく分析が，路線共用に伴う交

通の質的な変化を把握する上で有効であると結論付けている． 
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2.1.2 観光行動および自動車旅行に関する研究 

 道路整備効果をミクロな視点で捉えるためには，利用者の属性や選好が観光行動に与える影

響を理解する必要がある．尾高ら（2011）13) は，個人の観光行動の変容メカニズムを解明する

ため，集計データだけでなく観光統計の個票データを用いた時系列分析および共分散構造分析

を行った．分析の結果，観光行動への嗜好は時代の影響よりも加齢による影響を強く受けてお

り，若年層は活動型，高齢層は癒し型へと推移する傾向が示された．また，30～40代は時代の

変化に感応しやすい一方で，宿泊観光の参加頻度を向上させるには，単なる年齢属性ではなく，

具体的な活動内容ごとの旅行志向を考慮したターゲット設定が不可欠であると結論付けている．

小平ら（2014）14) は，尾高らの研究を発展させ，観光目的の移動において主要な役割を果たす

自動車利用の実態に焦点を当て， 国民の観光に関する動向調査」と 全国道路・街路交通情勢

調査高速 OD調査」の双方の個票データを用いた時系列分析を行った．その結果，自動車の利

用選択に対しては，移動距離以上に“旅行形態”と“目的地での活動内容”が強い影響を持つ

ことが示された．また，高速道路利用実態の分析からは，多くの主要観光地において出発地の

構成比率は長期間安定しており，商圏が固定化されている傾向が確認されたものの，一部では

ETC割引施策等の影響により商圏が広域化する現象も見られ，観光施策の立案には発地側の特

性や移動経路を考慮した広域的な視点が不可欠であると結論付けている． 

 ETC2.0やカーナビゲーションのプローブデータ等の活用により，旅行中の具体的な立ち寄り

行動や周遊パターンの実態解明も進められている．佐々木ら（2018）15) は，首都高速道路にお

けるパーキングエリア（PA）の利用実態を精密に把握するため，従来の車両感知器やヒアリン

グ調査に代わり，ETC2.0 プローブ情報を活用した分析を行った．分析の結果，ETC2.0 データ

は従来の感知器データと高い相関を持ち、代替データとして十分な妥当性を有することが確認

された．また，PAごとの利用特性として， 短時間の休憩利用が主体の PA」と時間調整や仮眠

を含む 長期滞在が見られる PA」の分類を行い，利用者の目的や車種に応じた施設機能の差別

化やサービス提供の可能性を示唆した．中塚ら（2015）16) は，休日の中央自動車道上り線で発

生する渋滞の緩和策として，ピーク時の交通需要を分散させる観光周遊（立ち寄り）の促進に

着目している．カーナビゲーションシステムのプローブデータを用いて，渋滞発生時に該当ボ

トルネックへ到着する車両の到着前の周遊行動を追跡分析した．結果から，帰宅時間のピーク

を分散させるためには，夕方以降の時間帯に魅力的な立ち寄りスポットや滞在動機を提供する

ことが有効であると論じている．また，小林ら（2023）17) は観光地からの帰宅行動において，

渋滞回避や地域消費拡大の観点から重要となる帰宅途中の立ち寄り行動の実態とその滞在時間

を規定する要因を分析している．分析の結果，帰宅途中の立ち寄りは道の駅や幹線道路沿いの

施設での短時間滞在が主体であるものの，経路検索時に大規模な渋滞（25km以上）を認知して

いる場合や，立ち寄り先が温泉・アミューズメント施設である場合には，滞在時間が有意に長

期化することが定量的に示された．これは，利用者が渋滞情報を踏まえて時間を消費（調整）

するという合理的な行動をとっていることを示唆しており，適切な情報提供や施設整備が滞在

時間の創出に寄与すると結論付けている． 
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2.2 本研究の位置づけ 

 既存研究の整理から，高速道路の整備はマクロな視点では経済成長や生産性向上に寄与する

ものの，地方都市においてはその効果が一様ではなく，ストロー効果などの負の側面も懸念さ

れることを確認した．地方都市が整備効果を享受するためには，物理的なネットワーク接続だ

けでなく，利用者の属性や行動特性に即した誘致戦略が不可欠であり，移動時間短縮に加え，

道中の立ち寄りや周遊を含めた 移動の質」を評価することが重要である． 

 一方で，既存の評価手法では，マクロ経済モデルや人口分布モデルを用いた定量的評価は確

立されているものの，これらはあくまで広域的な流動変化や経済指標の推計に留まっており，

個々の観光客の具体的な来訪プロセスや行動変容までは捉えきれていない．利用者行動や立ち

寄りに関するミクロな研究においては，その多くが渋滞回避や休憩施設の管理といった交通工

学的な課題解決を主眼としており，立ち寄り行動や休憩頻度などを新規路線のアクセス性評価

や地方都市の観光戦略へ適用する段階には至っていない．したがって，利用者の行動実態や立

ち寄り選好を踏まえていない単純なアクセス時間のみを裏づけとした整備効果の評価は，必ず

しも大野市のような地方都市への来訪者数増加を説明できるとは限らず，合理的な観光戦略と

ならない恐れがある． 

 そこで，本研究では，個人の属性や立ち寄り行動・休憩行動を考慮した実態分析を行うこと

とする．これにより，誰にとって実質的なアクセス性が向上するのかを知り，具体的なターゲ

ット選定や観光戦略に資する整備指針を示すこととする． 
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第３章 研究方法 

 

3.1 研究の流れ 

 本研究は，以下図 3-1に示す手順で進行する． 

 

 

図 3-1 研究の流れ 

3.2 研究対象 

3.2.1 中部縦貫自動車道の整備状況 

 中部縦貫自動車道は，長野県松本市を起点とし，岐阜県飛騨市・福井県大野市を経由し福井

市に至る，総延長約 160kmの高規格幹線道路である（図 3-2）．本道路は，中央自動車道，東海

北陸自動車道，北陸自動車道を相互に連絡し，広域的な交通ネットワークを形成するとともに，

災害に強い信頼性の高い道路網の確保，地域・観光資源を生かした地域経済の活性化，医療活

動の支援を目的としている 21）． 

本研究が着目する大野市の区間においては， 大野油坂道路」と位置付けられており，大野イ

ンターチェンジ（以下，IC という）から岐阜県境の油坂峠道路に接続する油坂出入口（仮称）

までの 35km の区間となる．この区間は，急峻な地形や豪雪地帯を通過する難所であり，現在

の唯一の動線である国道 158号は，線形不良や異常気象時の通行規制といった課題を抱えてい

た． 

 整備状況としては，2023年 3月に大野 IC～勝原 IC間が，2023年 10月には勝原 IC～九頭竜

IC間が開通し，福井県内の未開通区間は九頭竜 IC～油坂出入口までの 15.5kmを残すのみとな

っており，2029年春の開通が予定されている 7)． 

 

アクセス時間データの構築

行動パターン分析

✓ アンケート結果に基づく属性・志向別の行動分析

高速道路利用者の実態把握

✓ Webアンケート実施

✓ 単純集計・クロス集計

✓ 到達圏解析による
高速道路開通前後の所要時間比較
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図 3-2 中部縦貫自動車道の整備区間 22) 

3.2.2 現地走行調査による該当区間の概要 

本研究に先立ち，対象区間の交通状況および沿線環境を把握するため，2025年 11月に現地走

行調査を実施した．調査では，開通済み区間（松岡 IC～九頭竜 IC）および未開通区間の現道

（国道 158号）を走行し，交通流動や立ち寄り施設の利用状況を定点観測した． 

 

⚫ 交通量と来訪地域 

 調査実施日は紅葉シーズンであったこともあり，対象区間の交通量については，交通渋滞は

発生していないものの，比較的多かった．特に，沿線の拠点施設である 道の駅 九頭竜」や 道

の駅 越前おおの荒島の郷」においては，駐車場が満車になるほどの活況を呈していた「（道の駅 

九頭竜の駐車台数：30台 23），道の駅 越前おおの荒島の郷の駐車台数：169台 24)）． 

 駐車車両のナンバープレートを確認したところ，福井県内や近隣県のみならず，関東，東海，

近畿，四国，といった遠方からの来訪が多数確認された（表 3-1）． 
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写真 3-1 道の駅 九頭竜の様子 

(撮影日時：2025年 11月 23日 13時頃) 

 

 

写真 3-2 道路整備の様子 

撮影場所：（大野市箱ケ瀬付近） 

 

表 3-1 道の駅 九頭竜で確認できた駐車中車両のナンバープレート一覧 

福井 岐阜 石川 金沢 富山 名古屋 尾張小牧 

浜松 滋賀 京都 大阪 神戸 奈良 徳島 

湘南 横浜 千葉 土浦 所沢 群馬  

 

⚫ 整備効果の推察 

 大野市上半原付近では，2025年 3月 19日に大規模な斜面崩壊が発生し，広い範囲にわたっ

て土砂が流れ落ち，道路を完全に閉塞させた．この崩壊によって国道 158号（大野市上半原）

から中部縦貫自動車道（白鳥 IC）の区間が全面通行止めとなった．同年 7月には仮設道路が整

備され，対面通行が可能となったが，現道の脆弱性と代替路としての中部縦貫自動車道整備の
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必要性が強く再認識された 25)．一方で，並行して整備済みの中部縦貫自動車道（九頭竜 IC～勝

原 IC間）では，並行する国道 158号の交通量が著しく少なく，通過交通の大部分が中部縦貫自

動車道へと転換している様子が確認された． 

 

 以上の現地調査から，中部縦貫自動車道は福井県と岐阜県をつなぐ動線として，アクセス性

の向上，災害時の代替道路の確保など重要な役割を担うことが確認できた． 

 

3.3  高速道路利用者の実態把握 

3.3.1 アンケート調査の概要 

 本研究では，個人の属性と高速道路利用時の行動特性を紐づけて詳細に分析し，大野市への

来訪ポテンシャルが高い層を特定すること，および後述する詳細アクセス時間の算出に必要な

基礎データを得る目的として，Webアンケート調査を実施した．アンケートの対象は中部縦貫

自動車道の開通による訪問の影響が大きいであろう 6県を対象とし，割付構成比の詳細を表 3-

3 のように設定した．なお，サンプリングにおける地域的な偏りを排除するため，対象となる

市町村を地理的な近接性に基づき複数のブロック（地域区分）に集約し，サンプルを回収した． 

 

表 3-2 アンケートの調査概要 

調査時期 2025年 12月 9日～12月 12日 

調査方法 
Webアンケート調査 

（調査協力：株式会社マクロミル） 

対象地域 富山県，石川県，福井県，長野県，岐阜県，愛知県に居住の方 

回答数 324サンプル 

割付数 

 

回答年代 

男性 10代： 2，20代：11，30代：12 ，40代：40 

50代：50，60代以上：69 

女性 10代： 3，20代：15，30代：31 ，40代：31 

50代：33，60代以上：27 

項目数 最大 25問 

 

「「福井市ほか:「31,「加賀市ほか:「14,「金沢市ほか:「14 

「「七尾市ほか:「「8,「南砺市ほか:「「4,「高岡市ほか:「「6 

「「富山市ほか:「16,「佐久市ほか:「11,「茅野市ほか:「「5 

「「伊那市ほか:「10,「飯田市ほか:「「5,「松本市ほか:「44 

「「大町市ほか:「「8,「長野市ほか:「「7,「飛騨市ほか:「15 

「「関市ほか「「:「24,「美濃加茂市ほか:10,「岐阜市ほか:32 

「多治見市ほか:「6,「大垣市ほか:「14,「瀬戸市ほか:「15 

名古屋市ほか:「13,岡崎市ほか:「12 
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表 3-3 サンプル割付構成比 

地域区分 定義（大野市を中心とする） 
割付比 

（地域区分の総人口に対して） 

沿線・近隣 60km以内＋中部縦貫道沿線 33% 

中距離圏 60km ～ 80km 23% 

遠方 80kn以上＋福井県 44% 

 

3.3.2 アンケートの設問内容 

 アンケートの設問内容は表3-4の通りである．問1～問10は属性や普段の旅行に関する質問，

問 11～問 16 は直近の高速道路を利用した自動車旅行を思い出し，回答する質問内容となって

いる．問 17～問 25 は大野市の認知・訪問有無・訪問意向や中部縦貫道に関する質問に用を設

定している． 

表 3-4 アンケートの設問内容 

問 1 同居家族に関する質問 

問 2 保有自動車の種類に関する質問 

問 3 車での長距離移動の頻度に関する質問 

問 4 車での日帰り旅行において上限の片道時間に関する質問 

問 5 長距離移動の際の休憩頻度に関する質問 

問 6 休憩時の平均滞在時間に関する質問 

問 7 高速道路走行時の走行スタイルに関する質問 

問 8 過去 1年以内に訪れた観光地に関する質問 

問 9 日帰り旅行でよく訪れる地域に関する質問 

問 10 旅行先選定時の重視ポイントに関する質問 

問 11 自動車旅行の目的に関する質問 

問 12 自動車旅行の目的地に関する質問 

問 13 自動車旅行の立ち寄り場所に関する質問 

問 14 自動車旅行の出発時刻に関する質問 

問 15 自動車旅行の同行者に関する質問 

問 16 自動車旅行の移動時の生起事項に関する質問 

問 17 大野市の認知・訪問の有無に関する質問 

問 18 大野市への訪問目的と訪問時期に関する質問 

問 19 中部縦貫道開通の認知に関する質問 

問 20 中部縦貫道が無料区間であることの認知に関する質問 

問 21 大野市に訪れる際の訪問形式に関する質問 

問 22 中部縦貫道と一般道のルート選択に関する質問 

問 23 ルート選択の理由に関する質問 

問 24 大野市の気になった観光コンテンツに関する質問 

問 25 大野市への訪問意向に関する質問 
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また，本研究における旅行の 目的地」と 立ち寄り」について，以下の表 3-5 にその内容

を定義する． 

 

表 3-5 目的地と立ち寄りの定義 

目的地 
その旅行の動機形成の中心となり，旅行計画の決定要因となった場所． 

旅行を計画する際に ここに行くために」出発したとされる場所． 

立ち寄り 
目的地に行く過程で休憩・給油・買い物・トイレ・食事等のために一時

的に立ち寄った場所．あらかじめ，予定していなくて立ち寄った場所． 

 

 なお，本アンケートのあたっては主に自動車を運転する方を想定した質問内容となるが，自

動車を普段から運転しない方にも回答をしていただいており，その方には同乗者目線で回答し

てくださいという注釈をつけている． 

 

3.4 基準アクセス時間による評価 

3.4.1 ネットワーク解析の設定 

 基準アクセス時間の算出には，ArcGIS Proおよび Network Analystの ODコストマトリック

ス解析」を用いる．解析に用いる道路ネットワークデータおよび走行条件の設定を以下に記述

する． 

 解析対象とする道路種別は，高規格幹線道路および都市高速道路，一般国道，主要地方道，

一般都道府県道，市町村道とそれぞれに接続するリンク（インターチェンジ，ジャンクション，

出入口等）とし，地域間の移動を担う幹線道路網を再現した．設計速度を以下の表 3-6に示す．

なお，すでに最高速度として速度情報がある場合は，その速度を設定している．中部縦貫自動

車道の大野油坂道路（九頭竜 IC～油坂出入口）については，開通後のネットワークとして新規

リンクを追加し，設計速度に基づく属性情報を付与した． 

 

表 3-6 ネットワーク解析における道路の設定速度 

Geofabrikデータにおける名称 道路種別 設定速度(km/h) 

Motorway 高規格幹線道路および都市高速道路 80 

Trunk 一般国道 60 

Primary 主要地方道 50 

Secondary 一般都道府県道 40 

Tertiary 市町村道 30 

Link 
インターチェンジ/ジャンクション/ 

出入口 
30 

 

 整備効果による所要時間の短縮量を計測するため，以下の 2つのネットワークケースを作成

した． 
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⚫ 現況ケース （Before）：中部縦貫自動車道の未開通区間を含まない，現在の道路ネットワ

ーク 

⚫ 整備後ケース（After）：中部縦貫自動車道（九頭竜 IC～油坂出入口）が開通した状態を想

定した将来ネットワーク 

 

3.4.2 開通前後の所要時間比較 

 前節までの方法に基づき，中部縦貫自動車道（九頭竜 IC～油坂出入口）の開通前後における

基準アクセス時間の差分を算出し，その空間分布を図 3-3に示す． 

 図 3-3 は，大野市から各市町村役場までの所要時間短縮量を市町村単位で可視化したもので

ある．大野市以東の地域には広範囲にわたり，所要時間の短縮効果が生じていることが確認で

きる．8.4 分の所要時間短縮がある地域は中部縦貫道を経由して到達する地域であるというこ

とも読み取れる． 

一方で，時間短縮量の大きさに着目すると，多くの地域における短縮効果は概ね 3 分～8 分

程度にとどまっており，極端に大きな短縮が生じている地域は限定的であることが分かる．こ

のことから，中部縦貫道（九頭竜 IC～油坂出入口）の開通は，大野市へのアクセス性を全体と

して改善しているものの，単一の経路整備のみで大幅な所要時間短縮をもたらすものではない

といえる． 

 また，他経路との時間差が拮抗する地域が存在している点も特徴的である．この地域におい

ては，8 分程度の所要時間短縮では，必ずしも経路選択や目的地選択を決定づける要因にはな

らない可能性が示唆される． 

 

図 3-3 中部縦貫道「(九頭竜～油坂間)「開通による大野市への所要時間短縮量 

 

 この結果から，基準アクセス時間に基づく評価のみでは，道路整備が利用者の行動に与える

影響を十分に説明することは難しく，実際の立ち寄り行動や移動の余裕時間といった行動特性

を考慮した分析が必要であると考えられる． 
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第４章 アンケート結果に基づく行動パターン分析 

  

4.1  データと分析変数の整理 

 本章では，第 3章で実施したアンケート調査の結果を用いて，自動車旅行に関する行動パタ

ーンおよび大野市に対する訪問意向の分析を行う． 

 本アンケート調査では，計 324名から有効回答を得たが，設問の構成上すべての回答者がす

べての設問に回答はしておらず，直近の自動車旅行に関する設問（問 11～問 16の 6 問）につ

いてはサンプル数が減っている．データの有意性を保つために，サンプル数を減らすことはせ

ずに，分析目的に応じて以下の 2種類のデータセットを使い分けることとした． 

⚫ 全体データ（n = 324） 

大野市に関する認知度，訪問経験，訪問形式，訪問意向などの分析に用いる． 

⚫ 行動実態データ（n = 210） 

直近の高速道路を利用した自動車旅行に関する詳細な行動情報が取得できている回答者

を対象とする． 

  

 また，地域特性を考慮した分析を行うため，市町村単位で大野市を中心とした方位と道路ネッ

トワークの関係性に基づいて，表 4-1に示す 6ゾーンに地域分類をした． 

 

表 4-1 分析におけるゾーン区分の設定 

ゾーン番号 ゾーン名 

1 福井県・石川県 

2 北部（富山県） 

3 東部（近隣/高山市・郡上市・松本市ほか） 

4 南部（近隣/岐阜市・名古屋市ほか） 

5 東部（遠方/長野市・上田市．佐久市ほか） 

6 南東部（遠方/塩尻市・伊那市・豊橋市ほか） 

 

なお，ゾーン選定における近隣・遠方は，大野市からの最短到達圏が 150分を基準に選定し

た． 
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4.2  自動車旅行における行動パターン分析 

4.2.1 単純集計による基礎的傾向の把握  

 アンケートの設問 3では，自動車を利用した長距離移動の利用実態を把握するため，車での

長距離移動（概ね片道 100km以上，1時間半程度の運転）をどのくらいの頻度で行うかという

回答を得た．その結果を図 4-1に示す． 

 

 

図 4-1 車での長距離移動に頻度と回答数（n=324） 

 

 図 4-1から，本アンケート集計地域においては，60%の回答者が 1年に 2回以上は長距離移

動を経験していることが確認された．項目ごとの回答の割合は年に数回（0回から 5回）が

62%，月に 1回以上の合計が 19%であった． 

 

 アンケート設問 4では，車での日帰り旅行として，行ってもよいと思える上限の片道移動時

間はどのくらいですかという質問に対して回答を得た．その結果を図 4-2に示す． 

 

 

図 4-2 車での日帰り旅行の上限の片道移動時間と回答数（n=324） 

 

図 4-2からわかる通り，日帰り旅行の上限の片道移動時間として最も割合が高いのが２時間

半～3時間以内で 26％あり，2時間半以内の回答数で全体の 50％を占めることが明らかとなっ
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た．多くの人にとって自動車旅行による日帰り旅行の実質的な行動圏が概ね片道 2時間～3時

間圏に集中していることがわかった． 

 

アンケート設問 5では，車での長距離移動で， 休憩が必要だ」と感じる移動時間（走行時

間）はどのくらいですかという質問に対して回答を得た．その結果を図 4-3に示す． 

 

 

図 4-3 休憩が必要だと感じる移動時間と回答数（n=324） 

 

図 4-3からわかる通り，長距離移動時に休憩が必要だと感じるのは１時間半～2時間以内が

35%と最も多く，次いで１時間～1時間半以内が 20%であった．このことから，回答者の半数

は 1時間半～2時間の連続運転を 1つの区切りとして休憩を必要としており，それよりも長時

間の連続走行を好まない意向があることがわかる． 

 

アンケート設問 6では，車での長距離移動中に休憩をとる場合，1回あたり平均何分間滞在

するかという質問に対して回答を得た．その結果を図 4-4に示す． 

 

 

図 4-4 休憩時の平均滞在時間と回答数（n=324） 
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 図 4-4からわかる通り，休憩施設の滞在時間においては 10分～15分，15分～20分の中での

回答が 31％ずつと多数を占めており，20分以上の比較的長い休憩をとる層は少数派であった．

このことから，休憩は主として短時間であることが多く，長時間滞在型の立ち寄りは一般的に

は限定的であると考えられる． 

  

 アンケート設問 22では，今回開通する中部縦貫道（九頭竜～油坂区間）において，自宅から

該当区間を通る場合，中部縦貫道を経由するルートと既存の一般道・国道 158号を経由するル

ートどちらを選択しますかという質問に対して回答を得た．その結果を図 4-5 に示し，ルート

を選択した理由について得られた回答を図 4-6 に示す．また，それぞれのルートには以下のよ

うな特徴がある．  

 

⚫ 中部縦貫道を経由するルート：九頭竜 ICと油砂出入口間の所要時間はおよそ 15分で，当

区間は無料区間にあたる．区間の約 7割がトンネルである． 

⚫ 一般道国道 158 号を経由するルート：所要時間はおよそ 23 分であるが，道中には道の駅

や九頭竜ダムなどの観光コンテンツが存在する．カーブや高低差が多い． 

 

 

図 4-5 ルート選択の割合（n=324） 

 

 

図 4-6 ルートごとの選択理由割合（複数回答あり） 
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図 4-5 からわかる通り，中部縦貫道を選択した人（71%）は一般道（29%）よりも多かった． 

 図 4-6 からは，ルートごとの選択理由の割合であり，中部縦貫道を選択した人は 所要時間

を短縮するため」， 走りやすさを重視するため」という割合が高かったのに対し，一般道を選

択した人は 景色を楽しむため」， 立ち寄り観光をするため」という割合が高かった． 

 

4.2.2 クロス集計による行動分析 

 本項では，単純集計で把握した基礎的傾向を踏まえ，変数間の関連性を明らかにするための

クロス集計分析を行う．クロス集計においては，各項目に𝜒2検定を実施し，5%有意水準で統計

的に有意な差（𝑝 ≤ 0.05）がみられたもののみを比較する．加えて，集計においては年齢（18～

39歳，40～59歳，60歳以上の 3区分）による補正として拡大係数を乗じ，実際の人口構成比

に近づけた．なお，地域による補正は行っていない． 

 

はじめに，「 休憩が必要だと感じる移動時間」を 100%とした「 日帰り旅行の片道の上限時間」

とをクロス集計の結果を図 4-7に示す．  

 

図 4-7 休憩が必要な頻度と日帰り旅行の上限の片道移動時間の比較（𝑛 = 324） 

 

図 4-7より，休憩を 1時間以内の高頻度でとる層は日帰りの上限の片道移動時間も 1～2時間

以内と回答する割合が高く，それに対して休憩を 3時間以上の連続走行でもとらないという層

は日帰りの上限の片道移動時間も 4時間以上でも可と回答する割合が高かった． 

 この結果は，こまめに休憩を必要とする人ほど行動圏が狭く，長時間の連続運転を許容でき

る人ほど行動圏が広いという対応関係を示す．したがって，大野市のターゲティングとしては，

近隣地域で規模は狭くなるがこまめな休憩で立ち寄りが多くなるような層あるいは遠くからで

も来訪可能性がある大規模だが休憩としての立ち寄りは少ない層をターゲティングとするかの

2つのタイプがあることがわかった． 
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 次に，大野市の名前を知っているか，大野市への訪問経験と訪問意向の 5段階評価とのクロ

ス集計，大野市の名前を知っているかと大野市への訪問経験のクロス集計の結果を図 4-8，図

4-9，図 4-10に示す． 

 

 

図 4-8 大野市の認知と大野市への訪問意向の比較（𝑛 = 324） 

 

 

図 4-9 大野市への訪問経験と大野市への訪問意向との比較（𝑛 = 324） 

 

 

図 4-10 大野市の認知と大野市への訪問経験の比較（n=324） 

 

 図 4-8，図 4-9からわかる通り，大野市への訪問意向には認知および訪問経験が強く関係して

いることが明らかとなった． 大野市の名前を知っている」層では， ぜひ訪問したい」， 機会
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があれば訪問したい」の割合の合計が 73%に達したのに対し， 大野市の名前を知らない」層で

は， ぜひ訪問したい」，「 機会があれば訪問したい」の割合の合計は 49%にとどまり，認知の有

無が訪問意向に影響していることが確認された．さらに，訪問経験の有無との比較では，その

割合はさらに増加し，訪問経験がある層は ぜひ訪問したい」， 機会があれば訪問したい」の

割合の合計は 79%となった．このことから，一度大野市を訪れた人は再訪意向を強く持つ傾向

があることが明らかとなった． 

 また，図 4-10から，大野市を認知している層のうち約 53%が実際に訪問経験を有してお

り，認知が来訪行動の前提条件となっていることが示された． 

 

 次に，車での長距離移動の頻度と大野市への訪問意向とのクロス集計の結果を図 4-9に示

す．なお， 訪問したくない」の割合は 訪問したくない」， あまり訪問したくない」の合算

値， 訪問したい」は ぜひ訪問したい」， 機会があれば訪問したい」の合算値として表示方

法を変更している． 

 

 

図 4-11 車での長距離移動の頻度と大野市への訪問意向の比較（n=324） 

 

 図 4-11からわかる通り， 月に 1回程度」， 月に 2～3回程度」， ほぼ毎週またはそれ以上」

といった長距離移動頻度の高い層では， 訪問したい」と回答した割合が 80%を超えた．一方

で，月に 1回以上のペースで長距離移動を行うのを境に， 訪問したい」割合が低下することが

明らかとなった． 

 

 

 

 

 

 



20 

 

 次に，旅行先を選ぶ際に重視するポイントと大野市への訪問意向とのクロス集計の結果を図

4-12に示す．なお，旅行先の重視ポイントは複数が可能であるため，その項目を選択した人の

中での，大野市への訪問意向を集計している． 

 

 

図 4-12 旅行先の重視ポイントと大野市への訪問意向の比較 

 

 図 4-12から得られた結果について，各項目に𝜒2検定を実施した．その結果， アクセスの良

さ」， 自然の豊かさ」を重視する層の比較においてのみ，訪問意向の分布に統計的な有意さが

確認された． 

 具体的には， 自然の豊かさ」を重視する層では， 訪問したい」と回答する割合が相対的に

高い傾向が見られた．これは，大野市が有する自然景観や環境資源が当該層の志向と合致して

いることを示しており，大野市にとって親和性の高い主要ターゲット層であることを示してい

る．一方で アクセスの良さ」を重視する層では， 訪問したい」と回答した割合が相対的に

低い傾向となった．このことから，現状では大野市はアクセスの良さを重視する層に対する訴

求力が十分とは言えない状況にあることが示された．中部縦貫自動車道の整備によるアクセス

性向上が，今後の新たな来訪者層の拡大に寄与する可能性が示唆された． 
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 次に，6ゾーン別のクロス集計として，大野市に対する意識・行動の地域差を把握するため

の分析を行った．まず，大野市への訪問意向をゾーン別に比較した結果を図 4-13に示す．ま

た， 大野市を訪れるとしたらどのような訪問形式で行きたいですか」という質問に対する回

答について，ゾーン別の訪問形式の構成比を比較した結果を図 4-14に示す． 

 

 

図 4-13 ゾーンと大野市への訪問意向の比較 

 

 

図 4-14 ゾーンと大野市を訪れる際の訪問形式 

 

 図 4-13からわかる通り，大野市を 訪問したい」と最も高い割合が得られたのは， 南部

（近隣/岐阜・名古屋ほか）」（以下，南部近隣）の 67%であり，大野市への関心が高い傾向を

示した． 東部（遠方/長野/上田・佐久ほか）」（以下，東部遠方）や 南東部（遠方/塩尻・伊

那・豊橋）」（以下，南東部遠方）でも 訪問したい」層は 55～60%程度存在し，距離が遠い

地域であっても一定の関心がある傾向が確認された． 
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 図 4-14からは，ゾーンごとに大野市を訪れる際の訪問形式に明確な差が得られた．福井・

石川および北部（富山）（以下，北部），南部近隣などの近隣地域では， 気軽なお出かけ」や

 日帰り（終日）」が大半を占めており，短時間かつ短距離での訪問を志向していることがわ

かる．一方で，東部，南東部の遠方地域では 宿泊」を選択する割合が大きく増加し， せっ

かく大野市に行くなら宿泊する」という層が半数いることが明らかとなった． 

 

 以上のクロス集計の結果を総合すると，本研究で対象とする回答者の行動特性および大野市

に対する意向には次のような特徴があることが明らかとなった． 

自動車旅行における行動圏は 休憩の必要頻度」と 日帰り旅行の片道の上限時間」との間

に明確な対応関係がみられ，こまめな休憩を必要とする層ほど行動圏が狭く，長時間の連続運

転を許容できる層ほど行動圏が広いという二極化した傾向が確認された． 

 また，大野市への訪問意向には 認知」および 訪問意向」が影響しており，一度訪問した

経験を有する層では再訪意向が高まることが示された． 

 さらに，旅行先の重視ポイントとの関係では， 自然の豊かさ」を重視する層において訪問

意向が有意に高く，大野市が自然志向型の観光地としての親和性が高いターゲット有している

可能性があることがわかった．一方で， アクセスの良さ」を重視する層では，訪問意向が相

対的に低く，現状ではアクセス面での訴求力が十分ではないことが示唆された． 

 加えて，ゾーン別の分析からは，大野市の近隣地域では気軽なお出かけや日帰りなどの短時

間の訪問を志向する層が中心であるのに対し，遠方地域では宿泊を伴う訪問を志向する割合が

高いという地域差が確認された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 

 

これらのことから，アンケート結果も含めて大野市への来訪意向が高い属性・志向について

まとめたものが表 4-2 である．また，立ち寄りとして大野市への来訪可能性がある属性・志向

を整理したものが表 4-3となっている． 

 

表 4-2 大野市への来訪意向が高い属性・志向の整理 

属性・志向・行動パターン 
全体としての 

回答数/割合 

そのうち，訪問したい 

（4と 5の回答者）の回答数/割合 

大野市を知っている 
163 118 

51% 72% 

訪問したことがある 
89 69 

27% 79% 

車での長距離移動の頻度が月に

1回以上 

62 

19% 

52 

84% 

自然の豊かさを重視する 
107 82 

33% 77% 

グルメを重視する 
143 105 

44% 73% 

大野市に訪れる際は，周辺地域

との周遊旅行として訪れたい 

28 24 

9% 86% 

大野市に訪れる際は，旅行会社

のツアー旅行として訪れたい 

3 3 

1% 100% 

南部（近隣/岐阜・名古屋ほか）

地域に居住 

121 80 

37%※ 66% 

※サンプル数を多くしているため割合は参考値である 

 

表 4-3 立ち寄りとして大野市への来訪可能性がある属性・志向の整理 

属性・志向・行動パターン 

大野市からの距離が近い 

自然の豊かさを重視する 

宿泊施設の充実度を重視する 

旅行同行者が，子どもを含む家族連れである 

旅行同行者が，家族・友人・知人などとの混合グループである 

ルート選択にて, 

立ち寄り観光をしたいためという理由で一般道を選択する  
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第 5 章 おわりに 

5.1 本研究のまとめ 

 本研究では中部縦貫自動車道の整備を背景とした大野市への来訪意向について，属性や旅行

志向，立ち寄り行動といった観光行動の実態を踏まえたより詳細な行動パターンを踏まえ，ど

のような層が大野市を訪れやすく，どのくらいの時間をかけて訪問するかという評価を行って

きた．その結果は以下の通りである． 

① 大野市への訪問意向が高い属性・志向・行動特性として， 自然の豊かさを重視する」，

 大野市への訪問経験がある」，「 周遊旅行やツアー旅行を志向する」などの層が抽出され

た． 

② 立ち寄り行動に関する分析からは，子どもを含む家族連れや複数人グループ，自然志向，

宿泊志向などの層で立ち寄り回数，立ち寄り時間比率が高いことを明らかにした． 

 

 以上のようなことを明らかにできたことから本研究では， どのような属性・志向をもつ人が，

どの地域から，どのような形で大野市に立ち寄りやすいか」を整理することができ，大野市の

観光誘致における具体的なターゲット層を示すことができたと考えられる． 

  

5.2 今後の展望 

本研究の分析にあたり改善点としては，サンプル数の制約から，地域別・属性別の詳細な分

析には限界があったことが挙げられる．今後，より大規模な調査を実施することで，地域ごと

の特徴をより明確に把握できる可能性がある． 

一方で，近年は GPSデータをもとにした各時点での位置データを入手することができるよう

になった．各行動主体の意向データは本研究のようなアンケート等を用いることとなるが，一

方で，GPSデータであれば，極めて詳細の時空間位置データおよびそれらを用いた移動データ

を取得することができるので，それに基づく分析は，より詳細な検討を可能にする． 

また，結果としては，中部縦貫自動車道開通前の予測的評価を中心としているため，実際の

道路開通後の効果検証が必要である．中部縦貫自動車道の全線開通後に同様の分析を実施する

ことで，本研究の結果を実証的に検証することができると考える． 

最後に，アクセス時間の評価に加えて，大野市側の受け入れ環境（観光施設，駐車場，情報

提供など）の整備状況を組み合わせた総合的な分析が求められる．本研究で示したターゲティ

ングに応じたサービス設計や施策検討を進め，実際の観光戦略につなげる方法について，今後

研究を進めていきたい． 
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https://arashimanosato.com/facility3/ ，閲覧日 2026年 1月 12日 

(25) 福井県公式ホームページ：一般国道 158号 災害復旧工事（大野市上半原）-福井県，2026年 7

月 17日更新，https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/okuetu-doboku/koujijokyo.html ，閲覧日 2026年 1月 12日 

(26) Geofabrik：GEOFABRIK Japan，https://download.geofabrik.de/asia/japan.html， 

閲覧日 2025年 10月 15日 
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以降は，次の２つの研究内容を合わせて報告する． 

 

 

・地域住民や団体との協働による横町スタジオの活用及びエリアマネジメントの実施 

 

・横町スタジオ等の拠点を中心とした関わり続ける定住の実施 
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令和７年度 
 
 
 
 
 

 

横町スタジオ拠点整備・運営補助業務（その１） 

 

報告書 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 7 年１０⽉ 
⼀般社団法⼈カンデ 

 
  



1. プロジェクト調査票 
 
案件名称 横町スタジオ拠点整備・運営補助業務その１ ○・実施事業 ・その他 

業務内容 1. 関わり続ける定住の拡⼤に向けた空き家リノベーション技術⽀援 
2. 地元住⺠との協働によるものづくりワークショップの企画、広報および実施⽀援 
3. 地元住⺠との協働による横町スタジオ運営団体・横町編集部活動継続および運営

⽀援 
4. ⼤野市城下町エリアにおける地元住⺠との協働によるエリアマネジメント事業の

企画および実施⽀援 

協働者 ⽇吉町 1 区/4 区,横町編集部,関⻄⼤学社会資本計画研究室,地域連携センター,⼤野
市政策推進課,環境・⽔循環課,地域⽂化課,荒島社,奥越スパイス研究会,純ちゃん農園,
（株）sa-mo,みなと,INUIKAWA FUN,しもプロ,⼤野建築業組合,有終⻄⼩学校,⼤野
地区まちづくり推進協議会,⼤野公⺠館,オオノクリエイトクラブ,上庄⼩学校 

位置付け ⼤野市と関⻄⼤学の連携協定（平成 30 年 6 ⽉ 13 ⽇に締結）に基づく事業 

⽬的 ・ 教育・⽂化・⼈材育成・福祉・地域産業・学術研究分野での協⼒推進   
・ 「関わり続ける定住のカタチ」の実践による「結の故郷づくり」  
・ 地域資源の調査分析と「関⻄⼤学横町スタジオ」を活⽤した学⽣・住⺠交流   
・ ⼤学の知的/⼈的/物的資源を活⽤し、協働型まちづくりを継続的に展開 
・ 学⽣・教員と市⺠の連携を通じた持続可能な地域社会の構築 

現状と課題 ・ 拠点運営者の活動が限定的になったため、気軽に⽴ち寄れる場所としての拠点運
営⽅法の再検討やノウハウの引き継ぎの時期を迎えている。 

・ 拠点運営に関⼼がある地域住⺠や⺠間事業者との協働体制の構築を図り、担い⼿
育成に努めている。 

・ ⼀⽅、市内の⺠間事業者が、⼤学連携事業を参考に関係⼈⼝創出の取り組みを独
⾃に展開している。しかし、これら⺠間主導の取り組みは、資⾦・環境・技術⾯
において持続性に⽋けることが懸念される。 

・ 「こどもものづくり⼤学」では広報の負担、安定的な参加者確保に向けて⽅針が
⽰され、継続的な運営に向けて協議がなされている。 

・ まちなかの拠点を⾏き来する⼈の流れが⽣まれ、さらなる発展に向けて拠点同⼠
の連携強化が協議されている。 

⽬指す姿 ・ ⼤学空⽩地域に学⽣を再地域化するための仕組みが構築されている 
・ ⼤学が⾃治体のまちづくりに関わり続けられる環境ができている 
・ 地域拠点の⾃律的な運営モデルが⾯的に展開され空き家等が活⽤されている 
・ ⼤学が整備・⽀援した環境で、市⺠の主体的な活動が展開されている。 
・ ⼤学発の地域団体と⺠間事業者の良好な連携がなされている。 

業務期間 ・ 令和７年４⽉ 1 ⽇〜令和７年９⽉３０⽇ 



実施内容 1. 春⽇通りラボ（２号物件）における拠点整備への技術的および事業計画の伴⾛⽀
援 

2. 「こどもものづくり⼤学」におけるものづくりワークショップの企画・広報・実
施⽀援。 

3. ⽉刊「のーのー」（旧・横町通信）の発刊⽀援、および⽔族館サークル・奥越ス
パイス研究会への備品・拠点貸出⽀援。 

4. エリアマネジメント事業「ダイサン」の企画・広報・運営⽀援を通じた地域⺠間
事業者との協働推進。 

成果と今後の 
課題 

・ ⼤学連携事業に⺠間事業者が関わり始め、拠点の活⽤や部分的な連携が促進され
た。 

・ このことによりイベントや広報活動を協働で実施する体制が構築され、地域内の
拠点を回遊する新たな⼈の流れが⽣まれている。 

・ ⼤学連携事業を参考に⺠間事業者が独⾃に取組を展開し、横町編集部がその活動
に協働できている。 

・ 春⽇通りラボは、奥越スパイス研究会との協働により拠点整備を進めており、補
助⾦申請時には拠点整備の知⾒を活かした技術的⽀援を⾏い採択に⾄った。 

・ 「こどもものづくり⼤学」は年度はじめに年間予定表を作成・配布し、講師の広
報負担の軽減や、安定的な参加者確保が達成した。 

・ ⽉刊「のーのー」の発刊は、⼤学連携の官⺠学協働体制のケーススタディとして
⺠間事業者が多く携わっており、市⺠の情報発信の機会創出が形成されつつあ
る。 

・ 「ダイサン」は、⺠間事業者との協働による運営体制が協議され、試験的運⽤が
開始したが、情報発信のタイミング等、拠点間の連携に課題が残る。 

今後の進め⽅ ・ ⼤学連携事業における⺠間リソースの活⽤および協働を⾒据え、城下町のエリア
マネジメントを⽬的としたプロポーザル事業の検討に向け、関⻄⼤学と⼤野市で
の合意形成に向けて協議を開始する。（令和 7年 11 ⽉〜） 

・ ⼤学連携事業における⺠間リソースの活⽤および協働に向けて、⼤学連携を独⾃
に実施する⺠間事業者等に対して資⾦的ニーズや運⽤⾯の課題を洗い出すサウン
ディング調査の実施を⼤野市に提案する。（令和 7年 11 ⽉〜） 

・ ⽉刊「のーのー」の運営体制を参考に、⼤学連携における⺠間の良好な関与につ
いて協議を進める。 

連携事業に 
反映する内容 

・ ⺠間事業者との協働におけるガバナンス体制の構築 

  



 

 

2. 業務実施状況 
2-1.⽉別業務実施状況 

 

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般 学⽣ ⼤学⽣ 合計
4 9 0
4 9 0
4 2 0
4 3 0
4 9 0
4 12 0
4 18 4 4
4 16 0
4 19 31 31
4 19 2 2
4 20 0
4 23 0
4 25 25 25
4 28 2 2
4 28 0
4 15 0
4 24 0
4 4 0
4 5 10 10
4 9 2 2
4 16 0
4 17 0
4 19 0
4 7 0
4 10 0
4 30 0
4 8 0
4 28 0
4 28 0

プロジェクト⽀援 4 10 0
4 3 0
4 5 9 0 9
4 10 0
4 29 0
4 1 0
4 11 0
4 27 0
4 30 0

72 13 0 85

桜の⽊燻製WS事前打ち合わせ
年間予定表を作成

ふくいSDGs 横もも⼤学

地域再⽣WSの企画および⽇程調整
地域再⽣⼤野 講義企画運営

⽔族館サークル⽔換えの⽇

⽔族館サークルアクアポニックス設計

⽔族館サークル⽔換えの⽇
奥越スパイス研究会出店＠福井市
⽔族館サークルアクアポニックス設計

拠点活⽤
サークル⽀援

奥越スパイス研究会運営会議

2号物件 拠点整備

2号物件オンライン打ち合わせ
2号物件掃除
設備現況調査＋九頭⻯設備と打ち合わせ
提案部会への事前打ち合わせ
マスヤゲストハウス視察(⾃費）
⼆号物件提案部会

⽔族館サークル⽔換えの⽇

エリア
マネジメント

都市からミミズまで
⼤野公⺠館、櫛⽥造園と打ち合わせ

研究会の実施,
基本構想 ヒアリング実施

第三⼟曜⽇しゅしゅぽぽ運営会議

連携協定会議事前打ち合わせ

⼤野公⺠館打ち合わせ
環境⽔循環課打ち合わせ

地域連携Cと定例会

募集,広報,オリエンテーション開始

お箸づくりWS

実施状況
定例会議

⽔族館サークル⽔換えの⽇
第三⼟曜⽇しゅしゅぽぽ運営会議

Neo朝市活動

横町縁⽇

年度締め

桜の⽊燻製WS事前打ち合わせ

全体設計

受託研究

三菱みらい財団

その他

⽉刊「のーのー」発⾏

住⺠⾃治検討会出席
合計

⺠話pjオンライン会議
福井県アートプロジェクト申請
福井県アートプロジェクトプレゼンテーション



 

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般 学⽣ ⼤学⽣ 合計
5 1 0
5 7 0
5 9 ⼀般社団法⼈カンデ理事会 0
5 10 0
5 20 0
5 6 25 25
5 11 15 15
5 16 15 15
5 14 0
5 17 31 31
5 17 7 7
5 18 0 3 3
5 20 0
5 22 0 4 4
5 21 0 4 4
5 25 0
5 3 8 8
5 10 3 3
5 17 3 3
5 24 3 3
5 7 0
5 22 30 30
5 13 0
5 20 0
5 22 0

プロジェクト⽀援 5 20 0
5 3 12 12
5 12 0
5 14 0
5 9 0
5 10 0
5 15 0
5 20 0
5 23 0
5 16 0
5 20 0

110 53 0 163

仕様書作成の打ち合わせ
奥越スパイス研究会出店＠ココノ
奥越スパイス研究会出店＠荒島旅舎
奥越スパイス研究会出店＠福井

横町縁⽇

定例会議

経費⽉締め

縁⽇打ち合わせ

実施状況
連携協定会議打ち合わせ＠関⻄⼤学

上庄⼩学校打ち合わせ
上庄⼩学校環境学習

次年度事業企画書提出

横町盆踊り打ち合わせ
改修WS①
提案部会②
改修WS②
提案部会③

地域連携センターと定例会議
関係者打ち合わせ

みらいカレッジ和泉地区視察

キックオフミーティングに向けた事前打ち合わせ

合計

岐⾩県中津川市「加⼦⺟⽊匠塾」視察

⽔循環課、INUIKAWA FUNとのWS内容に係る打ち合わせ
INUIKAWA FUNとのWS内容打ち合わせ
事業採択,関係者打ち合わせ
関係者打ち合わせ
関係者打ち合わせ

横町盆踊り⼤会実⾏委員会打ち合わせ

Neo朝市活動
⽉刊「のーのー」発⾏

ココノアートプレイスと打ち合わせ

⽔族館サークル⽔換えの⽇

⺠話調査

受託研究

拠点活⽤
サークル⽀援

2号物件

エリア
マネジメント

都市からミミズまで

三菱みらい財団
基本構想

ふくいSDGs 横もも⼤学
桜の⽊燻製WS/ものづくり⼤学⼊校式

全体設計

Neo朝市活動

福井県アートPJ

定例会議

その他



 
 
 

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般 学⽣ ⼤学⽣ 合計
6 6 0
6 10 0
6 20 ⼀般社団法⼈カンデ理事会 0
6 7 30 30
6 8 盆踊り打ち合わせ 0
6 11 27 27
6 12 0
6 14 15 15
6 27 11 11
6 21 0
6 23 0
6 25 0
6 21 20 0 20
6 20 0
6 4 1 1
6 11 1 1
6 18 1 1
6 25 1 1
6 13 0
6 20 0
6 10 0
6 14 0
6 28 0

拠点改修 6 21 0
6 3 30 30
6 7 20 20
6 11 0
6 18 30 30
6 4 0
6 4 0
6 29 0

プロジェクト⽀援 6 1 0
6 7 40 20 60
6 26 0
6 2 0
6 7 0
6 11 0
6 16 0
6 21 第１回WS 12 12
6 30 0
6 15 0
6 22 0
6 18 環境省ゴミゼロエリア創出事業打ち合わせ 0
6 18 環境省ゴミゼロエリア創出事業打ち合わせ 0

175 84 0 259

福井県アートPJ ⺠話調査

その他

⽔のがっこう打ち合わせ

第三⼟曜⽇企画打ち合わせ

上庄⼩学校環境学習

エリア
マネジメント

その他

都市からミミズまで

拠点活⽤
サークル⽀援

2号物件
基本構想

三菱みらい財団
基本構想

ふくいSDGs 横もも⼤学

奥越スパイス研究会出店＠福井

⽔族館サークル⽔換えの⽇

福井県庁へワクチャレ応募に向けた事前の相談
ワクチャレ応募に向けたメンターとの⾯談
提案部会④

受託研究

定例会議

奥越スパイス研究会出店＠ココノ

奥越スパイス研究会出店＠乾側⼤⾨地区お料理教室

実施状況
定例会議
経費⽉締め

奥越スパイス研究会出店＠市役所労働組合学習会

インナーMTG
⽇吉町1区側溝掃除
みらいカレッジ敷地調査

合計

アートプロジェクトキックオフMTG
インナーMTG
ココノアートプレイスと打ち合わせ

全体設計

シャボン⽟WS
桜の⽊ピザづくりWS打ち合わせ
ココノアートプレイスと打ち合わせ

奥越スパイス研究会⽉刊fu取材対応
奥越スパイス研究会出店打ち合わせ
奥越スパイス研究会出店打ち合わせ
横町縁⽇
⽉刊「のーのー」発⾏
⽔族館サークル⽔換えの⽇

⽔族館サークル⽔換えの⽇
⽔族館サークル⽔換えの⽇

アボカドプロジェクトミニレクチャー

インナーMTG
キックオフミーティングへの参加

設計打ち合わせ
提案部会⑤
居室床はり⼯事
上庄⼩学校環境学習
環境フェア



 
 
  

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般 学⽣ ⼤学⽣ 合計
7 6 0
7 8 0
7 10 0
7 18 0
7 24 ⼀般社団法⼈カンデ総会 0
7 6 9 9
7 20 20 20
7 20 0
7 4 20 20
7 6 17 17
7 9 3 3
7 19 3 3
7 18 10 10
7 21 43 43
7 26 30 30
7 4 1 1
7 11 1 1
7 18 1 1
7 25 1 1
7 2 4 4
7 6 0
7 10 0
7 13 0
7 15 0
7 19 0
7 27 5 5
7 2 0
7 9 30 30
7 12 0
7 19 4 1 1 6
7 1 0
7 22 0
7 30 0

プロジェクト⽀援 7 31 0
7 2 0
7 3 0
7 5 18 12 30
7 19 9 9
7 28 0
7 5 0
7 20 0
7 23 2 2

191 53 1 245

⽔族館サークル⽔換えの⽇

奥越スパイス研究会出店＠ココノ
奥越スパイス研究会出店＠勝⼭⼤仏
⽔族館サークル⽔換えの⽇
⽔族館サークル⽔換えの⽇

経費⽉締め
⼀般社団法⼈カンデ理事会

盆踊り役員会

奥越スパイス研究会出店＠ゆめオーレ勝⼭

奥越スパイス研究会出店＠福井

合計

めだか⽔槽の設置
冷蔵庫搬⼊
⼤野公⺠館打ち合わせ

ワークショップ＠打波
ココノアートプレイス協議

研究会
定例会議
現地フィールドワーク打ち合わせ
中間報告作成

桜の⽊ピザづくりWS

⽔のがっこうアクアポニックス設置WS
定例会議

福井県ワクワクチャレンジプラン申請資料の作成
福井県ワクワクチャレンジプラン申請打ち合わせ

実施状況
定例会議

⽮地区住⺠へのヒアリング
⽇吉町4区⽇の丸公園草刈り

ふくいSDGs 横もも⼤学

福井県アートPJ ⺠話調査

桜の⽊ピザづくりWS打ち合わせ

その他

拠点活⽤
サークル⽀援

2号物件
基本構想

拠点改修

エリア
マネジメント

都市からミミズまで

三菱みらい財団
基本構想

奥越スパイス研究会出店＠観光ビューロ

楠⾒アドバイザー⾯会

上庄⼩学校環境学習

Neo朝市サークル利⽤

⽔のがっこうアクアポニックス現場確認

Neo朝市サークル利⽤

横町縁⽇
⽉刊「のーのー」発⾏

みらいカレッジ敷地調査@⽮地区

⽔族館サークル⽔換えの⽇
⽇吉町4区住⺠との意⾒交換会
提案部会⑥

福井県ワクワクチャレンジプラン申請



2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般 学⽣ ⼤学⽣ 合計
8 13
8 10
8 15
8 14 200 10 210
8 16 18 2 20
8 20
8 12 15 15
8 15 3 3
8 15 1 1
8 4 1 1
8 11 1 1
8 18 1 1
8 25 1 1
8 23
8 29
8 30
8 31
8 2 30 30
8 27
8 25
8 27
8 4 16 16
8 5 18 18
8 9 9 9
8 25 8 56 64
8 28 6 6

ふくいSDGs 横もも⼤学 8 2 5 7 6
8 3
8 9 10 10
8 21
8 4 10 10
8 5 10 4 14
8 9 10 10
8 18 20 20
8 5
8 22
8 6
8 13 5 5
8 14 地域⽂化課移住相談会
8 17 9 9
8 6 4 6 10

257 45 170 472

三菱みらい財団

基本構想

プロジェクト⽀援

地域再⽣（⼤野） 滞在型講座

福井県アートPJ ⺠話調査

最終成果報告会

⺠話PJ打ち合わせ
タトゥーシールWS

インターン受け⼊れ（3⼈＊4泊5⽇）

⽔族館サークル⽔換えの⽇
⽔族館サークル⽔換えの⽇
⽔族館サークル⽔換えの⽇

2号物件⽴ち上げ
⽀援

基本構想

エリア
マネジメント

都市からミミズまで

⽔族館サークル⽔換えの⽇
ワクチャレプレゼン発表練習①
ワクチャレプレゼン発表練習②
ワクチャレプレゼン発表練習③

Neo朝市
Neo朝市

経費⽉締め

学⽣/教授受け⼊れ（16⼈＊3泊4⽇）

⼀般社団法⼈カンデ理事会

実施状況
定例会議

受託研究

全体設計

拠点活⽤
サークル⽀援

横町盆踊り

ワクチャレプレゼン発表
上庄夏祭り出店
⼤野公⺠館と打ち合わせ
地域連携センターと定例
地域連携センター、教員と研究会
サーモンチーム受け⼊れ（4⼈＊3泊4⽇）
印刷チーム受け⼊れ（6⼈＊2泊3⽇）
農業チーム受け⼊れ（3⼈＊2泊3⽇）

横町縁⽇
⽉刊「のーのー」発⾏

インターン宿泊受け⼊れ（2⼈＊4泊5⽇）
学⽣交流会の実施
インターン宿泊受け⼊れ（2⼈＊4泊5⽇）

⺠話WS
⺠話PJ打ち合わせ

その他
⽮地区住⺠へのヒアリング

台湾学⽣視察
合計

⽮地区住⺠へのヒアリング
観光ビューローグッズ開発打ち合わせ
観光ビューローグッズ制作WS

県地域おこし協⼒隊向けに空き家セミナー実施

インターン宿泊受け⼊れ（4⼈＊4泊5⽇）



 

2-2.横町スタジオを核とした連携事業における協働者の⽉別⼈数合計 

  ⼀般 学⽣※１ ⼤学⽣ 合計（⼈） 
4 ⽉ 72 13 0 85 
5⽉ 110 53 0 163 
6 ⽉ 175 84 0 259 
7⽉ 191 53 1 245 
8⽉ 257 45 170 472 
9⽉ 85 55 35 175 

  890 303 206 1399 

※１：学⽣は⼤学⽣以外の⼩学⽣〜⾼校⽣を指す。  

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般 学⽣ ⼤学⽣ 合計
9 10
9 10
9 5 7 7
9 10 2 2
9 10 1 1
9 20 30 30
9 16 ⽉刊「のーのー」打ち合わせ
9 20 ⽉刊「のーのー」発⾏ 3 3
9 3 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
9 10 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
9 17 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
9 24 1 1
9 8
9 18
9 20 5 5
9 26
9 17 30 30
9 17

基本構想 9 24
9 3 16 16
9 22 4 4
9 22 4 4

地域再⽣（⼤野） 滞在型講座 9 30
9 17
9 21 10 4 14
9 3
9 20 8 8
9 27 25 25
9 3 2 2
9 5 2 7 11 20
9 12
9 22 観光ビューローグッズ開発打ち合わせ
9 21 イトヨの⾥ シルクスクリーンWS

85 55 35 175合計

⼤阪⾳⼤視察対応

Neo朝市活動⽀援

シルクスクリーン制作

ふくいSDGs 横もも⼤学
⽊⼯WS＠めいりん

サーモンチーム受け⼊れ（4⼈＊3泊4⽇）

エリア
マネジメント

都市からミミズまで

三菱みらい財団
プロジェクト⽀援

⽔のがっこうWS打ち合わせ

⺠話PJ さばえまつり出店（2⽇間）
岐⾩県中津川市⽊匠塾原⽥⽒視察対応

オンライン打ち合わせ
オンライン打ち合わせ

ダイサン
ワクチャレ申請
上庄⼩出前授業
⼤野公⺠館と打ち合わせ
地域連携センターと定例＠関⻄⼤学

サークル⽴ち上げ相談

実施状況
定例会議
経費⽉締め

横町縁⽇

⽔族館サークル⽔換えの⽇
ダイサンに向けた打ち合わせ
設備屋さんによる現場調査

観光ビューローグッズ制作補助

地域再⽣WS参加者取りまとめ

⺠話PJ 打ち合わせ
⺠話WS（4回⽬）福井県アートPJ ⺠話調査

その他

受託研究

全体設計

拠点活⽤
サークル⽀援

2号物件⽴ち上げ
⽀援

改修事業



3. 業務の成果 
3-1.春⽇通りラボにおける⺠間協働型拠点整備の展開 
春⽇通りラボ（2 号物件）は、横町スタジオで蓄積された拠点形成の知⾒を活かし、地域

住⺠や⺠間事業者と協働しながら整備を進めている。本事業は、城下町エリアに点在する空
き家を活⽤し、地域住⺠や学⽣が気軽に⽴ち寄れる拠点として再⽣させることで、地域の担
い⼿を育成し、継続的なまちづくり活動を⽀える基盤を形成することを⽬的としている。 
拠点運営者の⼀員である、奥越スパイス研究会との協働は拠点形成型⼤学連携まちづくり

事業として「拠点運営に関⼼を持つ地域住⺠・⺠間事業者との協働体制の構築」および「担
い⼿育成」の実現に最も適した事例として位置づけられる。同研究会は、地域⾷材やスパイ
スを通じて地域資源の新たな価値創出を⾏う⺠間団体であり、横町スタジオにおける活動
や、エリアマネジメント事業「ダイサン」（旧持ち寄る⽇）での継続的出店などを通じて、
地域住⺠や横町編集部との関係を築いてきた。こうした継続的な協働が、春⽇通りラボにお
ける拠点運営の協働相⼿として適合していた。整備に際しては、⼤学がこれまで担っていた
技術⽀援や事業計画策定を、地域主体が⾃ら⾏えるよう伴⾛⽀援を実施した。改修費の⾒積
り、事業計画や補助⾦申請書の作成など、技術的・事業的両⾯での⽀援により、地域プレイ
ヤーの拠点運営能⼒を⾼めることができた。その結果、事業は補助⾦採択に⾄り、⼤学伴⾛
による⺠間運営の拠点形成モデルが具体化した。 
本事例は、⼤学が地域と協働して拠点整備を⾏う段階から、⼤学が伴⾛しながら、地域が
主体的に運営・再⽣を担う段階へと移⾏する過程を⽰している。奥越スパイス研究会との協
働を通じ、地域での実践⼒を持つ⺠間団体を育成し、⼤学連携を通じた⼈材育成と持続的な
拠点運営モデルの両⽴を実現した点に意義がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 春⽇通りラボ運営スキーム  



3-2.拠点間連携による城下町エリアの回遊創出と「ダイサン」の展開 
⼤野市中⼼市街地の城下町エリアでは、横町スタジオや春⽇通りラボをはじめとする複数

の拠点が形成され、地域住⺠や⺠間事業者を中⼼とした活動が展開されている。これらの拠
点を⾯的に連携させ、地域全体の魅⼒向上と回遊性の創出を⽬的として実施されているの
が、エリアマネジメント事業「ダイサン」である。 
「ダイサン」は、横町スタジオで毎⽉第３⼟曜⽇に継続的に⾏われていた「持ち寄る⽇」

を前⾝とする取組である。「持ち寄る⽇」では、住⺠参加型のアップサイクルマルシェ兼チ
ャレンジショップを開催し、毎⽉第３⼟曜⽇に拠点を開放することで、地域住⺠に横町編集
部の活動を認知してもらい、気軽に⽴ち寄れる関係性の構築を⽬指した。また、同じ⽇には
城下町エリア内の他拠点でもイベントやワークショップが⾏われ、参加者がその流れで横
町スタジオを訪れるなど、拠点間を移動する⼈の動きが⽣まれ始めていた。こうした⾃然な
回遊の兆しを受け、令和７年度から、毎⽉第 3⼟曜⽇に、城下町エリア内で複数拠点が住⺠
に対してオープンする形へと再編されたものが「ダイサン」である。本事業において、横町
編集部は、全体調整および広報⾯での⽀援を担い、拠点同⼠の連携強化を推進した。その結
果、来訪者が複数拠点を巡る回遊的な滞在動線が形成された。⼀⽅で、広報は依然として拠
点ごとに運⽤されており、今後は複数拠点を統合的に発信する体制の整備が求められる。 
本取組は、「持ち寄る⽇」による毎⽉の定期的な拠点のオープンから、「ダイサン」によ

る地域全体の協働へと発展したプロセスを⽰している。すなわち、⼤学連携によって育まれ
た活動が、地域主体によるエリアマネジメントへと展開していく過程を実証する事例とし
て位置づけられる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「ダイサン」参加事業者⼀覧  

⼤野の印刷・編集室
みなと ココノアートプレイス

⽔のがっこう

印

水

横町スタジオ

研

春⽇通りラボ

美

香

泊

荒島旅舎



3-3.⺠間との協働を基盤とした⼤学連携事業の展開 
本⼤学連携事業は、これまで⼤野市と関⻄⼤学、横町編集部が中⼼となって推進されてき

た。しかし近年、拠点運営者の活動が限定的となり、拠点運営⽅法の再検討、新たな拠点運
営者の創出や、これまでに蓄積されたノウハウの引き継ぎが求められる時期を迎えている。
⼀⽅、地域の⺠間事業者が⼤学連携事業を参考に、関係⼈⼝創出やまちづくりの取り組みを
独⾃に展開する動きも⾒られるものの、これら⺠間主導の取り組みは、資⾦・環境・技術⾯
において持続性に⽋けることが懸念されており、⼤学・⾏政・地域団体がどのように関与し、
継続的な実施体制を構築するかが新たな課題となっている。こうした変化を踏まえ、⼤学連
携事業において、⺠間リソースの活⽤および協働を新たな⼿段として、拠点運営⽅法や事業
の進め⽅を再検討することが求められている。 

そこで、⼤学連携事業における⺠間との協働体制を整えるため、令和 7 年度から⼤野市
と連携し、城下町エリアを対象としたエリアマネジメント型プロポーザル事業の検討を進
める予定である。これは、横町編集部や⼤学のみが拠点運営等を実施するのではなく、地域
プレイヤーと協働しながら事業を推進する仕組みを構築することを⽬的としており、⼤学
連携の知的資源をエリアマネジメントに反映させる実践的試みとして位置づけられる。ま
た、⺠間事業者に資⾦的ニーズや運⽤上の課題を把握するサウンディング調査の実施を⼤
野市に提案している。 
  



4. まとめ 
⼈⼝減少が進⾏する地域においては、⼀⼈の住⺠や関係者が複数の役割を担うことが常態

化しており、活動の担い⼿にかかる負担が⼤きい。そのため、拠点運営の継続や地域活動の
展開が特定の個⼈や団体に依存しやすく、結果として活動が限定的にならざるを得ない状
況が⽣まれている。本⼤学連携事業も 8 年⽬となり事業の拡⼤などにより、拠点運営の再
検討や新たな担い⼿の創出、ノウハウの継承が求められる段階にある。⼀⽅で、こうした状
況を背景に、地域の⺠間事業者が⼤学連携事業を参考にしながら、独⾃に関係⼈⼝創出やま
ちづくりに取り組む動きが⽣まれている。これらの活動は、地域が⼤学の知的資源を⼿がか
りに⾃ら⾏動を起こすという点で重要であるが、資⾦・技術・環境の⾯で持続性に課題を抱
えている。したがって、⺠間との協働体制を構築し、地域全体で拠点運営や活動を⽀える仕
組みを整えることが急務となっている。本事業はこれまで、地域活動に直接関わる「実施主
体」としての役割を担ってきたが、こうした⼈⼝構造の変化を受け、今後は地域が持続的に
活動できる「環境を設計する⽴場」へと役割を転換する必要がある。⼤学が有する知的・⼈
的資源を、⾏政・地域団体・⺠間事業者が共有し、それぞれの⽴場で活⽤・発展させること
により、地域が⾃ら学び、実践できる構造を形成していくことが求められている。その具体
的な取り組みとして、令和 7 年度には、城下町エリアを対象としたエリアマネジメント型
プロポーザル事業の検討を進める予定であり、併せて地域事業者を対象とした資⾦ニーズ
や運⽤課題のサウンディング調査を提案している。これらの取り組みを通じて、地域の多様
な担い⼿と協働しながら、拠点運営および⼤学連携事業の新たな展開に向けた環境整備を
⽬指している。本取り組みは、⼤学が⼀構成員として地域を⽀えるのではなく、地域が主体
的に動ける環境を設計し、その活動を促す仕組みをつくる⽅向へとシフトしていることを
⽰している。すなわち、⼈⼝減少型社会における地域での⼤学の新たな役割は、学⽣や⺠間
事業者とともに「地域に関わり続けられる環境」を共創することであり、そのプロセスを通
じて持続可能な地域社会の形成が促されることが期待される。 
  



5. 資料編 
  

写真１ 4/19 横町縁⽇ 

 
写真２ こどもものづくり⼤学チラシ 

 

単位を 20個集めて、みんなでものづくり博士を目指そう！

104 講師：大野の印刷・編集室 みなと　
料金：￥400　場所：同上

紙刺繍で冊子作りワークショップ

9 6 講師：大野建築組合　料金：￥1,000　
場所：学びの里めいりん 図工室

木工ワークショップ

8 2 講師：大野の印刷・編集室 みなと　
料金：￥300　場所：同上

タトゥーシールワークショップ

7 5 講師：INUIKAWA FUN　料金：￥500
場所：乾側地区　※招待制

お魚罠づくりワークショップ

6 7 講師：しもプロ　料金：￥500
場所：大手門広場

しゃぼん玉ワークショップ

5 3 講師：INUIKAWA FUN　料金：￥500
場所：上丁生活改善センター

桜の木で燻製ワークショップ

申
し
込
み
方
法

参加をご希望の方は、横町編集部の InstagramDMまたは
メールアドレスまで、下記４点を添えてご連絡ください。

yokomachi.hensyubu@gmail.com

①お名前　②参加希望日
③参加人数　④参加者の年齢

入
学
者
に
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
証
を

交
付
す
る
よ

20個集めて
ものづくり博士の
称号をゲット！

4 5

2025 年間スケジュール

お申し込み
必要項目

横
町
編
集
部

Instagram

講師：横町編集部　料金：￥200
場所：横町スタジオ

お箸づくりワークショップ

3
21 講師：大野の印刷・編集室 みなと　

料金：￥400　場所：同上

４コマ漫画ワークショップ

117 講師：しもプロ　料金：￥1,000　
場所：横町スタジオ

焼き芋作りワークショップ

126 講師：大野の印刷・編集室 みなと
料金：￥500　場所：同上

年賀状作りワークショップ

111 講師：水のがっこう　
料金：￥1,000　場所：同上

野草でアロマウォーター作りワークショップ

2 7
講師：水のがっこう　料金：￥500
場所：同上

水の結晶作りワークショップ

※定員：各回20名程度

and

3 21



写真３ 5/3 ものづくり⼤学単位授与の様⼦ 

 
写真４ 5/3 乾側地区燻製 WS 

 
写真５ 6/1 アボカドキックオフ MTG 

 



写真６ 6/7 しもプロシャボン⽟ WS 

 
写真７ 春⽇通りラボ和室改修 

 
写真８ 6/22 ふるさとミライカレッジ敷地調査 

 



写真９ ⺠話 PJ チラシ 

 
写真 1０ 6/21 ⺠話 PJ 第１回 WS 

 

MINNA NO MINWA W
o
r
k
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h
o
p

6/21 10:00-12:00土

「民話」ってなんだろう？

講師：坪川 祥子 氏 会場：みなと（大野市元町 2-9）

その土地には、その土地にしか生まれない物語があります。

大野の川や山、路地裏の一角には、

古くから語り継がれてきた民話が静かに息づいています。

例えば、「八間通りの医者のはなし」「美濃喜の飴のはなし」

「十文字者淵の話」…

「みんなのみんわ」は、そうした物語にふれながら、

自分たちの手で“新しいおはなし”を紡いでいく

ワークショップです。

大野の風景から、あなただけの物語を見つけてみませんか？

主催：横町編集部 yokobachi.yensyubu@gmail.com

7/19 10:00-12:00土

民話が生まれる場所へ行ってみよう！

講師：乾 孝子 氏 会場：下打波

民話の舞台と同じような場所で、民話を聞いてみよう

8/9 10:00-12:00 13:00-15:00土

まちを歩いて、おはなしをつくってみよう！

講師：箔塔落 氏 会場：みなと（大野市元町 2-9）

会場：みなと（大野市元町 2-9）

会場：みなと（大野市元町 2-9）

9/20 10:00-12:00土

12/20土

おはなしを絵にしてみよう！

おはなしをみんなで楽しむ

講師：おとしぶみ 氏
考えたおはなしから、イラストレーターさんと一緒に絵を描いてみよう

関連イベント 10/2 （土）　パフォーマンス　「ピアノの嫁入り」     会場：五番商店街 /COCONOアートプレイス

・ワークショップを通じて生まれた物語を展示・発表

・大野の民話に関連したワークショップの開催
水落地区を歩いて、短いおはなしを作ってみよう

EVEN
T

六間通り

七間通り

P

P

本
町
通
り

三
番
通
り

五
番
通
り

COCONO
アートプレイス

みなと



写真 11 ７/3 乾側地区桜の⽊ピザづくり WS 

 
写真 12 横町盆踊りチラシ 

 



写真 13 福井県ワクワクチャレンジコンテスト申請書類スケッチ 

 
写真 14 ８/５ 学⽣交流会の実施 

 
写真 15 ８/14 横町盆踊り 

 



 
 
 

写真 16 ８/９ ⺠話 PJ 第２回 WS 

 
写真 17 ８/14 雪国インターン学⽣受け⼊れ 

 



 
 
 
 

令和７年度 
 
 
 
 
 

 

横町スタジオ拠点整備・運営補助業務（その２） 

 

報告書 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 8 年 2 ⽉ 
⼀般社団法⼈カンデ 

 
 



 

 

1. プロジェクト調査票 
案件名称 横町スタジオ拠点整備・運営補助業務その 2 ○・実施事業 ・その他 

業務内容 1. 関わり続ける定住の拡⼤に向けた空き家リノベーション技術⽀援 
2. 地元住⺠との協働によるものづくりワークショップの企画、広報および実施⽀援 
3. 地元住⺠との協働による横町スタジオ運営団体・横町編集部活動継続および運営

⽀援 
4. ⼤野市城下町エリアにおける地元住⺠との協働によるエリアマネジメント事業の

企画および実施⽀援 

協働者 ⽇吉町 1 区、4 区、横町編集部、関⻄⼤学社会資本計画研究室、地域連携センタ
ー、⼤野市政策推進課、環境・⽔循環課、地域⽂化課、荒島社、奥越スパイス研究
会、印刷室みなと、みんなのみんわ博実⾏委員会、しもプロ、⼤野地区まちづくり
推進協議会、⼤野公⺠館、オオノクリエイトクラブ、上庄⼩学校、Neo 朝市 

位置付け ⼤野市と関⻄⼤学の連携協定（平成 30 年 6 ⽉ 13 ⽇に締結）に基づく事業 

⽬的 ・ 教育・⽂化・⼈材育成・福祉・地域産業・学術研究分野での協⼒推進   
・ 「関わり続ける定住のカタチ」の実践による「結の故郷づくり」  
・ 地域資源の調査分析と「関⻄⼤学横町スタジオ」を活⽤した学⽣・住⺠交流   
・ ⼤学の知的/⼈的/物的資源を活⽤し、協働型まちづくりを継続的に展開 
・ 学⽣・教員と市⺠の連携を通じた持続可能な地域社会の構築 

現状と課題 ・ 将来的な⾃⾛を⾒据え、事業の選択と集中を実⾏した。現在、地域住⺠の主体性
を尊重し、運営業務の⼀部について段階的な委譲に向けた協議を進めている。 

・ 上記の⽅針を踏まえ、令和 7年度まちづくり研究活動報告会では、実際に横町ス
タジオを活⽤している市⺠や団体が登壇する形式とする。利⽤者の⽣の声を発信
することで、活動の熱量や現場の実態を多⾓的に共有することを狙いとする。 

⽬指す姿 ・ ⼤学空⽩地域に学⽣を再地域化するための仕組みが構築されている。 
・ ⼤学が⾃治体のまちづくりに関わり続けられる環境ができている。 
・ 地域拠点の⾃律的な運営モデルが⾯的に展開され空き家等が活⽤されている。 
・ ⼤学が整備・⽀援した環境で、市⺠の主体的な活動が展開されている。 
・ ⼤学発の地域団体と⺠間事業者の良好な連携がなされている。 

業務期間 令和７年１０⽉ 1 ⽇〜令和８年１⽉３０⽇ 

実施内容 1. 横町スタジオを核としたまちづくり事業の運営⽀援 
2. 横町スタジオを核とした協働者の⽉別⼈数の把握 
3. 春⽇通りラボ拠点整備の技術的および事業計画の伴⾛⽀援 
4. 新たな活動財源の獲得に向けた関係者との協議、および具体的な事業構想の策定 
 



主な成果 
 

・ R7年度前期（4-9⽉）の協働者数は 1,399名を記録した。これは、地域住⺠や
関係⼈⼝による恒常的な関与を⽰すものであり、スタジオの活⽤ニーズが潜在的
なものから顕在化しつつあることを⽰唆している。  

・ この実績値により、今後の利⽤実態や連携メカニズムを解明するための⼗分な分
析⺟数が確保されたため、次フェーズである詳細なポテンシャル調査へと円滑に
移⾏できるものと考える。 

・ ⼤学連携を起点とした空き家利活⽤の⽀援体制を実証し、⺠間主体による拠点整
備を進めた。 

・ 住⺠協働に向けた次期フェーズにおける中核的な財源・事業として総務省みらい
カレッジを位置づけ、戦略的な提案策定を⾏った。申請に向け、関係者との合意
形成を図るとともに、本拠点の強みを活かした独⾃の事業モデルを企画・⽴案
し、採択に向けた体制を整えた。 

主な課題と今
後の進め⽅ 

・ 【R7〜R8：ポテンシャル分析と連携モデルの調査】 これまでの横町スタジオに
おける市⺠・⺠間・団体の活⽤実績および潜在ニーズを分析し、同拠点のポテン
シャルを可視化する。併せて、多様な活動主体が有機的に連動するための仕組み
について調査・検討を⾏う。 

・ 【R9〜R10：運営スキームの構築と多主体連携の確⽴】 上記調査を踏まえ、他
団体が円滑に参画・活動できる運営スキームを策定し、実証展開を繰り返す。最
終的に、⼤学連携まちづくりが多様な主体の参画によって⾃律的に運営される体
制の確⽴を⽬指す。 

連携事業に 
反映する内容 

・ まちづくり研究報告会の開催概要の整理 



 

 

2. 実施状況 

  

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般
児童
⽣徒

学⽣ 合計

10 8
10 3 4 4
10 10
10 14
10 17
10 12 4 4
10 19 4 4
10 20 4 4
10 29 ⼀般シルクスクリーン利⽤ 3 3
10 18 30 30
10 14 ⽉刊「のーのー」運⽤の打ち合わせ 2 2
10 21 ⽉刊「のーのー」11⽉号発⾏
10 1 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
10 8 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
10 15 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
10 22 1 1
10 29 2 2
10 8
10 18
10 18 5 5
10 8 3 3
10 10
10 29 30 30

基本構想 10 30
10 11 12 12
10 11 2 3 5
10 11 1 3 4
10 25 2 2 4
10 4 9 9
10 26
10 4 120 30 150
10 15 2 2
10 22 4 4
10 28 4 4
10 29 5 5
10 5 42 42
10 11 しもプロ チラシ作りWS 5 6 11
10 20 まちFUNまつり打ち合わせ
10 29 おとしぶみさん シルクスクリーン利⽤ 3 3
10 30 廃屋 旭寮新聞打ち合わせ 3 3

242 91 20 353

実施状況

受託研究

全体設計

定例会議

経費⽉締め
その１業務報告書作成
⼀般社団法⼈カンデ理事会

拠点活⽤
サークル⽀援

Neo朝市活動⽀援
⼤野⾼校学⽣活動
⼤野⾼校学⽣活動

横町縁⽇

⽔族館サークル⽔換えの⽇
⽔槽⼊れ替え作業（うなぎ）

改修事業
改修WS打ち合わせ
改修WSチラシ作成
改修WS実施

エリア
マネジメント

都市から
ミミズまで

めいりん花壇寄せ植え
⼤野ほりでいに向けた屋台制作
出前授業

合計

ピアノの嫁⼊りWS

横町編集部 定例

福井県アートPJ ⺠話調査
みんなのみんわ 打ち合わせ
みんなのみんわ 打ち合わせ
みんなのみんわ 打ち合わせ
季刊ブンカ取材

その他

⾃治会BBQ

三菱みらい
財団

予算申請承認

プロジェクト
⽀援

学⽣滞在3⼈*4泊
みなとチーム 打ち合わせ
みなとチーム 七間楽市視察など
みなとチーム 打ち合わせ

ふくいSDGs 横もも⼤学
紙刺繍WS
⽔のがっこうWS打ち合わせ

2号物件⽴ち上げ
⽀援



  

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般
児童
⽣徒

学⽣ 合計

11 5
11 10
11 12 5 5
11 14
11 30
11 5 4 4
11 8 4 4
11 15 22 22
11 21 ⽉刊「のーのー」12⽉号発⾏
11 5 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
11 12 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
11 19 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
11 26 1 1
11 29 2 2
11 8
11 18
11 18 10 10
11 29
11 16 40 6 46
11 16

基本構想 11 30
11 1 6 6
11 7 18 18
11 8 2 5 7
11 9 2 5 7

ふくいSDGs 横もも⼤学 11 1 9 2 11
11 5 4 4
11 12 みんわプロジェクト県と相談 5 5
11 13 5 5
11 19 3 3
11 20 4 4
11 21 11 11
11 1 2 2
11 6 3 3
11 18 160 160
11 12 2 2
11 22 3 3 6
11 20 まちFUNまつり打ち合わせ 3 3

297 12 45 354合計

みんなのみんわ 打ち合わせ

みんなのみんわ 打ち合わせ

みんなのみんわ 打ち合わせ
福井県主催アート茶会に登壇

福井県アートPJ ⺠話調査

その他

集住研究会視察

廃屋 旭寮新聞 ⾼梨さんにヒアリング
オープンバイソン 出店/旭寮新聞発刊

かつやまさわやか⼤学にて出張講義
三号物件調査（城町）

地域⽂化課補助⾦相談

ジュニアリーダーWS,国際WS打ち合わせ
地域再⽣,アボカド⽐較調査⽅針取りまとめ
学⽣滞在2⼈*3泊

みなとチーム 出店準備
みなとチーム 七間楽市出店
理科実験WS

エリア
マネジメント

都市から
ミミズまで

三菱みらい
財団

プロジェクト
⽀援

学⽣滞在6⼈*3泊

⼤家さんとの下⽔道設置にかかる協議
⽔道屋さん現調対応
改修WS実施
改修設計打ち合わせ
⼤野ほりでいにてジュニアリーダーと出店

2号物件⽴ち上げ
⽀援

改修事業

実施状況

受託研究

全体設計

定例会議
経費⽉締め
連携協議会
その１業務報告書作成
シンポジウム論⽂執筆

拠点活⽤
サークル⽀援

Neo朝市活動⽀援
Neo朝市活動⽀援
横町縁⽇

⽔族館サークル⽔換えの⽇
⽔槽⼊れ替え作業（うなぎ）



  

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般
児童
⽣徒

学⽣ 合計

12 3
12 10
12 10
12 14 11 11
12 19
12 13 10 10
12 13 しもプロ,乾側FUNと交流会 12 12
12 20 横町縁⽇(みんわ博と合同開催）
12 21 ⽉刊「のーのー」12⽉号発⾏
12 24 ⽉刊「のーのー」打ち合わせ 2 2
12 3 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
12 10 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
12 17 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
12 24 1 1
12 24 22 6 28
12 24 4 4
12 24
12 13 2 5 7
12 25 3 3

三菱みらい
財団

基本構想 12 21 10 38 48

12 6 2 8 7 17
12 13 4 4
12 3 4 4
12 3
12 10 4 4
12 17 2 2
12 19 6 6
12 20 450 50 7 507
12 10 2 2
12 17

540 83 52 675

その他
三号物件 ⼤家さんと意⾒交換
みらいカレッジ打ち合わせ

合計

観光ビューロー 打ち合わせ

福井新聞,県⺠福井取材

⽇吉町⼀区餅つき⼤会

ふくいSDGs 横もも⼤学
年賀状作りWS
INUIKAWA FUNとの来年度WSの打ち合わせ

福井県アートPJ ⺠話調査

みんなのみんわ 打ち合わせ

みんなのみんわ 打ち合わせ

みんなのみんわ 前⽇準備
みんなのみんわ博開催(延べ500名程度）

2号物件⽴ち上げ
⽀援

改修事業
春⽇BAR実施
ラボ既存図⾯の作成

エリア
マネジメント

都市から
ミミズまで

ジュニアリーダーWS
上庄⼩学校WS打ち合わせ

最終報告会

実施状況

受託研究

全体設計

定例会議
経費⽉締め
シャッター修繕
まちFUNまつり
⼀般社団法⼈カンデ理事会

拠点活⽤
サークル⽀援

Neo朝市活動⽀援

⽔族館サークル⽔換えの⽇



  

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般
児童
⽣徒

学⽣ 合計

1 14
1 10
1 16
1 22 32 32
1 25 28 28
1 17 横町縁⽇(みんわ博と合同開催） 8 15 23
1 20 2 2
1 21 ⽉刊「のーのー」2⽉号発⾏
1 25 ⽉刊「のーのー」題字mtg 2 5 7
1 7 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
1 14 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
1 21 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
1 28 1 1
1 17 4 4
1 29 ⽔道屋との打ち合わせ
1 31
1 31
1 17 2 5 7
1 21 4 40 44
1 17 4 15 19
1 21
1 5 4 4
1 14 2 2
1 15 8 8
1 28 3 3
1 13 ビューローシルク貸し出し
1 16 地域再⽣シンポジウム資料作成打ち合わせ
1 21
1 29

103 79 5 187

上庄⼩学校で出前授業

実施状況

受託研究

全体設計

定例会議
経費⽉締め
⼀般社団法⼈カンデ理事会
関⻄⼤学先端科学技術推進機構シンポジウム
⽇吉町1区新年会

⽔族館サークル⽔換えの⽇

みらいカレッジ打ち合わせ

みんわ事業次年度打ち合わせ

DIY利⽤

三号物件清掃、設備調査

その他

合計

ふくいSDGs 横もも⼤学
焼き芋WS
結晶づくりWS打ち合わせ

福井県アートPJ ⺠話調査

みんなのみんわ振り返りmtg
みんわZINE打ち合わせ

みんわZINE打ち合わせ

2号物件⽴ち上げ
⽀援

改修事業

春⽇BAR実施

給排⽔設備にかかる打ち合わせ
⼟間改修WSチラシ作成・配布

エリア
マネジメント

都市から
ミミズまで

⼤野公⺠館ジュニアリーダーシルクWS



3. 業務の成果 
 
3−1. こどもものづくり⼤学の成果 
本事業の経緯は、R5年度に実施した全 5回のワークショップにある。当時は「⼿に産業
を取り戻す」を掲げ、ごみ循環や照明などの社会課題をテーマとしたが、内容の⾼度さと
抽象度が児童の関⼼と乖離する課題が残った。この反省に基づき、R6 年度R6）は遊びか
ら⼊るアプローチへと転換した。勉強としての社会課題解決ではなく、まずは純粋な「⼯
作の楽しさ」をフックにすることで児童の没頭を⽣み出し、その延⻑線上に学びを配置し
直した。これが「こどもものづくり⼤学」の基本設計である。 
本年度の最⼤の成果は、⼤野市教員が主宰する「オオノクリエイトクラブ」との戦略的な
協働にある。現在、部活動の地域移⾏が叫ばれる中、スポーツや⾳楽になじめない児童に
とっての第 3 の選択肢が不⾜している。本事業は、同クラブに所属する⼩学 4 年⽣〜中学
3 年⽣（約 30 名）をコアメンバーとし、毎⽉第 1⼟曜⽇を定例活動⽇として習慣化した。 
結果、単発のイベント参加ではなく、継続的なコミュニティとして定着し、毎回 10 名〜
数 10 名の参加者が集うものづくり好きの居場所が形成された。 
運営体制においては、横町編集部が企画⽀援、備品の貸し出しや広報等の企画⽀援を担
い、事務局として機能した。 
R6 年度は「26回・556 名」という圧倒的な量で地域のポテンシャルの掘り起こしを⾏っ
た。対してR7年度は、⽉ 1回の定期開催とカリキュラム化により、質と習慣の形成へシ
フトしている。参加費は材料費相当に抑えつつ、講師謝礼は事務局から⽀出。余剰利益は
備品購⼊等へ再投資する好循環が実現している。また、本事業では「スタンプを集める」
仕組みを導⼊し、継続参加へのモチベーションを設計した。 
 

 
R7年度ものづくり⼤学の年間実施チラシ 

単位を 20個集めて、みんなでものづくり博士を目指そう！

104 講師：大野の印刷・編集室 みなと　
料金：￥400　場所：同上

紙刺繍で冊子作りワークショップ

9 6 講師：大野建築組合　料金：￥1,000　
場所：学びの里めいりん 図工室

木工ワークショップ

8 2 講師：大野の印刷・編集室 みなと　
料金：￥300　場所：同上

タトゥーシールワークショップ

7 5 講師：INUIKAWA FUN　料金：￥500
場所：乾側地区　※招待制

お魚罠づくりワークショップ

6 7 講師：しもプロ　料金：￥500
場所：大手門広場

しゃぼん玉ワークショップ

5 3 講師：INUIKAWA FUN　料金：￥500
場所：上丁生活改善センター

桜の木で燻製ワークショップ

申
し
込
み
方
法

参加をご希望の方は、横町編集部の InstagramDMまたは
メールアドレスまで、下記４点を添えてご連絡ください。

yokomachi.hensyubu@gmail.com

①お名前　②参加希望日
③参加人数　④参加者の年齢

入
学
者
に
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
学
生
証
を

交
付
す
る
よ

20個集めて
ものづくり博士の
称号をゲット！

4 5

2025 年間スケジュール

お申し込み
必要項目

横
町
編
集
部

Instagram

講師：横町編集部　料金：￥200
場所：横町スタジオ

お箸づくりワークショップ

3
21 講師：大野の印刷・編集室 みなと　

料金：￥400　場所：同上

４コマ漫画ワークショップ

117 講師：しもプロ　料金：￥1,000　
場所：横町スタジオ

焼き芋作りワークショップ

126 講師：大野の印刷・編集室 みなと
料金：￥500　場所：同上

年賀状作りワークショップ

111 講師：水のがっこう　
料金：￥1,000　場所：同上

野草でアロマウォーター作りワークショップ

2 7
講師：水のがっこう　料金：￥500
場所：同上

水の結晶作りワークショップ

※定員：各回20名程度

and

3 21



R6 年度（昨年度）活動実績詳細 
年間総実施回数: 26回（当初予定より 14回増）,総参加者数: 556 名程度 
 
テーマ：都市からミミズまで（循環と協働） 

連携パートナー 活動テーマ・内容 実績詳細 

⼤野地区まちづく
り推進協議会 

【循環型社会の実践】 
給⾷残渣の堆肥化、県産材
活⽤、緑道カフェ運営 

全 11回 
（⽊造模型、モルック、ベン
チ製作、味噌汁作り 等） 

上庄⼩・乾側ファ
ン・下庄 P 

【記憶の継承と環境】 
廃校（乾側⼩）の桜の⽊伐
採・活⽤、広場活⽤ 

全 6回 
（製材体験、しゃぼん⽟、シ
ルクスクリーン 等） 

横町編集部（直
営） 

【脱炭素と創造性】 
廃材・⾃然素材のアップサ
イクル 

全 6回 
（廃瓶⾵鈴、廃材燻製、残反
タオル、チーズ作り 等） 

編み物を愛する会 
【余剰資源の利活⽤】 
家庭の余り⽷活⽤、被災地
寄付 

全 3回 
（指編み、塗り絵） 

合計  全 26回 ／ 参加者 556 名 

 
  



R7年度こどもものづくり⼤学 カリキュラム⼀覧 
テーマ：ものづくり博⼠を⽬指そう（定着と習慣化） 
年間総実施回数: 12回,総参加者数: 200 名程度（26 年.2 ⽉時点） 
 

実施⽉ ワークショップ内容 講師・連携先 実施状況 

4 ⽉ お箸づくりワークショップ 横町編集部 9名 

5⽉ 桜の⽊で燻製ワークショップ INUIKAWA FUN 12 名 

6 ⽉ しゃぼん⽟ワークショップ しもプロ 60 名 

7⽉ PIZZAづくりワークショップ INUIKAWA FUN 30 名 

8⽉ タトゥーシールワークショップ 印刷室 みなと 12 名 

9⽉ ⽊⼯ワークショップ ⼤野建築組合 14 名 

10 ⽉ 紙刺繍で冊⼦作りワークショップ 印刷室 みなと 9名 

11 ⽉ 野草でアロマウォーター作り ⽔のがっこう 11 名  

12 ⽉ 年賀状作りワークショップ 印刷室 みなと 17名 

1 ⽉ 焼き芋作りワークショップ しもプロ 19名 

2 ⽉ ⽔の結晶作りワークショップ ⽔のがっこう 7名 

3 ⽉ 4コマ漫画ワークショップ 印刷室 みなと 3/21 予定 

  全 12回 ／ 参加者 200 名 

 
 
 
  



3−2.  春⽇通りラボ改修における技術⽀援  
3-2-1. 春⽇通りラボ改修事業 
春⽇通りラボ改修事業は、2号物件を対象に、地域の拠点としての活⽤を⾒据えた段階的
な改修を⾏う事業である。本事業では、建物の改修そのものを⽬的とするのではなく、改
修プロセスを通じて地域住⺠や⺠間事業者が拠点運営や活⽤に主体的に関われる体制を構
築することを重視している。改修にあたっては、既存建物の状況把握を⾏い、必要な改修
内容や給排⽔計画等について検討を進めたうえで、技術的・事業的な伴⾛⽀援を実施し
た。また、改修過程では、住⺠参加型の改修ワークショップや、拠点の使われ⽅を検証す
る社会実験を複数回実施し、建物のハード整備と並⾏して、将来的な拠点活⽤の可能性を
検討した。 
 
3-2-2. 業務内容  
・ 拠点改修にかかる技術的助⾔ 
既存図⾯、提案図⾯作成での技術的助⾔ 

・ 拠点活⽤にかかる企画助⾔ 
改修ワークショップ、拠点活⽤検討にかかる助⾔ 

・ 打ち合わせの実施、参加 
提案図⾯作成、WS実施にかかる打ち合わせの実施・参加 

・ 事業全体マネジメント 
拠点改修事業にかかるスケジュール管理、進捗管理 

・ 備品貸出 
WS等実施の際の備品貸出 

 
3-2-3. 業務実績 
技術⽀援により、既存図⾯、給排⽔⼯事検討図⾯の作成を⾏なった。改修WSは３回実施
し、計 15名参加。拠点活⽤を検討するための春⽇ BARは、２回実施し、計８⼈参加。 
  



3-2-4. 実施内容詳細 
 
名称 改修ワークショップ② 場所 春⽇通りラボ 
実施 10/18 10時-12時 参加 ⼀般 3 名,児童 2 名 業務時間 2時間 
内容 春⽇通りラボの改修。住⺠との協働による前⾯柱部分の塗装。 
技術
⽀援 

ワークショップ実施にかかる企画助⾔、打ち合わせ、スケジュール管理、⼯具貸
出、広報⽀援。 

写真 

 
 
名称 改修ワークショップ③ 場所 春⽇通りラボ 
実施 11/15 10時-15 時 参加 ⼀般 10 名 業務時間 5 時間 
内容 春⽇通りラボ活⽤検討のための社会実験。建物前⾯に屋台を配置し、奥越スパイ

ス研究会のカレー弁当を販売。 
技術
⽀援 

ワークショップ実施にかかる企画助⾔、打ち合わせ、スケジュール管理、備品貸
出。 

写真 

 



 
名称 春⽇ BAR 場所 春⽇通りラボ 
実施 12/24 17 時-20時 参加 ⼀般 4 名 業務時間 3時間 
内容 春⽇通りラボの使われ⽅を検証する社会実験。春⽇通りラボを隔週で少し飲め

て、⾷べられる場所として定期的に開放する。 
技術
⽀援 

ワークショップ実施にかかる企画助⾔、打ち合わせ、スケジュール管理、備品貸
出。 

写真 

 
 
名称 春⽇ BAR 場所 春⽇通りラボ 
実施 1/17 17 時-20時 参加 ⼀般 4 名 業務時間 3時間 
内容 春⽇通りラボの使われ⽅を検証する社会実験。春⽇通りラボを隔週で少し飲め

て、⾷べられる場所として定期的に開放する。 
技術
⽀援 

ワークショップ実施にかかる企画助⾔、打ち合わせ、スケジュール管理、備品貸
出。 

写真 

 
 
  



・成果品 
春⽇通りラボ既存図⾯ 
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春日通りラボ改修事業
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給排⽔⼯事にかかる検討図⾯ 
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１層シンク 冷蔵庫

客用洗面台

【凡例】
　　　：第一期工事給水ルート
　　　：第一期工事排水ルート
　　　：第二期工事給水ルート
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改修WSチラシ 
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作成日  プロジェクトステータス縮尺
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春日通りラボ改修事業
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. 解体ワークショップ１

.壁塗装ワークショップ

土間部分の壁の色を
塗ってみよう！

天井も剥がして
のぞいてみよう！

キッチンも
一旦解体！

2

|開催場所 |

奥越スパイス研究会
|主催 |

takeshi3kawa01@gmail.com
|お問い合わせ |

横町編集部
|協力 |

2
14｜土｜

2
21｜土｜

土間 春日通りラボ

※駐車場は市役所など付近駐車場をご利用ください

参加費無料・事前予約不要

改修
ワークショップ

第１回

第 2回

3
14｜土｜

3
21｜土｜

第１回

講師
いろは塗装
渡邉大輔さん

第 2回

春日通り

市役所

横町スタジオ

↓ココ

三番通り

か
え
で
通
り

横
町
通
り

六
間
通
り

こ
ぶ
し
通
り

プロに壁の塗り方を教えてもらおう！

天井をこわしてのぞいてみよう

講師の詳細決まり次第
随時、更新します！！



10/5 ⽇吉町⼀区 BBQ ⼤会 ＠横町スタジオ 

 
10/20 地元⾼校⽣の DIY ⽀援 ＠横町スタジオ 

 
 



10/4 こどもものづくり⼤学 紙刺繍 WS ＠印刷室みなと 

 
11/9 アボカド学⽣のイベント出店 @⼤野市七間通り 

 
  



11/1 アロマウォーターWS ＠⽔のがっこう 

 
11/16 ⼤野地区ジュニアリーダーとハーブティカフェの運営 ＠⼤野公⺠館 

 
  



12/14 まち FUN まつりに⼤野市職員,学⽣と出店 ＠関⻄⼤学 

 
12/20 みんなのみんわ事業 ＠⼤野市城下町⼀帯 

 
  



1/17 上庄⼩学校環境学習出前授業 ＠上庄⼩学校 

 
1/17 ⼤野地区ジュニアリーダーとシルクスクリーン WS ＠⼤野公⺠館 

 
 



 

 
 
 
 

令和 7 年度 
 
 
 
 
 

 

横町スタジオ拠点整備・運営補助業務（その 3） 

 

報告書 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 8 年 3 ⽉ 
⼀般社団法⼈カンデ 

 
  



 

1.プロジェクト調査票 
 
案件名称 横町スタジオ拠点整備・運営補助業務その 3 ○・実施事業 ・その他 

協働者 ⽇吉町 1 区/4 区、横町編集部、関⻄⼤学社会資本計画研究室、地域連携センター、
⼤野公⺠館、乾側 fun、⽉刊のーのー制作チーム、みんなのみんわ実⾏委員会 

位置付け ・ ⼤野市と関⻄⼤学の連携協定（平成 30 年 6 ⽉ 13 ⽇に締結）に基づく事業 

⽬的 ・ 教育・⽂化・⼈材育成・福祉・地域産業・学術研究分野での協⼒推進   
・ 「関わり続ける定住のカタチ」の実践による「結の故郷づくり」  
・ 地域資源の調査分析と「関⻄⼤学横町スタジオ」を活⽤した学⽣・住⺠交流   
・ ⼤学の知的/⼈的/物的資源を活⽤し、協働型まちづくりを継続的に展開 
・ 学⽣・教員と市⺠の連携を通じた持続可能な地域社会の構築 

現状と課題 ・ 令和 7 年度(2 ⽉時点)の本事業の協働者は、⼀般延べ 2,185 ⼈,児童・⽣徒延べ
586 ⼈、学⽣延べ 338 ⼈、合計延べ 3,111 ⼈であった。 

・ 以上の数値的成果に対して、活動の社会的価値を報告するために、報告会は横
町スタジオを起点とした市⺠の活動発表を設けた。 

⽬指す姿 ・ ⼤学空⽩地域に学⽣を再地域化するための仕組みが構築されている。 
・ ⼤学が⾃治体のまちづくりに関わり続けられる環境ができている。 
・ 地域拠点の⾃律的な運営モデルが⾯的に展開され空き家等が活⽤されている。 

業務期間 令和 8 年 2 ⽉ 1 ⽇〜令和 8 年 3 ⽉ 15 ⽇ 

実施内容 ・ 関わり続ける定住の拡⼤に向けた空き家改修および運営事業 技術⽀援 
・ 関⻄⼤学まちづくり研究報告会の企画運営⽀援 
・ 「⽉刊のーのー」作成事業 印刷費および制作⽀援費 

主な成果 
 

・ 学⽣や協働する市⺠の受け⽫として、三号物件の開発の検討を開始した。 
・ R7 年度まちづくり研究報告会では、市⺠からの発表の場を設ける試みを実施

し、協働する市⺠プレイヤーのリアルな声が聞ける場となった。 
・ 「⽉刊のーのー」は、市⺠が作成する媒体に移⾏して 2 年が経過し、イベント

の開催や地元の中⾼⽣との連携など独⾃の発展を遂げている。 

主な課題と今
後の進め⽅ 

・ ⼆号物件は R8 年 6 ⽉開設を⽬標とする。 
・ 三号物件は R8 年 4 ⽉から運営開始と並⾏して事業の位置付け等を整理・検討

し、R8 年 9⽉開設の⽬標とする。 
・ 次年度の報告会は、⼤野市、市⺠、⼤学の三者でパネルディスカッションの場を

設定し、参加者が議論に⼊りやすい進⾏および会場構成とする。 
・ 「⽉刊のーのー編集チーム」や「奥越スパイス研究会」を事例に、他団体が円

滑に参画・活動できる環境整備・体制づくりの実践をする。 

連携事業に 
反映する内容 

・ 市⺠が発表する報告会の開催について 



 

 

2.業務期間の実施状況 

 
  

2025年度 実施状況

項⽬ 事業内容 ⽉ ⽇ ⼀般
児童
⽣徒

学⽣ 合計

2 4
2 10
2 15
2 20
2 21
2 22 33 1 34
2 16 ワークステイ受け⼊れ（2泊３⽇） 3 3
2 21 ⽉刊「のーのー」3⽉号発⾏
2 28 のーのーびらき開催（1⽇⽬） 6 4 10
2 4 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
2 11 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
2 18 ⽔族館サークル⽔換えの⽇ 1 1
2 25 1 1
2 5
2 5
2 5
2 7 2 2
2 14 5 5
2 21 1 1
2 25
2 25
2 28 DIY利⽤ 1
2 28

エリアマネジメント 都市からミミズまで 2 18 50 6 1 57
ふくいSDGs 横もも⼤学 2 7 3 8 11

2 2 3 3
2 15 5 5
2 25 2 2
2 25 福井県アートプロジェクト事前相談会 3 3
2 5
2 9
2 9
2 11
2 12
2 15
2 21
2 22 3

113 18 10 143

みらいカレッジ打ち合わせ(⼤⼿前⼤学）

三号物件清掃
合計

みらいカレッジ打ち合わせ（関⻄⼤学）
みらいカレッジ打ち合わせ（⼤⼿前⼤学）
みらいカレッジ打ち合わせ(桑原⽒）
みらいカレッジ打ち合わせ(⼤阪⾳⼤）

その他

上庄⼩学校シルクスクリーンWS
結晶づくりWS
みんわZINE：編集会議
みんわZINE：チーム座談会収録
みんわZINE：和⽥さん取材

三号物件⽔道調査

みらいカレッジ打ち合わせ

福井県アートPJ ⺠話調査

2号物件⽴ち上げ
⽀援

改修事業

保健所への相談
市内飲⾷店の⽔道設置事例の視察
塗装WSの打ち合わせ
春⽇持ち寄りBAR
解体WS①
解体WS②
⽔道屋の現場打ち合わせ
電気屋との現場打ち合わせ

設計検討打ち合わせ

実施状況

受託研究

全体設計

定例会議
経費⽉締め

⼀般社団法⼈カンデ理事会
報告会会場設営
関⻄⼤学まちづくり研究報告会

拠点活⽤
サークル⽀援

⽔族館サークル⽔換えの⽇

関⻄⼤学技苑提出



 

3.関⻄⼤学まちづくり研究報告会 
今年度は、新たに市⺠からの報告の時間を設けた。本章では、この経緯とまとめを報
告する。 
 

 
  

令和７年度 関⻄⼤学まちづくり研究報告会 
 

令和８年２⽉２２⽇（⽇）午後１時〜午後３時 
場所：横町スタジオ 

 
― 次  第 ― 

 
１ 開会 
 
２ 挨拶 

・関⻄⼤学 環境都市⼯学部 教授 北詰恵⼀ 
 
３ 研究報告 

（１）中部縦貫⾃動⾞道⼤野油坂道路の開通による⼈の動きの変化に関する分析 
発表者：環境都市⼯学部・社会資本計画研究室 教授 北詰恵⼀ 

社会資本計画研究室 酒井佑⽃ 
 
（２）令和 7 年度に横町編集部が実施したまちづくり事業の活動報告 

発表者：横町編集部、（⼀社）カンデ 三浦紋⼈ 
 

休憩 
 
４ 横町スタジオを起点とした地域と⼤学の協働による住⺠の活動報告 

（１）地域を横から⾒る住⺠主体のメディア「⽉刊のーのー」の活動報告 
発表者：横町編集部 ⽊村有希 

 
（２）アートによる担い⼿育成事業「みんなのみんわプロジェクト」の活動報告 

発表者：⼤野の印刷・編集室みなと ⼭本響 
 
（３）乾側地区の街路樹を次の公⺠館へ「桜の⽊利活⽤プロジェクト」の活動報告 

発表者：乾側ＦＵＮ 飯⽥圭祐 
 
（４）関係⼈⼝創出の現場から「雪国インターン」の活動報告 

発表者：⼤野市地域おこし協⼒隊 川⼝赳司 
 
５ 総括 

・⼤野市地⽅創⽣アドバイザー 内海朋基 
・⼤野市地⽅創⽣アドバイザー 楠⾒晴重 
 

６ 閉会 （終了後、交流会（希望者のみ） 



 

3-1.開催の要点 
 
今年度は、従来の⼤学からの⼀⽅的な報告から脱却し、⼤学と市⺠の協働を主軸に据
えた構成へと変更して実施した。 
 

 
 
3-2. 今年度の反省・改善点（実施結果） 
上記⽅針で開催した結果、以下の成果と課題が挙げられた。 
 
【評価された点】 
会場の雰囲気: 横町スタジオでの開催により、昨年よりも発表者と来場者の距離感が
良く、会場の雰囲気が向上した。 
外部評価: アドバイザー（内海⽒）からも「⾮常に良かった」との⾼評価を得た。 
 
【会場・設営の課題】 
・視認性の悪さ: ⼟間部分やスクリーンの端に⽴つと、後⽅席から発表者が⾒えな
い。 
改善案: 発表位置をスクリーン右側（⽔槽側）にするか、座敷に上がって⾏う。 
・座席配置: 後⽅の椅⼦席からは⾒えにくい場合がある。 
改善案: スクリーンに近い前⽅は座布団席にして収容⼈数を増やし、後⽅を椅⼦席と
する。 
・施設利⽤トラブル: 飲酒した参加者によるトイレの汚損が発⽣し、苦情に繋がっ
た。 
 
【運営・進⾏の課題】 
・配信⾳声: 質問者がマイクを使わないと配信で⾳声が拾えない。 
改善案: 発表者が質問を復唱する、またはワイヤレスマイクを準備する。 
 



 

・役割分担: 当⽇の動きが曖昧な部分があった。 
改善案: 事前に明確な役割分担を決め、不⾜時は他職員へ依頼する。 
・オンライン配信：設営の負担、録画データの管理、参加申込が 2年連続１~3名であ
ったことから記録および配信の⽅法を変更したい。 
改善案: zoomでのオンライン配信を廃⽌し、当⽇の記録はビデオで記録する。後⽇、
録画データをYouTube 配信する。 
・講評順: アドバイザー2名の場合、内海⽒を最後にするのが望ましい。 
 
【交流会の課題】 
市⺠の参加を期待したが、結局関係者のみの集まりとなってしまった。 
予定外の飲酒が始まり、断れない状況やトイレの汚れ等のトラブルに繋がったため、
あり⽅の⾒直しが必要である。 
 
3-3. 次年度の開催⽅針（案） 
今年度の反省を踏まえ、次年度は市⺠参加型の双⽅向なコミュニケーションを重視し
た構成へ変更する。 
 
□基本構成 
① 研究報告の実施（⼤学・研究者） 
② 市⺠からの報告を実施（市⺠） 
③ パネルディスカッション（市⺠ × ⼤学関係者） 
 
□運営のポイント 
リアルタイム質疑応答（QRコード活⽤） 
・会場でQRコードを提⽰し、Webフォーム等を通じてリアルタイムで質問・感想を
収集する。挙⼿制の⼼理的ハードルを下げ、より多くの声を拾う。 
 
□パネルディスカッションへの展開 
収集した質問や感想をテーマに、第 2部としてパネルディスカッションを⾏う。 
⼀⽅的な発表で終わらせず、寄せられた声を元に議論を深める。 
 
□飲⾷の提供について 
パネルディスカッション中などに⼀般参加者へドリンクやお菓⼦を配布し、カジュア
ルで話しやすい雰囲気作りを⾏う。  



 

4. まとめ 
令和 7年度は、⼀般延べ 2,185 ⼈、児童・⽣徒延べ 586 ⼈、学⽣延べ 338 ⼈、合計延
べ 3,111 ⼈という極めて多くの協働者に⽀えられて展開された。⼤学連携事業として
は⾜掛け８年を迎え、横町スタジオが単なる施設整備の枠を超え、多様な主体が協働
する地域の拠点として数値的な成果が上がり始めている。他⽅、当初から⼤事にして
いる市⺠主体のまちづくり等、社会的価値が伴った数値的成果であることは特筆した
い。 
 
4−1.報告会の転換 
こうした厚みのある活動実態を背景に、今年度の報告会では従来の⼤学からの⼀⽅的
な報告を脱却し、⼤学と市⺠の協働を主軸に据えた構成へと変更した。新たに設けた
市⺠発表の時間は、実際に活動を共にする当事者の⽣の⾔葉によって、報告会全体に
強いリアリティをもたらした 。 
この試みを通じて、市⺠が抱く地域で活動する⼤学のイメージに明確な変化が⾒られ
た。⼤学はもはや、単に学⽣と教員が研究・教育を⾏うだけのクローズドな機関では
なく、単なる教える／教わるの関係を超え、地域課題の渦中に共に⾝を置き、悩みな
がら伴⾛するパートナーである。横町編集部が掲げる「地域の横に⽴つ」という活動
スタンスが市⺠の⼝から語られたことは、⼤学が地域に関わり続けるための独⾃の⽴
ち位置が確⽴されつつあることを⽰す、象徴的な出来事であった。 
 
4−2.⾃律的な運営モデルの確⽴に向けて 
今回の報告会で得られた知⾒と課題を糧に、今後は以下のロードマップに従い、さら
なる深化を⽬指す。 
 
・【R7〜R8：ポテンシャル分析と連携モデルの調査】 
これまでの横町スタジオにおける市⺠・⺠間・団体の活⽤実績および潜在ニーズを分
析し、同拠点のポテンシャルを可視化する。併せて、多様な活動主体が有機的に連動
するための仕組みについて調査・検討を⾏う。 
・【R9〜R10：運営スキームの構築と多主体連携の確⽴】 上記調査を踏まえ、他団体
が円滑に参画・活動できる運営スキームを策定し、実証展開を繰り返す。最終的に、
⼤学連携まちづくりが多様な主体の参画によって⾃律的に運営される体制の確⽴を⽬
指す 。 
 
  



 

5.資料編 
2/22 関⻄⼤学まちづくり研究報告会の様⼦ 

 
2/22 関⻄⼤学まちづくり研究報告会の様⼦（市⺠発表） 
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月間予定表
日 月 火 水 木 金 土

４月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

1 2 3 4 5

27 28 29 30 31

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・ 編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

【横町】 縁日
10:00-15:00

「
横
町
通
信
」
改
め
、

「
月
刊
の
ー
の
ー
」
と
申
し
ま
す
。

大野のまちを横から見る

電信柱にかけられる
スコップ。大野では
当たり前のこんな風
景も、雪国ならでは
の風景なんだと再認
識しました。

【みなと】
XILCづくりWS
13:00-15:00

【横町】
ものづくりWS
※୞ුはؽ日̮୞

10:30-12:00

RIA カレーや

純ちゃん農園のお野菜の

販売を予定しています。

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

横町スタジオを
使ってみませんか？

2月23日に「関西大学まちづくり研究報告会」が
行われました。長いようで短かったような気も
するこの一年、気づけばいろんな活動が増え
ていて、スタジオを訪れる人の属性やニーズは
多様化しているようです。報告会の中には「腐
敗の中から新しいものが生まれる」「関われる
故郷を作る」などのキーワードも。終了後は、大
学の先生方や大野市役所の方も交えて、ししゃ
もを焼きつつプチ宴会。忙しい日々ですが、時
には振り返る時間が大切だなと感じました。

「
メ
ロ
い
と
は
」

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

知
る
歳
に

（
豆
腐
小
僧
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

川柳今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

2021年12月に始め
た横町通信、初めは
カラー印刷だったこ
とをご存じでしょう
か。のーのー創刊号
ということで、毎月発
刊し続けてきた4年
弱の軌跡をちょこっ
とご紹介します。

よこ道、わき道、まわり道。

七間朝市を盛り上げるために活動する「Neo朝
市」のメンバーが、横町スタジオでオリジナル
グッズを制作しました。Neo朝市の活動は、メン
バーの竹田くんが高志中学校の時に行なった
探求学習がきっかけで始まっているそうです。
七間のおばあちゃんたちに弟子入りする「七
間弟子市」を4月にも開催予定とのこと。オリジ
ナルグッズがあることで活動の輪が少しずつ
広がっていくかもしれません。

202120232024

担当：三浦

●
担
当
を
変
え
な
が
ら
、毎
月
記
録
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

しゃも焼きつつ、
2024年度を振り返る。

eo朝市メンバーが
スタジオでTシャツづくり

●「
読
む
」
人
が
「
作
る
」
人
に
な
る

　
横
町
通
信
は
、
横
町
ス
タ
ジ
オ
の
活
動

を
地
域
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、

二
◯
二
一
年
の
十
二
月
に
毎
月
発
刊
を
開

始
し
ま
し
た
。
当
時
の
誌
面
の
写
真
に

写
っ
て
い
る
人
た
ち
が
み
ん
な
マ
ス
ク
を

つ
け
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
遠
い
昔
の
話

の
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。

読
み
返
す
と
、
ス
タ
ジ
オ
正
面
の
看
板
を

制
作
す
る
プ
ロ
セ
ス
や
、
今
や
拠
点
の
定

番
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
た
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
を

導
入
し
た
話
な
ど
が
残
っ
て
い
て
、
毎
月

記
録
し
て
残
す
こ
と
の
価
値
を
数
年
越
し

に
感
じ
ま
し
た
。
二
◯
二
三
年
、
横
町
編

集
部
の
三
浦
か
ら
川
口
に
バ
ト
ン
が
わ
た

り
、翌
年
一
月
に
誌
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

「
大
野
の
印
刷
・
編
集
室
み
な
と
（
以
下
、

み
な
と
）」
に
印
刷
を
依
頼
し
、
執
筆
か

ら
印
刷
ま
で
地
産
地
消
（
？
）
の
お
た
よ

り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
二
◯
二
四
年

の
四
月
か
ら
は
現
担
当
の
木
村
に
交
代

し
、
今
年
か
ら
は
み
な
と
の
山
本
さ
ん
も

記
事
を
執
筆
予
定
。
作
り
手
を
変
え
な
が

ら
、
今
号
で
四
十
号
を
迎
え
ま
す
。

　
月
刊
の
ー
の
ー
で
大
切
に
し
た
い
こ

と
、
そ
れ
は
読
み
手
の
関
わ
り
し
ろ
が

あ
る
お
た
よ
り
に
す
る
こ
と
。
そ
の
背

景
に
は
、
大
野
に
住
ん
で
い
る
人
と
一

緒
に
大
野
の
面
白
さ
を
発
掘
し
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
、

早
速
新
し
い
タ
イ
ト
ル
文
字
の
ロ
ゴ
デ

ザ
イ
ン
を
、
福
井
工
業
大
学
で
デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
で
い
る
玉
木
だ
い
ち
さ
ん

（
大
野
在
住
）
に
依
頼
し
ま
し
た
。
横

町
通
信
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た

関
西
大
学
卒
業
生
の
足
立
さ
ん
に
引
き

継
ぎ
を
依
頼
。
文
字
の
デ
ザ
イ
ン
を
す

る
時
の
方
法
や
ア
イ
デ
ア
の
膨
ら
ま
せ

方
な
ど
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
玉
木
さ
ん
か
ら
上
が
っ
て
き
た
複

数
の
案
か
ら
一
つ
に
決
め
る
方
法
と
し

て
、
今
回
は
投
票
を
実
施
。
決
め
る
時

も
読
み
手
の
人
と
一
緒
に
行
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
出
来
上
が
っ
た

ロ
ゴ
を
今
号
か
ら
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
人
、
編
集

や
デ
ザ
イ
ン
に
関
心
が
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

N

し

担当：川口担当：木村

（写真下）じっくりじわじわと焼かれるししゃも
を見ていると、あっという間に時間が経つ。

（写真下）越美北線に乗って帰らないといけな
いのに、時間ギリギリまで作業をする原くん。

「横町通信」のロゴを制作した足立さん（左上）と作
字のアイデアを交換する玉木さん（下）。

新しいロゴは投票で決定。オンライン投
票では、市外の方からも票を頂きました。
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二
十
年
以
上
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る

お
二
人
。
ど
ん
な
こ
と
を
大
事
に
し

な
が
ら
案
内
を
し
て
い
る
の
か
お
聞

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
最
初
に

教
え
す
ぎ
な
い
こ
と
だ
と
坂
本
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

「
僕
ら
は
自
然
の
こ
と
を
な
ん
で
も

知
っ
て
る
博
士
じ
ゃ
な
い
し
、
自
然

の
中
っ
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
る
と
こ
ろ
。
だ
か
ら
こ
そ
ワ
ク
ワ

ク
す
る
し
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
そ
し
て
誰
も
が
自
然
の
中
で
生

き
て
い
る
。
お
こ
が
ま
し
い
け
ど
、

人
と
自
然
を
つ
な
ぐ『
森
の
案
内
人
』

の
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
例
え
ば
、
森
の
小
枝
を
拾
っ
て
焚

き
火
を
し
よ
う
と
い
う
時
に
も
、

そ
の
日
の
状
態
に
よ
っ
て
、
小
枝

が
湿
っ
て
い
る
時
も
あ
る
し
風
が

強
い
日
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
ど
う

や
っ
た
ら
火
が
つ
く
の
か
？
基
本

的
な
こ
と
は
伝
え
る
け
れ
ど
で
き

れ
ば
自
分
で
も
考
え
て
、
時
に
は

失
敗
し
て
み
る
…
。
そ
ん
な
時
間

を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　
ま
た
、
ク
イ
ズ
形
式
や
ぬ
い
ぐ

る
み
を
使
っ
た
り
、
感
覚
を
研
ぎ

澄
ま
す
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
色
々

な
方
法
で
参
加
者
と
一
緒
に
考
え

た
り
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

「
参
加
者
自
身
で
気
づ
い
た
こ
と

は
、
よ
り
心
に
残
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
」

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
特
別
な
こ
と

を
学
ん
で
帰
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
と
意
気
込
む
必
要
も
な
い
の
で

す
。

「
森
の
中
を
歩
い
て
い
て
、
参
加

者
の
方
が
ぽ
ろ
っ
と
、『
土
っ
て

柔
ら
か
い
ん
で
す
ね
』
っ
て
言
う

こ
と
が
結
構
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
感
覚
を
持
っ
て
か
え
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
」

　
自
分
の
中
か
ら
湧
い
た
感
覚
を

大
事
に
す
る
。
そ
れ
で
良
い
の
だ

と
坂
本
さ
ん
は
伝
え
て
く
れ
ま

す
。（
裏
面
へ
続
く
）

月間予定表
日 月 火 水 木 金 土

5月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 18 19

18 19 18 20 21 22 23

１ ２ ３

24/31 25 26 27 28

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

【横町】 縁日
10:00-15:00

大
野
で
活
動
す
る
人
に
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
！

大野のまちを横から見る

【みなと】
リソグラフを使って
みよう！
13:30-15:30

【横町】
ものづくり大学
桜の木WS
10:00-12:00

奥越スパイス研究会のカレーや

純ちゃん農園のお野菜の販売を

予定しています。

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

【横町】
水槽水替えの日
17:00-18:00

横町スタジオを
使ってみませんか？

坂本均さん

　
今
月
の
特
集
は
、大
野
で
活
動
し
て
い
る
人

に
お
話
を
聞
く
企
画
。話
を
う
か
がった
の
は
、

大
野
の
自
然
の
中
で
、様
々
な
自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
運
営
し
ガ
イ
ド
を
行
って
い
る
、坂

本
均
さ
ん
、道
子
さ
ん
。ガ
イ
ド
と
い
う
と
、「
教

え
る
ガ
イ
ド
」と「
教
え
て
も
ら
う
参
加
者
」と

い
う
図
を
想
像
し
ま
す
。し
か
し
、坂
本
さ
ん

た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る
の
は「
横
にい
て
、一

緒
に
面
白
が
る
、一
緒
に
考
え
る
」こ
と
。必
要

な
知
識
や
情
報
を
伝
え
つ
つ
、参
加
者
自
身
の

気
づ
き
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
時
間
を
つ
くって

い
ま
す
。月
刊
の
ー
の
ー
も
、手
段
や
分
野
は
違

う
け
れ
ど「
横
に
い
る
」と
い
う
あ
り
方
や
、人

と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
役
割
で
あ
る
こ
と
な
ど
、通

ず
る
部
分
が
あ
る
な
と
感
じ
、こ
れ
か
ら
の
ヒ

ン
ト
を
も
ら
い
に
、お
二
人
の
も
と
を
訪
ね
ま

し
た
。

坂本道子さん

29 30

【横町】
まちづくり会議
10:30-12:00

予定

3月22日に大野市役所主催の空き家活用セミ
ナー「空き家×宿×旅」が開催され、横町編集
部も話題提供や案内などを行いました。ゲスト
講師は大野、勝山、郡上でそれぞれ空き家を活
用した事業に携わっている方々。「なぜ自分た
ちは宿をつくるのか？」という根本の話から具
体的なお金の話まで、気になる話が沢山！後半
の事例見学では気がついたら近所の子供もま
ちあるきの列に加わっていました。そんな風景
が大野らしいなと思いました。

一
回
に

距
離
と
値
段
を

秤
か
け

左
に
曲
が
り
し

残
り
で
赤
星

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

4月4日に横町スタジオにて桜の木からお箸を
つくるワークショップが行われました。木にや
すりをかけて、仕上げにクルミから作られたオ
イルを塗って完成！お箸を作りながら、新しく発
売される予定のSwitch2の話や好きな本の話
題などおしゃべりに花を咲かせている参加者
もいました。手を動かしながら集って話す時
間って心地よいですよね。終わったあとはみん
なで焚き火！

き家・宿・まちに
ついて考えてみる

って、つくって、
みんなで喋って集

空

（写真下）市内３箇所を見学。横町スタジオと
みなとにも足を運んでもらいました。

（写真下）日向に机を出して作業。気持ち良い
時間でした。

一回とはなんだろう…
想像する余白が多い一首！

　
参
加
者
自
身
の
気
づ
き
や
学
び

を
引
き
出
す
こ
と
は
、
単
に
知
識

を
伝
え
る
こ
と
よ
り
も
難
し
そ
う

に
思
い
ま
す
。
何
か
意
識
し
て
い

る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
と
に
か
く
、
一
緒
に
自
然
を
面

白
が
る
っ
て
い
う
か
ね
。
森
の
中

に
行
く
と
、
春
夏
秋
冬
で
違
う
ん

だ
よ
ね
。
木
漏
れ
日
だ
っ
た
り
、

夕
日
や
気
温
も
音
も
違
う
し
。
毎

日
が
イ
ベ
ン
ト
」

　
日
々
移
り
変
わ
る
自
然
は
、
二

十
年
以
上
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
う

お
二
人
に
と
っ
て
も
、
感
動
す
る

こ
と
や
気
づ
く
こ
と
が
尽
き
な

い
。
不
思
議
な
こ
と
や
知
ら
な
い

横で一緒に自然を面白がること

　
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

と
い
う
手
法

　
最
初
に
教
え
す
ぎ
な
い
こ
と
や

参
加
者
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
こ

と
な
ど
、
お
二
人
が
ガ
イ
ド
を
や

る
中
で
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
手

法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

も
の
。
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
魅

力
や
価
値
を
紹
介
し
、
地
域
と
来

訪
者
を
結
び
つ
け
る
活
動
で
、
国

立
公
園
や
世
界
遺
産
な
ど
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
法
に
出

会
っ
た
の
は
、
お
二
人
が
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
や
り
始
め
て
か
ら
な
の

だ
そ
う
。
手
探
り
で
や
り
方
を
確

立
し
て
い
る
時
に
、
自
分
達
の
考

こ
と
も
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
そ
う

で
す
。
自
然
を
面
白
が
っ
て
、
学

び
続
け
る
お
二
人
が
ガ
イ
ド
と
し

て
横
に
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で

参
加
者
が
森
を
楽
し
ん
だ
り
、
自

身
の
気
づ
き
を
言
葉
に
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

「
無
理
に
（
参
加
者
の
方
を
）
面

白
く
さ
せ
る
必
要
は
な
い
で
す

よ
。
例
え
ば
、
森
に
や
っ
て
き
た

け
ど
最
初
は
怖
く
て
先
生
の
手
を

離
さ
な
か
っ
た
子
供
さ
ん
が
ふ
と

小
さ
な
虫
を
見
つ
け
て
じ
っ
と
見

つ
め
て
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
子

に
と
っ
て
は
心
に
残
る
森
で
の
出

来
事
。
そ
れ
は
自
然
に
近
づ
く
一

歩
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
普
段
、拠
点
の
運
営
者
と
し
て
や

宿
の
ス
タッフ
と
し
て
も
大
野
の
こ

と
を
紹
介
す
る
機
会
が
多
く
、ま
ち

と
人
を
つ
な
ぐ
役
割
を
少
し
で
も

で
き
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、自
分
に
と
っ
て

も
、何
か
と
人
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担って
い
る
人
に
とって
も
、お
二
人

の
考
え
方
や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョン
の
原
則
は
、す
ご
く
参
考
に

な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し

た
。均
さ
ん
、道
子
さ
ん
良
い
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

聞
き
手

大
野
の
印
刷・編
集
室 

み
な
と　
山
本 

響

え
と
近
い
こ
の
手
法
に
出
会
い
、

こ
れ
だ
！
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

い
く
つ
か
の
原
則
が
あ
り
、
迷
っ

た
時
な
ど
は
そ
こ
に
立
ち
返
れ
る

よ
う
に
、
お
二
人
の
事
務
所
の
机

の
上
に
は
手
書
き
で
原
則
が
書
か

れ
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
話
を
伺って

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
ション
の
原
則
が
書
か

れ
た
紙
は
いつ
も
目
に
入
る
と
こ
ろ
に

　
自
然
は
誰
に
と
っ
て
も
面
白
い

子
供
達
に
ど
ん
ぐ
り
の
話
を
し
て
い
る

均
さ
ん

子
供
達
が
全
身
で
土
を
感
じ
て
い
る
様
子

ノーム自然環境
教育事務所

\ 坂本さん達がいるところ /

大野市南六呂師169-124

( 編集部 )
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二
◯
二
四
年
の
五
月
か
ら
趣
味
で

作
っ
て
い
た
カ
レ
ー
を
横
町
ス
タ
ジ
オ

で
振
る
舞
い
始
め
た
の
で
す
が
、
一
人

で
続
け
る
こ
と
の
大
変
さ
と
同
時
に
、

活
動
す
る
中
で
ス
パ
イ
ス
好
き
な
現
メ

ン
バ
ー
（
佐
々
木
さ
ん
・
中
村
さ
ん
）

と
出
会
い
、
昨
年
秋
頃
か
ら
サ
ー
ク
ル

の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

カ
レ
ー
を
振
る
舞
う
と
、
食
べ
て
く
れ

た
人
か
ら
直
接
「
美
味
し
い
」
と
い
う

声
が
聞
け
て
や
り
が
い
も
あ
っ
た
の
で
、

形
を
変
え
て
も
続
け
て
い
き
た
い
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
ス

パ
イ
ス
の
知
識
に
長
け
て
い
る
し
、
中

村
さ
ん
は
本
職
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
の
で

チ
ラ
シ
や
ロ
ゴ
な
ど
を
作
っ
て
く
れ
て
。

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
を
発
揮
で
き
る
の
も

サ
ー
ク
ル
の
良
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

月間予定表6月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

ス
パ
イ
ス
好
き
に
よ
る
、

ス
パ
イ
ス
好
き
の
た
め
の
サ
ー
ク
ル

「
奥
越
ス
パ
イ
ス
研
究
会
」っ
て
？

横町スタジオを
使ってみませんか？

　
こ
こ
最
近
、
な
に
や
ら
大
野
に
ス
パ
イ

ス
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
毎
月
第
３
土
曜
日
に
カ
レ
ー

を
振
る
舞
っ
て
い
た
横
町
編
集
部
の
川
口

さ
ん
を
中
心
に
「
奥
越
ス
パ
イ
ス
研
究
会
」

と
い
う
サ
ー
ク
ル
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
大
野
で
本
格
カ
レ
ー
が
食
べ
ら
れ
る

喜
び
と
い
っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
発
足
の

経
緯
や
日
々
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
川

口
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
経
緯
で

　
発
足
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

Q1

裏
面
へ
つ
づ
く
！

　

メ
ン
バ
ー
が
作
る
カ
レ
ー
の
味
に

統
一
感
は
な
く
て
い
い
と
思
っ
て
ま

す
。
ジ
ャ
ン
キ
ー
な
カ
レ
ー
も
良
し
、

優
し
い
カ
レ
ー
も
良
し
。
だ
け
ど
、

お
皿
の
上
に
乗
る
と
不
思
議
と
ま
と

ま
っ
て
い
く
。
こ
こ
が
カ
レ
ー
の
魅

力
で
す
。
建
築
で
も
一
つ
の
建
物
に

い
ろ
ん
な
色
や
素
材
が
混
ざ
っ
て
い

る
け
ど
全
体
は
ま
と
ま
り
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
り
す
る
の

で
、
カ
レ
ー
は
空
間
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
…
こ
ん
な
話
を
す
る
と
長
く

な
る
の
で
、
こ
の
辺
に
し
て
お
き
ま

す
。（
笑
）

　
ど
ん
な
カ
レ
ー
を

　
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

Q3 　

奥
越
ス
パ
イ
ス
研
究
会
と
し
て
初

め
て
カ
レ
ー
を
振
る
舞
っ
た
の
は
、

三
月
十
六
日
に
横
町
ス
タ
ジ
オ
で
開

催
さ
れ
た
「
移
住
縁
日
」
で
す
。
今

後
は
、
横
町
ス
タ
ジ
オ
で
毎
月
第
３

土
曜
日
に
カ
レ
ー
を
販
売
す
る
ほ
か
、

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
も
考

え
て
い
ま
す
。
他
に
も
「
研
究
会
」

と
い
う
こ
と
で
、
日
報
も
書
い
て
ま

す
。
作
っ
た
カ
レ
ー
の
概
要
を
記
録

し
た
り
、
改
善
点
を
ま
と
め
た
り
。

ス
パ
イ
ス
に
つ
い
て
各
々
研
究
し
て
、

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
と
あ
れ
こ
れ
話

す
時
間
が
楽
し
い
で
す
。

　
普
段
は
ど
ん
な
活
動
を

　
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Q2

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

6
7 場所：大手門広場

時間：13:00-15:00
内容：専用の道具を使って色んな
　　　シャボン玉を作ろう！

しゃぼん玉ワークショップ
横

（土）

6
7 場所：結とぴあ

時間：10:00-15:00
内容：横町で行っているソーシャル
　　　コンポストを紹介

環境フェア
横

（土）

6
7 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-15:30
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定横 …横町編集部の予定

場所：横町スタジオ
時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会のカレーや
　　　  純ちゃん農園のお野菜を販売

横町縁日
横

6
28

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:30
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日

6
21

（土）

6
21

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:30
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

み

・大野市出身
・コーヒースタンド開業予定

奥越スパイス研究会の
メンバーに、聞いてみた
いことをあれこれぶつ
けてみました。聞けば聞
くほど奥深い、スパイス
カレーの世界へご招待。

4月20日に、大野の印刷・編集室 みなとでZINE
作りワークショップ「みんなで１冊つくってみ
る」が開催されました。ZINEとは、個人が自主
的に出版する冊子や印刷物のこと。「1冊作る
のはハードルが高いので、まずは1pだけ作っ
てみる」というのが、このワークショップの主
旨。同じ場所に集うことで、お互いに触発され
ながらいろんなアイデアが出ました。6～7月
は、1人1冊作るワークショップを実施予定で
す。興味がある方はチェック！

火
種
と
は

知
ら
ず
に
投
げ
た

軽
口
が

翌
日
ま
た
も

地
雷
を
踏
ん
だ

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

5月3日に、乾側地区で桜の木を使った燻製
ワークショップが開催されました。この日は横
町編集部主催「横てん！こどもものづくり大学」
の一環でもあり、ものづくり大学への入学式も
実施。当日は、地域おこし協力隊の玉井嘉さん
による桜の木にまつわるクイズが白熱。お昼に
は、段ボール製の燻製器でスモークした食材
と、乾側産のお米と手作りのお味噌汁でお昼
ご飯を囲み、なんともGWらしい1日でした。

くることを
もっと身近に、楽しく！

の木を使って
燻製ワークショップ桜

つ

ZINEのテーマは、福井県民なら馴染み深い
「雪国のライフハック」。

晴れ渡る空と田んぼをバックに、ものづくり。
今後は、桜の木でベンチ作りも検討中！

Q. あなたがスパイスにはまったきっかけを教えてください

Q. スパイスやカレー作りのどんなところが楽しいですか？

Q. 自分をスパイスに例えると何だと思いますか？

Q. カレー作りで大切にしていることランキング TOP3 を教えてください。

Q. あなたにとってカレー作りを一言で表すと？

Q. 奥越スパイス研究会でどんなチャレンジをしたいですか？

佐
々
木優

a.k.a. うさぎさんビリヤニ

友だちに連れて行ってもらった大阪の
「金剛石」というお店のスパイスカレー
です。スパイスの奥に食べたことない宇
宙みたいなおいしさが広がってて、夢
中で食べました。その2年後ぐらいにビリ
ヤニ沼にもハマりだしました。

あるキッチンカーで食べたスパイスカ
レーが美味しくて、そこからスパイスを集
めて自分で作ってみたら、美味しく出来
てハマっちゃいました。去年の5月くらい
かなぁ～。スパイス歴はまだまだ浅いで
す。

大学時代、大阪のスパイスカレー
屋で働いていたことがきっかけで
す。

カレーという枠を外したら共通点とかな
くなりそうなくらい個性バラバラな3人だ
からできることにチャレンジしたいです。
大きなイベント出店とか商品開発とか。
zineも作ってみたい！それぞれの個性が
活きる感じがいいな～って思ってます。

奥越に来ないと食べれないスパイス
カレーを作って、全国のカレー好きに
認知させたいです！！キッチンカーも
作りたい！！

畑から空間までを作ること

強い風味はないけどしみじみ香ばしい
影の立役者。プチプチ食感も相まって
「やっぱ君がおらんとダメだね」って思
わせる。そんな人になりたいもんです。

カレーになくてはならない存在。縁の下
の力持ち的なところが似ている。主張し
過ぎないけど、ちゃんと芯がある所

地味で実はねっとりしていて焦げや
すい。見た目は唐辛子みたいに強そ
うだけど意外と繊細なんです！！

作る人や、作るタイミング、作る気分に
よって味が変わるところ！配合変えてな
いのに味変わったり。気まぐれなところ
が困るけども好き。

スパイスは色々 な料理に利用できて、
無限大にパターンがあるので、この食
材にはどんなスパイスが合うのか考え
るところが面白くて、楽しいです。

原材料の色や風味からは予想で
きない味ができた時（建築で言う
と、実際に空間を使う人が設計し
た際の図面や計画を超えた時に
近い気がしています。）

マスタードシード ジンジャー パプリカ

誰とどこでどのように
どこの食材を使用して
作るか（プロセス）
一口目に口に入れる
香り、旨味とスパイスの
バランス（味）
1皿内での配置、
配色（ビジュアル）

１位

２位

３位

１位

２位

３位

１位 愛を込める♡
２位

３位

盛り付けにワクワク感
食材（特ににんにく・しょう
が・お肉など味の要になる
もの）はいいやつを使う

独自性
味の調和

簡単に
作れるようにする事

精神統一 けんちく鍛錬

カレーは人の数だけ魅力が見つかる料理なのかもしれません…
奥越スパイス研究会のカレー、ぜひご賞味あれ！

奥越スパイス研究会
Instagramはこちら

メンバー似顔絵：中村佳苗さん 作

・東京都出身
・地域おこし協力隊/横町編集部

川
口赳

司
・大野市出身
・グラフィックデザイナー

中
村佳

苗

口は災の元。何やら大変だったこと
だけは理解できますね（汗）（編集部）

よしみ
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（日）

場所：横町スタジオ
時間：18:00～
内容：祝 8周年！これまでの活動
　　　紹介や交流会を予定中。

横町スタジオ8周年イベント
横

7
26

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:30
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日
み
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音
人
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
９
年

前
の
２
０
１
６
年
の
こ
と
。
２
０
１
７
年
に

お
お
の
城
ま
つ
り
が
50
回
目
の
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
企

画
に
頭
を
捻
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
神

子
踊
り
」
以
外
の
３
曲
が
Ｃ
Ｄ
音
源
で
流
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
こ
と
が
、
音
人

発
足
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
を
担
う
若
手
世
代
を
中
心
に
呼
び
か

け
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
初
舞
台
が
第
49

回
目
の
お
お
の
城
ま
つ
り
。
全
員
が
初
心
者

か
ら
練
習
を
開
始
し
、そ
の
年
は「
御
前
踊
り
」

の
演
奏
を
披
露
。
城
ま
つ
り
で
見
た
音
人
の

堂
々
と
し
た
演
奏
の
一
方
で
、
全
員
が
初
心

者
か
ら
始
め
て
い
る
と
い
う
事
実
に
、
筆
者

は
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
て
加
入
を
決
意
し

た
の
で
し
た
。（
実
際
の
練
習
で
も
皆
さ
ん
と

て
も
温
い
の
で
す
…
）

月間予定表7月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

大
野
の
夏
を「
音
」で
盛
り
上
げ
る
！

お
お
の
城
ま
つ
り
生
演
奏
隊

「
音
人
（
お
ん
ど
）」
っ
て
？

横町スタジオを
使ってみませんか？

　
半
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
腕
を
通
す
こ
の
時
期

に
大
野
音
頭
を
聞
く
と
、「
今
年
も
こ
の

季
節
が
や
っ
て
き
た
な
ぁ
」
と
感
じ
、
踊

り
た
く
な
っ
て
体
が
ウ
ズ
ウ
ズ
し
ま
す
。

実
は
と
い
う
と
、
筆
者
も
最
近
音
人
に
加

入
し
、
三
味
線
を
猛
練
習
中
。
お
お
の
城

ま
つ
り
ま
で
約
１
ヶ
月
！
と
い
う
こ
と

で
、
筆
者
の
目
で
見
て
肌
で
感
じ
た
、
音

人
の
活
動
を
少
し
お
裾
分
け
し
ま
す
。

祭
り
の
曲
を

生
演
奏
で
残
し
た
い

裏
面
へ
続
く
！

大
野
で
し
か
で
き
な
い

音
楽
の
楽
し
み
方

　

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
、
吹
奏
楽
団
で
楽

器
を
演
奏
す
る
、
一
人
で
作
曲
し
て
み

る
…
。
音
楽
の
世
界
に
は
い
ろ
ん
な
楽

し
み
方
が
あ
り
ま
す
が
、
大
野
で
歌
い

継
が
れ
て
き
た
曲
を
演
奏
す
る
と
い
う

音
人
の
活
動
は
、
こ
の
大
野
で
な
い
と

で
き
な
い
こ
と
の
一
つ
。
音
人
は
、
毎

年
８
月
15
・
16
日
に
開
催
さ
れ
る
お
お

の
城
ま
つ
り
以
外
に
も
、
市
内
各
所
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
の
機
会
が
あ

り
ま
す
。
大
野
で
新
し
い
活
動
や
趣
味

を
探
し
て
い
る
人
に
は
、
初
心
者
か
ら

で
も
始
め
ら
れ
る
音
人
の
活
動
を
お
す

す
め
し
た
い
と
思
う
筆
者
で
し
た
。

　

音
人
で
は
「
こ
の
前
の
練
習
で
は
三

味
線
や
っ
た
け
ど
、
今
日
は
太
鼓
に
す

る
ね
〜
」
な
ん
て
光
景
も
し
ば
し
ば
。

筆
者
が
学
生
時
代
に
所
属
し
て
い
た
吹

奏
楽
部
で
は
見
な
い
光
景
な
の
で
驚
き

ま
し
た
。
三
味
線
で
１
曲
を
仕
上
げ
る

こ
と
に
必
死
な
身
に
は
ま
だ
ま
だ
想
像

で
き
な
い
世
界
で
す
。
パ
ー
ト
を
変
え

る
と
、
別
の
楽
器
へ
の
発
見
も
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

7
5 場所：乾側公民館

時間：10:00-12:00
内容：ピザ窯でみんなでピザを
　　　作ってみよう！

ピザ作りワークショップ
横

（土）

7
5 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-15:00
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

7
12 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-15:30
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定横 …横町編集部の予定

場所：横町スタジオ
時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会のカレーや
　　　  純ちゃん農園のお野菜を販売

横町縁日
横

7
19

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:30
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日

7
19

（土）

7
19

（土）

場所：旧野田自転車店
　　　（大野市日吉町 10-5）
時間：10:00-15:30
内容：床はりWS※変更の可能性あり

旧野田自転車店 改修WS
横

み

複
数
の
パ
ー
ト
を

横
断
で
き
る
!?

３土曜日はまちなかへ！第
　これまで横町スタジオでは「持ち寄
る日」や「縁日」と称して第３土曜日を誰
でも立ち寄れる日として、毎月開けてい
ました。お野菜が並ぶ日もあれば、カ
レーが出たり、内容は月毎にさまざま。
そんな賑やかな第３土曜日が６月から
は、まちなかエリアに拡大しました！印
刷室みなとなど歩いてまわれるエリア
内で立ち寄れる拠点が５箇所になりま

五
番
通
り

七間通り

六間通り

横町通り

三
番
通
り

第３通りエリア
\４つの拠点全部回っても歩いて30分ほど /

した。各月でできることや行っている
ワークショップなどについては、各拠点
に置いてあるチラシをご確認ください！
気温もあったかくなってきて、筆者は車
ではなく自転車を使うことが多くなりま
した。移動の速度が違うだけでまちを
見る解像度はグッと上がる気がしてい
ます。ぜひ、この日はまちを歩く時間も
ぜひ楽しんでみてほしいです。

至 福井

大野の印刷・
編集室 みなと

横町スタジオ
水のがっこう

COCONO
アートプレイス

9:00-17:00

10:00-15:00
9:00-16:00

10:00-15:30

※水のがっこうとCOCONOアートプレイスは第３土曜日以外も休館日以外は開館しています。

旧野田自転車店
10:00-15:00

城まつり実行委員の方からの誘いをきっかけに加入しました。太鼓は、演奏
のベースとなるリズムを刻むので、リズム感を養うために風呂場で曲をずっ
と聴いていました。音人の魅力はやはり未経験から気兼ねなく始められると
ころ。「民謡」に敷居が高いイメージを抱くかもしれませんが、ほとんどのメ
ンバーが未経験から始めているので、ぜひ気軽に声をかけてください！

未経験からでも、民謡は始められる！

「生演奏で城まつりを盛り上げよう！」という話が出た時に声をかけてもらって
加入しました。いろんな曲を経験すると普段の演奏曲の弾きやすさや表現が変
わるので、城まつりの曲以外の曲も弾いて練習しています。職業もバラバラな
仲間と演奏できるところは音人の魅力です。最初は難しく感じますが、唄い手
や踊る人たちの楽しそうな姿を見ると「やっぱり楽しい！」と思えます。

最初は難しいけれど、やっぱり楽しい

友人の誘いがきっかけで入りました。練習では、音の高さが合っているかを音
源で確認したり、苦手な部分をゆっくり吹くことで慣れるようにしています。
全体練習では、夏の本番が近づくにつれて他パートの方との音合わせに熱が入
ります。これからは、城まつりだけでなく、地域の夏祭りなどにも参加して音
人の活動を広めたいです。興味のある方は、ぜひ練習風景を見に来てください！

いろんな行事で演奏して活動を広めたい

こ
の
壁
を

風
通
し
た
く
て

外
し
た
ら

想
定
外
の

嵐
が
来
た
よ

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

一つの問題が解決されたら、新たな問題が
生まれることの例えかもしれません。（編集部）

SNSでの募集をきっかけに音人に入りました。ほんの少しの時間でもいいから
毎日練習することを心がけています。音人をやってて嬉しいことは、自分達の
演奏で、城まつりに参加している人たちが楽しそうに踊ってくれること。民謡
独特の節回しの声の出し方も唄い手パートの面白さです。大野の夏を一緒に盛
り上げましょう！

みんなが楽しそうに踊ってくれることが喜び

寺島 美恵さん
・職業：美容師
・音人歴：7年
・担当パート：唄い手

メンバーの人たちの生の声を
聞きたい！ということで、
音人で活動している方々に
色々語っていただきました。

鈴木 恵さん
・職業：工場勤務
・音人歴：9年目
・担当パート：三味線

柴山 みどりさん
・職業：会社員
・音人歴：6年目
・担当パート：笛

山田 祐揮さん
・職業：自営業
・音人歴：9年
・担当パート：太鼓
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8
23

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-16:00
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

8
16

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-14:00
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

班
回
覧
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８
月
１
日
は
「
水
の
日
」、
そ
し
て
８
月
１

日
〜
７
日
は
「
水
の
週
間
」
っ
て
ご
存
知
で

し
た
か
？
そ
れ
に
ち
な
ん
で
、
今
月
は
「
水
」

を
テ
ー
マ
に
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
大
野
に
移
り
住
ん
で
き
た
筆
者

が
ま
ず
驚
い
た
こ
と
。
そ
れ
は
各
家
庭
で
使

わ
れ
て
い
る
水
が
、
地
下
か
ら
ポ
ン
プ
で
く

み
上
げ
ら
れ
た
「
地
下
水
」
だ
っ
た
こ
と
。

上
水
道
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、

ま
さ
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
驚
い
た
の
が
、
市
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
「
本
日
の
地
下
水 

○
m

○
cm
」
と
書
か
れ
た
看
板
。
毎
日
、
市
民
の

方
が
地
下
水
位
を
計
測
し
て
い
る
そ
う
で
、

「
な
ん
だ
こ
れ
！
？
」
と
目
が
釘
づ
け
に
。

　

大
野
の
名
水
は
、
野
菜
や
日
本
酒
、
銭
湯

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、

こ
ん
な
に
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
に
、「
水
」

の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
…
。
そ
こ
で
今

回
は
、「
水
」
に
ま
つ
わ
る
場
所
や
人
を
、
あ

ら
た
め
て
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

月間予定表8月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

大
野
の
水
に
つ
い
て
知
り
た
い
！

　
水
に
関
わ
る
人
や
場
所
を
訪
ね
て

横町スタジオを
使ってみませんか？

「
大
野
の
水
」

　
　
っ
て
す
ご
い
！
！

裏
面
へ
続
く
！

　

編
集
部
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、「
私
も
一

緒
に
話
を
聞
き
た
い
！
」
と
言
っ
て
く

れ
た
仲
間
と
３
人
で
、
ま
ず
向
か
っ
た

の
は
「
越
前
お
お
の
水
の
が
っ
こ
う
」。

こ
こ
は
、
大
野
の
水
に
つ
い
て
展
示
な

ど
を
通
し
て
学
べ
る
施
設
で
す
。
家
の

す
ぐ
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
実
は
訪
れ

る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
し
た
。
当
日

は
、
水
の
が
っ
こ
う
の
職
員
・
細
川
さ

ん
に
、
地
下
水
の
計
測
の
様
子
を
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
前
に
あ
る
計
測
用
の
管
。
そ

の
ふ
た
を
開
け
、
専
用
の
機
械
を
ス
ル

ス
ル
と
中
へ
下
ろ
し
て
い
き
ま
す
。
メ

ジ
ャ
ー
の
先
に
つ
い
た
機
械
が
地
下
水

の
表
面
に
触
れ
る
と
、「
ビ
ビ
ビ
ビ
ッ
！
」

と
い
う
大
き
な
音
が
鳴
り
ま
す
。
こ
の

と
き
の
メ
ジ
ャ
ー
の
長
さ
が
、
そ
の
日

の
地
下
水
位
の
数
値
に
な
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
計
測
は
、
市
内
16
か
所
で
市

民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
行
い
、
そ
の
結
果

を
市
へ
報
告
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
作

業
自
体
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、

そ
れ
を
毎
日
、
休
ま
ず
に
続
け
て
い
る

と
い
う
事
実
に
、
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
裏
面
で
は
、
実
際
に
地
下
水
位

の
計
測
を
し
て
い
る
方
の
お
話
も
紹
介

し
ま
す
！

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

8
2 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-12:00
内容：タトゥーシールをみんなで
　　　作ってみよう！

タトゥーシールワークショップ
横

（土）

8
9 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-
内容：まちを歩いて、物語を考えて
　　　みよう！

みんわワークショップ
横

（土）

8
11 場所：横町スタジオ

時間：17:00-21:00
内容：年に一度の横町通りの
　　　盆踊り大会！

横町盆踊り大会
み

（月）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定横 …横町編集部の予定

8
16

（土）

場所：横町スタジオ
時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会のカレーや
　　　  純ちゃん農園のお野菜を販売

横町縁日

8
16

（土）

場所：旧野田自転車店
　　　（大野市日吉町 10-5）
時間：10:00-15:30
内容：

旧野田自転車店
横

横

地
下
水
を

測　
　
測
っ
て
み
る
！

み

8
2 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：13:00-16:00
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

み

市内16箇所にある地下水位の
掲示

第

そ
の
列
に

違
和
感
も
な
く

終
え
た
午
後

遅
れ
て
気
づ
い
た

大
き
な
ミ
ス
を

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

集中してやっている時は気づかなくても
離れて見ると気づくことありますね。（編集部）

“まちなかで水がもっと
見えたらいいのに„

山
岸 

さ
ん

九
頭
竜
設
備
株
式
会
社　

社
長 人

る
け
届
を
水

人
る
か
は
を
水

城
地 

さ
ん

春
日
公
園
地
点
計
測

　「名水のまち」と言われる大野ですが、まちなかで水

の流れを目にする場所って意外と少ないと思うんです。

僕は水道設備の仕事をしていますが、住宅に伺った際

に水を汲み上げるポンプがある位置を聞いても中には

答えられない方もいらっしゃって、市民と水の距離がや

や遠いように感じる瞬間もあります。地下水を汲み上

げるためにどのくらいの深さの井戸を掘るかは地形に

よって変わることだったり、扇状地にあたる城下町エリ

アから離れた村部では綺麗な水にアクセスしづらいこ

となど、大野にはさまざまな水にまつわる事情がありま

す。昔は五番通り商店街の中央にも上水路が流れてい

ましたが、豊かで綺麗な水が誇りのまちなので、せっか

くなら水が見える場所がもっと増えてもいいのになと

感じます。

　おばあちゃんから引き継いで2011年から春日公園

の地下水の計測を続けています。お天気が続くと、水

位が毎日６cmほどずつ下がっていったり、雨が降ると

ぐっと上がったり。こうした変化は、日々計測しているか

らこそ見えてきました。水位は季節によっても変わりま

す。例えば秋、稲刈りが終わって田んぼに水がなくなる

時期には、地下水位が６～７mくらいまで下がることも。

普段は４～5m前後なので、その時期は「水が枯れてし

まわないかな…」と少し不安になります。近所の方も掲

示を見に来て、「最近ちょっと水が細いね」「水が出にく

いんや～」と声をかけてくれます。毎日の散歩の途中で

春日公園の地下水位をメモしているという方もいます。

水位は、地域の人にとっても身近な関心ごとなんです

ね。

実
際
に
水
に
携
わ
る
お
二
人
に
も
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
一
人
目
は
大
野
の
水
道
設
備
の
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
山
岸
さ
ん
。
も
う
一
人
は
、
十
年
以
上
地
下
水
位
の
計
測
を
し
て
い
る
城
地
さ
ん
。
お
二
人
か
ら
聞

く
お
話
は
、
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り
。
そ
の
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

6月21日に横町編集部主催の民話ワーク
ショップの第１回目が開催されました。講師とし
てお迎えしたのは、福井県内で昔ばなしの語り
手として活躍されている坪川さん。前半は、坪
川さんが語る物語をみんなで聞きました。後半
は、参加者の皆さんから出た質問を通じて、民
話について学びを深める時間となりました。絵
本のように「見る」のではなく、「声で聞く」物語。
聞き手それぞれが情景を思い描き、想像力を
たっぷりと働かせる、豊かな時間になりました。

7月5日に乾側公民館にて「薪で焼くピザづくり
ワークショップ」を開催しました。乾側幼稚園の
敷地内にあった桜の木を伐採して活用する「乾
側桜の木活用プロジェクト」の一環として、昨年
から実施しています。ピザ作りの講師は乾側出
身で「CONOMARU KITCHEN」店主の此下さ
ん。ピザが焼き上がった瞬間はとても盛り上が
り、お子さんたちが一斉に集ってくる姿が印象
的でした。

から物語を
想像してみる時間

の木の薪で
ピザを焼いてみる！桜

声

（写真下）「おはなしのろうそく」を灯してから、
物語がスタートします

焼き上がりの目安は「ピザの耳が硬くなった
頃」とのこと

水
に
関
わ
る
人
を
訪
ね
て

“秋の時期は水位が減り
少し不安になる”

手書きでメモされている地下水位の記録

編集部memo
水位の計測を見て、お二人から話を伺ったことで、「水をみんなで共有している」という感覚がより強くなりました。もし万が一、地下水が汚
染されるようなことがあれば、それを共有している私たちの生活そのものが危ぶまれる。改めて、大野というまちは、そんな「共同体」なん
だと気づかされました。他の市町では、たとえ同じエリアに住んでいても、「共同体である」という意識を持つのは、なかなか難しいかもし
れません。でも、同じ水を共有しているということは、その意識を少し変えてくれるように思います。そういった意味で、山岸さんがおっしゃっ
ていた「見えるようにすること」、そして地下水位の掲示といった取り組みは、「水を共有している」という意識を育むための大切な手がかり
になるのではと思いました。お話を聞かせてくださった皆さま、本当にありがとうございました。

山岸さんにお話を伺っている様子
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かつての横町盆踊りの様子。
金魚すくいやジュースの販売などが出店し、
みんなで櫓を囲んで踊ったという

踊
り
好
き
、
ち
え
こ
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

今
年
も
開
催
、
横
町
盆
踊
り
！

　

横
町
盆
踊
り
は
地
区
ご
と
に
行
わ

れ
る
盆
踊
り
の
一
つ
。
長
年
に
渡
り

お
お
の
城
ま
つ
り
の
前
に
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
10
数
年
前
に
城
ま

つ
り
を
除
い
て
各
地
区
で
の
盆
踊
り

は
し
だ
い
に
廃
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
「
横
町
盆
踊
り
を
復
活
さ
せ

た
い
！
」
と
い
う
地
域
の
声
を
受
け
、

住
民
と
横
町
編
集
部
の
手
に
よ
り

二
◯
二
二
年
か
ら
再
度
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
。
今
年
は
復
活
以
来
４
度
目

の
開
催
。
祭
り
の
メ
イ
ン
で
も
あ
る

盆
踊
り
で
は
小
学
生
か
ら
年
配
の
方

ま
で
集
ま
り
、
世
代
の
枠
を
超
え
て

踊
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
特
に

印
象
的
だ
っ
た
の
は
20
分
も
続
く
神

子
踊
り
の
長
さ
と
、
腕
を
回
し
て
踊

る
際
の
「
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る 

チ
ョ

ン
」
の
掛
け
声
。
参
加
者
が
一
体
と

な
っ
て
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
初

め
て
こ
の
祭
り
に
参
加
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
筆
者
も
、
祭
り
が
終
わ

る
頃
に
は
振
り
付
け
を
覚
え
て
踊
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

横
町
通
り
と
熊
野
町
通
り
の
交
差
点

に
位
置
す
る
「
か
せ
や
呉
服
店
」
の
浦

田
ち
え
こ
さ
ん
は
、
大
野
市
に
生
ま
れ
、

親
か
ら
受
け
継
い
だ
呉
服
店
を
営
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
横
町
盆
踊
り
の
開
催

に
あ
た
り
、
お
祭
り
好
き
で
知
ら
れ
る

ち
え
こ
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

ち
え
こ
さ
ん
は
小
さ
い
頃
か
ら
横
町

盆
踊
り
や
お
お
の
城
ま
つ
り
に
参
加
し
、

踊
り
は
身
に
染
み
付
い
て
覚
え
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
踊
っ
て
い
る
最
中
は
他

の
こ
と
を
忘
れ
、
踊
り
に
熱
中
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
そ
れ
が
楽
し
い
の
だ
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
横
町
盆
踊
り
が

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
期
間
も
有
志
で
盆

踊
り
練
習
会
を
開
き
、
踊
り
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
や
祭
り
の
復
活
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
着
物
を
着
る
人
の
数
も
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の

着
付
け
た
着
物
を
着
て
祭
り
に
参
加
し
、

踊
っ
て
く
れ
る
人
を
見
る
の
が
嬉
し
い

の
だ
と
語
り
な
が
ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。
最
後
に
祭
り
に
対
す
る
思
い
を
聞

く
と
、「
こ
の
先
も
長
く
祭
り
が
続
き
、

み
ん
な
に
踊
っ
て
欲
し
い
。
県
外
か
ら

帰
省
す
る
若
者
た
ち
の
拠
り
所
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
」
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
祭
り
の
参
加
者
へ
の
聞
き
取
り

結
果
は
裏
面
へ
！
）

班
回
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月間予定表9月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

横町スタジオを
使ってみませんか？

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

9
14 場所：COCONOアートプレイス

時間：13:00-15:00
内容：まちを歩いてチラシをつくり　
　　　印刷までやってみよう！

COCONO企画展WS
み

（日）

9
20 場所：大野の印刷・編集室みなと

時間：10:00-12:00
内容：みんなで作った民話をもとに
　　　絵を描いてみよう！

みんなのみんわ WS
横

（土）

9
20 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：13:00-15:00
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定横 …横町編集部の予定

場所：横町スタジオ
時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会のカレーや
　　　  純ちゃん農園のお野菜を販売

横町縁日
横

9
23

（火）

場所：郡上市合併記念公園
時間：10:00-20:00
内容：郡上市でのイベントに
　　　奥越スパイス研究会が出店

ミチトキテン

9
21

（日）

9
20

（土）

場所：有終西小学校
時間：10:00-12:00
内容：建築組合の大工さんに学ぶ
　　　木工体験ワークショップ

木工WS
横

横

イ
ン
タ
ー
ン
生
が
横
町
盆
踊
り
の

歴
史
と
地
域
の
声
を
徹
底
調
査
！

み

8月9日に「みんなのみんわ」ワークショップの
第3回目を開催しました。テーマは「まちを歩い
て、お話を作ってみよう！」。水落地区を歩いて
見つけた、たぬきの置物や水路に落ちた缶
コーヒー、植物の緑に覆われた家などからお
話が生まれました。民話は、声に出して話すこと
で伝わってきた物語。文字にしたものを声に出
して読んでみることで面白さが増すような感覚
を体験できました。次回の9月20日は、作ったお
話を絵にしてみます！

尊
き
は

こ
こ
に
息
づ
く

雲
並
み
の

 

集
い
し
声
に

灯
の
温
も
り
を

（
横
町
編
集
部

    

イ
ン
タ
ー
ン
生
T
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

8月は、関西大学をはじめ、県外の大学生たち
が大野に滞在しながらインターンシップや
フィールドワークに励んでいました。初めて会っ
た学生同士の仲が深まるのは、やはり共同作
業。1日の活動が終わった後にスタジオに集
まって一緒に夜ご飯を作ったり、横町盆踊りの
祭りの準備で協力したり…。今回の滞在をきっ
かけに、また来年の盆踊りなどに遊びにきてく
れたらと願うばかりです。

ちを歩いて
民話を作ってみた！

学生たちが
大野で滞在学習！大

ま

作った民話をもとにしたグッズのアイデアなど
も出て、今後の展開が楽しみです。

ワイナリーや農園など、インターンシップ先の
お仕事はさまざまでした。

インターン生として初めて見た大野の景色と

1 位　大野音頭　　　29人
2位　しっちょいな節　10人
3位　神子おどり　　　　4人

1 位　初めての参加　23人
2位　2-4回　20人
3位　5回以上　8人

1 位　大野市　28人
2位　福井県内（大野以外）　11人
2位　県外　11人　

私
た
ち
は
こ
の
結
果
か
ら
、
大
野
の

中
に
あ
る
「
繋
が
り
」
を
感
じ
ま
し

た
。
横
町
通
り
に
住
み
続
け
て
い
る

方
々
だ
け
で
は
な
く
初
め
て
来
た
と

い
う
人
が
多
く
、
そ
の
理
由
と
し
て

は
家
族
や
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
た
た

め
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
が
携

わ
っ
て
い
る
た
め
と
い
っ
た
も
の
が

目
立
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
市
民
に
広

く
知
ら
れ
て
い
る
「
大
野
音
頭
」、

先
人
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
教
育

の
中
に
あ
る
こ
の
代
表
的
な
踊
り
は

世
代
を
超
え
て
紡
が
れ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
を
通

し
て
私
た
ち
は
人
と
人
と
の
繋
が

り
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来

へ
の
繋
が
り
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

横町編集部インターン生による

横町盆踊りアンケート調査！

世代を教えてください !世代を教えてください !Q1.Q1.

総
評　
（
イ
ン
タ
ー
ン
生
）

Q4.Q4.

どこに住んでいますか？どこに住んでいますか？Q２.Q２.

1位　10・20代　18人
2位　30・40代　14人
3位　50・60代　13人

横町盆踊りの参加は何回目ですか？横町盆踊りの参加は何回目ですか？Q3.Q3.

どの盆踊りが好きですか？どの盆踊りが好きですか？

横町盆踊りで感じたことを詠みました。
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10
18

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:00
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

班
回
覧
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7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
台
湾
の
大
学

で
地
域
文
化
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
学
生
3
人
が
、

大
野
の
七
間
通
り
や
印
刷
室
み
な
と
を
拠
点

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
た
の
？
」「
ど
ん
な

こ
と
を
感
じ
た
の
？
」

│
│
今
回
は
、
そ
ん
な
彼
ら
の
大
野
で
の
時

間
を
少
し
の
ぞ
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

月間予定表1 月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

台
湾
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
が

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
き
ま
し
た
！

横町スタジオを
使ってみませんか？

裏面へ続く！

　
学
生
た
ち
は
「
田
舎
暮
ら
し
を
体
験

し
た
い
」「
交
流
を
通
し
て
文
化
を
知
り

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
数
あ
る
イ

ン
タ
ー
ン
先
の
中
か
ら
日
本
の
福
井
を

選
び
、
大
野
に
約
5
週
間
の
滞
在
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
活
動
だ
け
で
な
く
、

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
、
コ
イ
ン
ラ
ン

ド
リ
ー
な
ど
日
常
生
活
も
初
め
て
の
こ

と
だ
ら
け
。
自
転
車
で
ま
ち
を
め
ぐ
っ

た
り
、
お
気
に
入
り
の
飲
食
店
に
通
っ

た
り
。
大
野
で
の
暮
ら
し
を
体
験
し
ま

し
た
。

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

10
4 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-12:00
内容：紙と糸を使って
　　　本を作ってみよう！

紙刺繍ワークショップ
横

（土）

10
11 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00～15:00 頃
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

印刷室オープン日

（土）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定横 …横町編集部の予定

10
18

（土）

場所：横町スタジオ
時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会のカレーや
　　　  純ちゃん農園のお野菜を販売

横町縁日

10
18

（土）

場所：旧野田自転車店
　　　（大野市日吉町 10-5）
時間：10:00-15:00
内容：外壁改修WS

春日通りラボ
春

横

み

10
4 場所：五番通り

時間：時間未定
内容：ピアノの嫁入りパフォーマンス
　　　を行います！

みんわパフォーマンス
横

（土）

み

印刷室みなとで名刺を印刷

１週目

まずは自己紹介のための名刺づくりからスタート。出会った人に

名刺を渡して自分たちを知ってもらいながら、まちなかのお店を

訪ねたり、実際にお仕事を体験させてもらったりと、大野の暮らし

を少しずつ学んでいきました。訪れた場所や知ったことはみなと

の窓ガラスにどんどん描き込んで、まちのマップ作りを行いまし

た！

0

大野の暮らし・仕事を知る

覚えた日本語を使って自己紹介

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、「
微
住.com

」
と

台
湾
の
大
学
の
連
携
に
よ
る
企
画
。
協
力
は
「
七
間

大
盛
会
」。
微
住
と
は
観
光
と
移
住
と
の
間
に
あ
る
地

域
と
人
の
関
わ
り
方
、
旅
の
提
案
で
す
。「
微
住.

com

」
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
よ
う
に
滞
在
す
る
こ

と
で
、"

一
期
三
会"

の
関
係
を
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
県
内
外
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

0

春 …春日通りラボの予定

第

誘
わ
れ
て

行
け
ぬ
残
業

夏
の
夜

画
面
の
灯
り
が

ネ
オ
ン
の
代
わ
り

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

切ない～～！！画面の灯りに目がくらみ
そうですね…（編集部）

越前おおの観光ビューローから横町編集部に
相談をいただき、大野をモチーフにしたTシャ
ツを制作しました！大野城やお清水など、大野
にあるモチーフをデフォルメしたデザインで、
生地は３色展開。シルクスクリーンで１枚１枚制
作しましたが、夏の暑さとインクの目詰まりに悪
戦苦闘。横町編集部もシルクスクリーンそのも
のについてより深く学ぶ良い機会になりまし
た。ものづくりの大変さと奥深さを実感した制
作でした。

大阪音楽大学の学生と先生が、ゼミ合宿で大
野に2泊3日滞在しました。1日目には横町編集
部や印刷室みなとが普段の活動についてお
話をさせてもらい、夜はみんなでご飯会。そこ
へ、横町スタジオによく出入りしているNeo朝
市のメンバーも居合わせ、一緒に「上を向いて
歩こう」をセッションする場面も。住む場所や年
齢は違っていても、音楽を通して一つの時間を
共有し楽しむ姿がとても印象的でした。

野モチーフのTシャツを
制作しました！

の木の薪で
ピザを焼いてみる！

音

大

　学生たちは、宿泊先の荒島旅舎から毎日みなとへ通い、企画や制作に取り組
んでいました。道すがら七間通りのお店に立ち寄っては挨拶をしたり、買い物を
したり。夜市という大きなイベントだけでなく、そんな日常に近い時間を一緒に過
ごせたのもとても良かったです。ちょうど滞在中は七間通りで下水工事が行われ

特技が料理だという学生がいたことをきっかけに、イチナナバ

ルさんの協力のもとポップアップイベント「台湾Night」を企画。

メニューを考えるところから、広報、当日の調理やドリンクづく

りまで、学生たちも担当しました。七間大盛会の方々や２週間

で出会った人など、沢山の方が台湾の食や会話を楽しみまし

た。

8月、七間通りで20年ぶりに夜市が開催されることになり、学

生たちも出店することに。出店内容は台湾の夜市でおなじみ

のゲーム。ゲーム盤の設計は、ものづくりが得意なメンバーが

担当。３Dプリンターでパーツを切り出し、組み立てながら効率

的に遊べる工夫をこらしました。さらに景品には、サコッシュや

ポーチ、缶バッジを用意。イラストを自分たちで描き、横町スタ

ジオでシルクスクリーンや缶バッジ作りにも挑戦しました。

日
本
語
で
の
接
客
、ド
リ
ン
ク
作
り
、

慣
れ
な
い
こ
と
も
沢
山
。「
ド
リ
ン
ク

を
作
る
こ
と
に
な
る
な
ん
て
！
」と

最
初
は
戸
惑った
メンバー
も

当
日
ま
で
に
試
作
や
検

討
を
重
ね
た
お
つ
ま
み

メニュー

２週目
自分たちを知ってもらう

３-４週目
地域の祭りを一緒に作る

いよいよ夜市当日。学生たちは縁日ブースの

ひとつとして出店。七間夜市はたくさんの人で

にぎわい、どのブースも行列ができるほど。学

生たちが準備したゲームにも子どもたちが

次 と々挑戦し、笑顔で楽しむ姿があちこちに見

られました。その様子を見て、学生たちも大喜

び。終了後は大盛会の方 と々「おつかれさまで

す！」と声をかけ合いました。

制
作
の
時
間
が
ギ
リ
ギ
リ
で
、１

台
の
み
に
す
る
案
が
出
ま
し
た
。

し
か
し
、ゲ
ー
ム
の
回
転
率
を
上

げ
る
た
め
に
、２
台
の
制
作
に
こ

だ
わ
り
完
成
さ
せ
ま
し
た
！

学
生
た
ち
が
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
が
景
品
に
！

５週目
七間夜市に出店！

どのイラストがどのモチーフかじっくり見るの
も楽しい

大生が大野に
やってきた！

ていて、作業の方 と々も顔を合わせるうちに自然と挨拶を交わすようになりまし
た。帰国後には「もう台湾の学生さんは帰ったの？」と声をかけられることもあり、
大野のまちなかに学生たちの存在がしっかりと刻まれていたのだなと感じてい
ます。

学生たちの大野滞在を振り返って　from 印刷室みなと

福井や大野のソウルフードで食卓を囲む
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月間予定表11月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

今月の予定をご紹介！
※詳細は各拠点の担当者まで問い合わせください。

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

横町スタジオを
使ってみませんか？

15 10:00-15:00＠みなと
予約不要の印刷WSあり！

【だいさん】印刷室オープン日
み

日
（土）

15 10:00-15:00＠横町スタジオ
奥越スパイス研究会のカレー販売

【だいさん】横町縁日
横

日
（土）

2
9:00-15:00＠七間通り
七間ハロウィン

み
日

（日）

1 10:00-12:00＠水のがっこう
・10時～/11時～ ２部制
・申し込みは横町編集部Instagramまたは     
   水のがっこう（TEL）まで

アロマ作りWS横

毎週
水曜 17:00-18:00＠横町スタジオ

水槽水替えの日
横

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定春 …春日通りラボ（旧野田自転車店）の予定横 …横町編集部の予定あらゆる物がネットやお店で手軽に買
えてしまうこの時代に、あえて自分で
作ってみる。必要性に駆られたものづ
くりだけでなく、心の奥底に眠ってい
る私たちの「作りたい欲」を満たすも
のづくりは、ある意味でとても贅沢な
行為なのかもしれません。今月は「も
のづくりの秋特集」ということで、大
野の中で生まれているものづくりシー
ンを取り上げます。ないものは「買う」
のではなく「作る」。そんな選択肢を持
てたら、暮らしがより豊かに、面白く
なるかもしれません。

ないものは作ればいい！
ものづくりの秋、到来。

裏面へGO！

日
（土）

24 時間未定＠みなと
トークイベントを開催予定

みなと 1周年イベント②
み

日
（月・祝）

23 時間未定＠みなと
WSを開催予定

みなと 1周年イベント①
み

日
（日）

16 終日＠学びの里めいりん
大野ほりでい

横

日
（日）

15 10:00-15:00＠春日通りラボ
※汚れても良い服装で参加ください

【だいさん】改修WS③
春

日
（土）

10月4日に大野の印刷・編集室みなとで紙刺
繍ワークショップを開催しました。最初に好き
な表紙を選び、針と糸で刺繍をした後、ミシン
でページを綴じて仕上げ。同じテンプレートを
使っていても、糸の選び方や組み合わせ、ペン
での絵付けに個性が出るのも面白いポイント
でした。中には学んだ技術を応用して恐竜の模
様を刺繍する人も。紙に絵を描くときはペンを
使うことが多いですが、針と糸で刺繍をすると
いう選択肢が加わりそうです。

9月27～28日に福井県鯖江市で開催された「さ
ばえまつり」に、大野の印刷・編集室みなとが
出店しました。今年から始まった「みんなのみ
んわ」の展示のほか、印刷所で生まれたZINE
（個人が作る自由形式の小冊子のこと）の販売
を実施。会場となった西山公園中が祭りの音
でにぎわう中、足を止めてくれる方もチラホラ。
大野の中で生まれている「つくる」を、市外の人
にも見てもらう貴重な一日になりました。

夏
終
え
て

気
温
に
揺
ら
ぎ

影
を
引
き

秋
の
祭
り
に

身
も
心
燃
ゆ

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

ばえまつりで、
大野の「つくる」を展示

刺繍で
オリジナルノート作り紙

さ

製作者本人が店頭に立ってZINEを販売。制作
の裏側も伝えられるのは、対面販売ならでは

ノートをミシンで綴じる瞬間はドキドキ…。
一冊のノートになった時の喜びは格別です。

あれだけ暑い夏を経ると、
秋の訪れがより嬉しいですね。（編集部）

人
生
い
ろ
い
ろ
。も
の
づ
く
り
も
い
ろ
い
ろ
。

いろんなものづくりがあ
るけれど、作るものに
よって必要な力は千差
万別。難しそうに見える
ことも、いざやってみた
ら眠っていた意外なス
キルが発揮されるか
も！？自分に合うものづく
りを探してみませんか？

木

紙

布

「こんな家具が欲しい」の願いを叶えられる
木工DIY。ミニミニチェアは、仕上げに柿渋
を塗って自然な風合いに。

大野のまちを歩き、推しポイントを紹介するチ
ラシ作り。「そこに着目するのか！」という発見が
他者と一緒に作るワークショップの醍醐味。

イトヨの里の「イトヨ守り隊」が、シルクスク
リーンでTシャツを自作！1枚1枚丹精込め
て刷ったTシャツは愛着が湧きそうです。

と
あ
る
芸
人
の
「
下
積
み

時
代
、
お
金
が
な
か
っ
た

か
ら
飴
玉
を
と
か
し
て

ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
た
」
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。
お
金
で
買
う
と
い

う
最
短
距
離
を
行
か
ず
、

創
造
力
に
よ
っ
て
問
題
を

解
決
し
て
い
る
点
で
、
そ

の
行
為
は
あ
る
意
味
豊
か

な
よ
う
に
も
感
じ
ま
し

た
。
何
か
と
便
利
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
寄

り
道
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

や
、
作
る
こ
と
本
来
の
面

倒
く
さ
さ
も
忘
れ
た
く
な

い
…
。
も
の
づ
く
り
を
通

じ
て
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。

編
集
後
記

集中力

諦めない心

ひ
ら
め
き

体
力

時間

ものづくりタイプ

ミ
ニ
ミ
ニ
チェア

ま
ち
の
チ
ラ
シ

オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シャツ

▼特に発揮される力

▼ここが楽しい！

段取り力

綺麗に刷れた時の
気持ちよさ

集中力

諦めない心

ひ
ら
め
き

体
力

時間

ものづくりタイプ
▼特に発揮される力

▼ここが楽しい！

まちの観察力

集中力

諦めない心

ひ
ら
め
き

時間

ものづくりタイプ
▼特に発揮される力

▼ここが楽しい！

こどもものづくり大学 
木工ワークショップより10/21

COCONOアートプレイス
チラシ作りワークショップより9/14

イトヨの里 イトヨ守り隊
Tシャツ作りワークショップより10/21

体
力

みんなが作成した
チラシを眺める時間

釘打力

工具を使いこなせる
ようになること

ジ ン
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12
21

（日）

場所：アラシマホステル
時間：10:00～15:00
内容：みなとのワークショップとして
　　　出店します！

クリスマス・クリスマス
み
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月間予定表1 月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

大
野
に
残
る
民
話
。
楽
し
み
方
は
色
々
！

横町スタジオを
使ってみませんか？

創
作
民
話
の
遊
び
方
は

裏
面
で
解
説
！

　「
民
話
」
と
い
う
も
の
に
、
あ
な
た
は
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
な

ん
と
な
く
古
臭
い
、
昔
の
人
た
ち
が
楽
し

ん
で
い
た
も
の
と
い
う
印
象
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
か
く
い
う
筆
者
も
、
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
ひ
と
り
で
し

た
。
調
べ
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
民
話
は

全
く
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
拍
子
も
な

く
生
ま
れ
る
物
語
で
は
な
く
、
そ
の
土
地

に
あ
る
も
の
（
例
え
ば
、
山
や
川
、
建
物

や
風
景
な
ど
）
に
由
来
し
て
生
ま
れ
て
き

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　「
民
話
は
、
ま
ち
を
舞
台
に
し
た
新
し
い

遊
び
な
の
で
は
？
」
と
い
う
仮
説
を
も
と

に
、
今
年
の
春
か
ら
「
み
ん
な
の
み
ん
わ
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
小
さ
く
始
動
。

横
町
編
集
部
を
主
体
に
、
仲
間
を
集
め
な

が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
初
め
こ
そ
手
探
り
で
始
ま
っ
た
こ
の

企
画
も
、
回
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
そ
れ

ぞ
れ
が
面
白
さ
を
見
出
し
、
今
で
は
す
っ

か
り
民
話
の
虜
に
。

　
今
号
で
は
、
そ
ん
な
「
創
作
民
話
」
の

楽
し
さ
を
ほ
ん
の
少
し
お
裾
分
け
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
用
意
す
る
も
の
は
紙
と

ペ
ン
だ
け
。「
そ
ろ
そ
ろ
今
や
っ
て
る
ゲ
ー

ム
に
も
飽
き
て
き
た
な
あ
」
と
い
う
そ
こ

の
あ
な
た
、
次
は
創
作
民
話
で
遊
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

12
6 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-12:00
内容：ピザ窯でみんなでピザを
　　　作ってみよう！

年賀状作りワークショップ
横

（土）

12
13 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-15:00
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

12
14 場所：関西大学

時間：10:00-17:00
内容：今年も出店！大野を感じられ
　　　るものを持っていきます！

まち FUNまつり
横

（日）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定横 …横町編集部の予定

場所：春日通りラボ
時間：10:00-15:00
内容：内容検討中！汚れても良い服で
　　　ご参加お願いいたします！

改修ワークショップ
春

12
20

（土）

12
6

場所：平成大野屋平蔵（メイン会場）
　　　横町スタジオ、大野の印刷・編
　　　集室 みなと
時間：10:00-18:00
内容：物販、飲食、ワークショップ
　　　トークセッション、
　　　パフォーマンス

みんなのみんわ博
横

2

創作民話をしてみる

これまでの民話だけでなく、自分
で作れる「創作民話」が面白い！

長年語り手をつとめている方の
昔話を実際に聞いてみる！

民話は「語る」ものだからこそ挿絵の
可能性は無限大。自分でイメージした
ものを形にしてみよう！

民話の舞台はまち。実際に歩く
ことでより想像が広がる！

訪
ね
る

聞くつ
く
る

描く

2

春 …春日通りラボの予定

み

み
（土）

んなのみんわ博が12月に開催み

詳細
みんなのみんわ博
日程　2025年12月20日(土)
　　　10:00～18:00
場所　メイン会場：平成大野屋平蔵
　　　サブ会場：横町スタジオ,大野の
　　　　　　　  印刷・編集室みなと
主催　横町編集部

　12月に大野市のまちなかにて「み
んなのみんわ博」が開催されます。福
井県を中心とした個性豊かな出店者
さんが集まり、創作民話のワーク
ショップやトークイベントが行われま
す。これまで開催してきたみんなのみ
んわワークショップの様子の展示な
ども行うため、気になっていた方は
ぜひ足をお運びください！また、これ
まで生まれたおはなしに加えて、この
日に集まったおはなしは、来年の頭
に冊子として発行する予定です。お
楽しみに！

秋
深
み

現
場
と
書
類
に

身
を
焦
が
し

残
る
火
種
は

ま
だ
消
え
ぬ
ま
ま

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

燃え尽きすぎず、頑張って秋を乗り越えて
ほしいです…！(編集部）

誰でもできる！創作民話の遊び方！

原稿用紙2-3枚分を目安に、やりやすい方法でお話を書いてみましょう。

「銭湯だ！さっきあった
信楽焼の狸をかけ合わせて
お話ができそう！」や
「２つ落ちてる缶コーヒー
謎が多い！！！」などなど
物語のタネは日常の風景に
たくさんあります。

民話は目の前の
風景から生まれ
ています。近所
を歩くところか
ら始めましょう。

起承転結で
考えてみる！

結末を先に
決める！ まず書いてみる！

できたお話をみんなで読み合いっこ。
読んでいる途中でアレンジしたり、即
興性があるのも面白さ。聞き手がいる
方が絶対に盛り上がります！

コツ 特別な出来事やものを見つけようとしなくてOKです。
目にとまったものはどんどんメモしていこう！

8/9の創作民話のワークショップで生まれたおはなし（一部）

嫌われ者のアブ

「あっちいけ！」と
のけ者にされるア
ブ。人間たちに嫌わ
れていることを逆手
に取り、生き延びる
ために思いついたあ
る名案とは…？

聞き上手のアブ

物語を語るのが得意な
おじいさんの元に訪れ
た１匹のアブ。毎日楽
しくおじいさんの話を
聞いていたけど、ある
日おじいさんの声がし
なくなってしまった！

まちへ繰り出す①

！

お話のタネを探す②

紙に書いていく③

筆者は空想上の孫を横に置いて、その子に語りかけるように筆を進めたらどん
どん物語が進んでいきました。「まず書いてみる」もおすすめです！メモ！

声に出して読む④

紙とペン　用意するもの

自分でも創作民話を作ってみよう！

歩きやすい靴あるといいもの 一緒に遊ぶ仲間 好奇心

フライヤー写真

住まいを探して

水の中でしか生きられない「水人(みずびと)」
のおしち。水の少なくなった用水路から水落
地区まで住まいを探し求めて冒険する…！
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
ま
ず
、
模
様
っ
て

そ
も
そ
も
な
ん
だ
ろ
う
？
と
い
う
レ
ク

チ
ャ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
模
様
」
と
は
、
物

の
表
面
に
自
然
に
発
生
し
た
り
、
人
工
的
に

表
さ
れ
た
り
す
る
図
や
形
を
指
し
ま
す
。
道

路
の
模
様
、
建
物
の
模
様
、
葉
っ
ぱ
の
模
様

な
ど
、
ま
ち
を
歩
い
て
み
る
と
実
は
さ
ま
ざ

ま
な
模
様
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
模

様
も
、
元
を
た
ど
る
と
自
然
の
様
子
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
「
亀
甲
模
様
」。
こ
れ
は
蜂
の
巣
の

形
か
ら
で
き
た
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
建

築
的
に
も
、
こ
の
ハ
ニ
カ
ム
構
造
は
自
然
界

で
最
も
安
定
し
た
形
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
立
涌
模
様
」
は
、
水
蒸
気
や

雲
が
ゆ
ら
ゆ
ら
、
む
く
む
く
と
「
立
ち
わ
く
」

月間予定表1月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部、 春日ラボ、

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

ま
ち
の
風
景
を　
　
　
　
　
　
　
　

「
模
様
」
と
し
て
見
て
み
る
と
…
⁉

横町スタジオを
使ってみませんか？

　
印
刷
室
み
な
と
の
1
周
年
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
11
月
23
日
実
施
）
で
、「
ま
ち

の
模
様
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て
作
る
ペ
ー

パ
ー
ラ
ン
プ
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
注
目
し
た
「
ま
ち
の
模
様
」

と
い
う
視
点
は
、
普
段
み
て
い
る
ま
ち
の

景
色
を
少
し
だ
け
変
え
て
く
れ
る
面
白
い

も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
！

そ
も
そ
も

模
様
っ
て
何
？
？　

裏
面
へ
続
く
！

ま
ち
を
歩
い
て

　
　
　
　
模
様
を
探
す

　
レ
ク
チ
ャ
ー
が
終
わ
る
と
、
い
ざ
ま

ち
へ
！
模
様
を
見
つ
け
て
ス
マ
ホ
で
写

真
を
撮
り
ま
す
。
一
人
一
人
別
れ
て
、

30
分
ほ
ど
散
策
。
帰
っ
て
き
た
時
、
参

加
者
の
カ
メ
ラ
フ
ォ
ル
ダ
は
模
様
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
撮
っ
た

模
様
を
厳
選
し
て
1
人
10
枚
ず
つ
印
刷

し
て
張
り
出
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な

場
所
を
歩
い
て
い
た
の
に
、
集
ま
っ
て

き
た
模
様
は
全
然
違
う
！
そ
れ
が
と
て

も
面
白
か
っ
た
で
す
。

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

1
17 場所：横町スタジオ中庭

時間：10:00-12:00
内容：みんなで焼き芋を
　　　作ってみよう！

焼き芋ワークショップ
横

（土）

1
17 場所：横町スタジオ

時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会の
　　　カレーの販売など

横町縁日
横

（土）

1
17 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-15:00
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

春 …春日ラボの予定横 …横町編集部の予定

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:00
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

1
24

（土）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定

1
17 場所：春日ラボ

時間：10:00-15:00
内容：春日通りラボの一部を
　　　改修します！

改修ワークショップ
春

様
子
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ど

う
で
し
ょ
う
。
目
の
前
の
景
色
も
模
様
に

見
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

蜂
の
巣

湯
気
水
蒸
気

亀
甲

湯
気
立
涌

月刊のーのーは「読み手と一緒に作る」ことを大事にしているため、毎年色々
な方と題字を制作しています。まちづくり、編集やデザイン等に関心ある方、
ぜひ来年度の題字を一緒に作りませんか？のーのー編集部と相談しながら進め
ていくので、初めて挑戦してみるという方でも大歓迎です！！

「のーのー  の来年度の　   を一緒に作りませんか？顔

今年度の題字制作：玉木だいちさん（大学生）

集
募 」 

汚れてもいい
格好でお越し
ください！
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
ま
ず
、
模
様
っ
て

そ
も
そ
も
な
ん
だ
ろ
う
？
と
い
う
レ
ク

チ
ャ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
模
様
」
と
は
、
物

の
表
面
に
自
然
に
発
生
し
た
り
、
人
工
的
に

表
さ
れ
た
り
す
る
図
や
形
を
指
し
ま
す
。
道

路
の
模
様
、
建
物
の
模
様
、
葉
っ
ぱ
の
模
様

な
ど
、
ま
ち
を
歩
い
て
み
る
と
実
は
さ
ま
ざ

ま
な
模
様
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
模

様
も
、
元
を
た
ど
る
と
自
然
の
様
子
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
「
亀
甲
模
様
」。
こ
れ
は
蜂
の
巣
の

形
か
ら
で
き
た
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
建

築
的
に
も
、
こ
の
ハ
ニ
カ
ム
構
造
は
自
然
界

で
最
も
安
定
し
た
形
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
立
涌
模
様
」
は
、
水
蒸
気
や

雲
が
ゆ
ら
ゆ
ら
、
む
く
む
く
と
「
立
ち
わ
く
」

月間予定表1月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部、 春日ラボ、

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

ま
ち
の
風
景
を　
　
　
　
　
　
　
　

「
模
様
」
と
し
て
見
て
み
る
と
…
⁉

横町スタジオを
使ってみませんか？

　
印
刷
室
み
な
と
の
1
周
年
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
11
月
23
日
実
施
）
で
、「
ま
ち

の
模
様
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て
作
る
ペ
ー

パ
ー
ラ
ン
プ
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
注
目
し
た
「
ま
ち
の
模
様
」

と
い
う
視
点
は
、
普
段
み
て
い
る
ま
ち
の

景
色
を
少
し
だ
け
変
え
て
く
れ
る
面
白
い

も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
！

そ
も
そ
も

模
様
っ
て
何
？
？　

裏
面
へ
続
く
！

ま
ち
を
歩
い
て

　
　
　
　
模
様
を
探
す

　
レ
ク
チ
ャ
ー
が
終
わ
る
と
、
い
ざ
ま

ち
へ
！
模
様
を
見
つ
け
て
ス
マ
ホ
で
写

真
を
撮
り
ま
す
。
一
人
一
人
別
れ
て
、

30
分
ほ
ど
散
策
。
帰
っ
て
き
た
時
、
参

加
者
の
カ
メ
ラ
フ
ォ
ル
ダ
は
模
様
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
撮
っ
た

模
様
を
厳
選
し
て
1
人
10
枚
ず
つ
印
刷

し
て
張
り
出
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な

場
所
を
歩
い
て
い
た
の
に
、
集
ま
っ
て

き
た
模
様
は
全
然
違
う
！
そ
れ
が
と
て

も
面
白
か
っ
た
で
す
。

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

1
17 場所：横町スタジオ中庭

時間：10:00-12:00
内容：みんなで焼き芋を
　　　作ってみよう！

焼き芋ワークショップ
横

（土）

1
17 場所：横町スタジオ

時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会の
　　　カレーの販売など

横町縁日
横

（土）

1
17 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00-15:00
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

（土）

春 …春日ラボの予定横 …横町編集部の予定

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:00
内容：予約不要の印刷
　　　ワークショップあり！

印刷室オープン日
み

1
24

（土）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定

1
17 場所：春日ラボ

時間：10:00-15:00
内容：春日通りラボの一部を
　　　改修します！

改修ワークショップ
春

様
子
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ど

う
で
し
ょ
う
。
目
の
前
の
景
色
も
模
様
に

見
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

蜂
の
巣

湯
気
水
蒸
気

亀
甲

湯
気
立
涌

月刊のーのーは「読み手と一緒に作る」ことを大事にしているため、毎年色々
な方と題字を制作しています。まちづくり、編集やデザイン等に関心ある方、
ぜひ来年度の題字を一緒に作りませんか？のーのー編集部と相談しながら進め
ていくので、初めて挑戦してみるという方でも大歓迎です！！

「のーのー  の来年度の　   を一緒に作りませんか？顔

今年度の題字制作：玉木だいちさん（大学生）

集
募 」 

汚れてもいい
格好でお越し
ください！
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月間予定表2月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

今月の予定をご紹介！
※詳細は各拠点の担当者まで問い合わせください。

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

横町スタジオを
使ってみませんか？

21 10:00-15:00＠みなと
予約不要の印刷WSあり！

【だいさん】印刷室オープン日
み

日
（土）

21 10:00-15:00＠横町スタジオ
奥越スパイス研究会のカレー販売あり！
今月はどんなカレーが食べれるのかな？

【だいさん】横町縁日
横

日
（土）

7 10:00-12:00＠水のがっこう
・参加費：500円
・申し込みは横町編集部Instagramまたは     
   水のがっこう（TEL）まで

水の結晶づくりWS横

毎週
水曜 17:00-18:00＠横町スタジオ

水槽水替えの日
横

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定春 …春日通りラボ（旧野田自転車店）の予定横 …横町編集部の予定

大野のまちに今年も雪の季節が到来。
今年はどれだけ降るのだろうかと、
この時期になるとソワソワします。大
野に長く住んでいる人も、市外から移
住してきた人も、それぞれの方法で大
野の冬を乗り越えているはず。ウィン
タースポーツなどの楽しみもある一方
で、冬の厳しい局面を皆さんどう対処
しているのでしょうか。今号は50号
目ということで、雪国を乗り越えるた
めのライフハックを50個集めてみま
した。明日からマネできるものがきっ
とあるはず！

大野の冬、
君はどう乗り越える？

裏面へGO！

日
（土）

22 13:00-15:00＠横町スタジオ
今年の活動を振り返ります。
★懇親会あり（～16:00）

関西大学まちづくり研究報告会
横

日
（日）

21 10:00-15:00＠春日通りラボ
※汚れても良い服装で参加ください

【だいさん】改修WS
春

日
（土）

12月13日に「まちFUNまつりin関西大学2025」に、大野チームで出店しました。出
店は、大野のとんちゃん、奥越スパイス研究会のカレー、横町編集部のシルクスク
リーン体験の3本立て。クリスマスを控えた時期ということで、全身サンタに扮した
メンバーも。「サンタさん！」と、記念写真を撮りに駆け寄ってくれた子もいました。
出店を行うと、お客さんの反応を直に受け取れるので、毎度勉強になります。

西大学で、年に1度の出店！関

クリスマスモチーフのイラストを、トートバックや
巾着にプリント。サンタさんが今年もきてくれます
ように。

news

寝
込
む
間
に

四
キ
ロ
減
っ
た
と

知
る
朝
に

少
し
報
わ
れ

笑
っ
て
し
ま
う

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

体重の減り方が物語る辛さ…
手洗い・うがい必須です！（編集部）

雪が降ったらSNSで
遠方の友だちに伝えるべし！

雪が降ったら
「冬がはじまるよ」を
聴くべし！

雪が降ったら
限界まで固めて
最強の雪玉を
作るべし！

翌朝が晴れて
氷点下になりそうな夜は、
水道の水をちょろちょろ
出しておくべし！

家の窓には
断熱シートを
つけるべし！

静かな朝は大雪の可能性ありのため
早起きするべし！

廊下、玄関を冷蔵庫がわりに
有効利用するべし！

灯油は決してきれない
ようにすべし！

道の除雪で困ったことがあったら
市役所または県に相談すべし！
（市道か県道かで管轄が違うよ！）

雪マークの日は朝降ってなくても
長靴をはくべし！

雪が白いことに感謝すべし！
（もし雪が黒色なら気分が
  落ちるから） 雪かきは気合いを

入れすぎず、
ぼちぼちやるべし！

車に耐油手袋・スコップ・毛布・
非常食・スノーブラシを積むべし！

雪の上を走る時は、
前じゃなくて上に弾む
ように進むべし！

雪の日に気分も体温も
あげたい時は、家で熱燗を
のむべし！

ワイドパンツは冬の間は
封印すべし！（長靴にINしたら
めっちゃださいからね！！）

朝の雪かきの時は元気に挨拶すべし！
雪かきコミュニケーションは
あったかいからね～

長靴はケチらずに口がすぼまって
品質の良いものを買うべし！

雪が降る前に、
車のワイパーを上げるべし！

それぞれの道の除雪度を
把握しておくべし！

長靴はストーブ前で
温めるべし!

雪が降ったら雪でカルピスを
冷やすべし！（みかんでも可）

雪が降ったら、
新雪のうちに除雪すべし !

朝、フロントガラスが
凍りそうな日は前日に夏の
サンシェードを掛けておくべし！

雪が降ったら、空を見上げて
雪がどこから降りてくるか
見届けるべし !

大雪の時は、近所の誰よりも
朝早く起きて、側溝の水が流れている
うちに雪を側溝に詰め込むべし !

全ての問題は雪のせいにすべし。
雪には悪いけど、だいたい雪の
せいにすれば許してくれる

車のバック時はハンドルを
まっすぐにするべし！

晴れの日は無いと思うべし！

雪が降ったら無理しない、
過信しない！

朝の雪かきに備えるため、
冬は1時間早く寝るべし！

出勤前に雪かきで
疲れきらないよう、
車にご褒美をたくさん
積んでおくべし!

凍った道を歩くときは、
よちよち歩きするべし！

寒い時は3首を
温めるべし！

雪
か
き

車

人
間
関
係

身
の
こ
な
し

知
恵
い
ろ
い
ろ

重
要

雪が降ったら水ようかんを
食べるべし！(美濃喜推し)

娯楽

雪国で越冬するために
雪国慣れ人を頼るべし！

秋にカメムシが大量に出たら、
雪に備えるべし！

灯油ストーブの上はお湯を
沸かしたり、煮込み料理に
有効利用するべし！

寒さで固まった雪は凶器に
なるので気をつけるべし！

雪が降る前に
食材を確保すべし！

冬の雪かきはスキーウェアで
すべし！（疲れたら遊べる＋
寝れる）

雪が少しでも積もったら、
地面が見えるまで雪かきすべし！

雪かきする時は少し寒いかな
くらいの服装で挑むべし！

命を守るライフハックから、暮らしをより豊かにするライフハックまで。大野市
内を中心に、雪国経験者たちに冬を楽しく乗り越えるためのノウハウやアイデア
を聞いてみました。知らないライフハックがきっとあるはず！

手先が冷たいときは、
まず肩を回すべし！ 晴れた日の翌朝、

冷え込んだ早朝は
雪の上（おそら）
を歩くべし！

服
装

雪が降ったら側溝の
落とし穴に気を
つけるべし！

マインド
雪が降ったら
朝一窓から景色確認！

寒くなったら
火鉢であったまるべし！

家の中の窓に
スタイロフォームを
はめ込むべし！

雪かきはいいエクササイズ
だと思って取り組むべし！

編集後記
一つひとつの知恵は小さ
くても、結集するとそれ
は大きな武器になる…。
中でも「雪が白いことに
感謝すべし」という言葉
にはハッとさせられまし
た。雪国の大変さだけで
なく、つい忘れがちな魅
力も同時に味わっていき
たいと思います。回答し
てくださった方々、あり
がとうございました！

※側溝がつまらないように、
雪の塊は崩して入れましょう！
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（土）

場所：春日通りラボ
時間：10:00-15:00
内容：汚れても良い服装で
　　　ご参加ください

塗装ワークショップ
春
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前
号
で
は
雪
国
の
ラ
イ
フ
ハ
ッ
ク
特
集
と

し
て
、た
く
さ
ん
の「
雪
を
乗
り
越
え
る
知
恵
」

が
集
ま
り
ま
し
た
ね
。
今
年
の
雪
は
水
分
量

が
多
い
と
言
わ
れ
、
実
際
に
屋
根
が
壊
れ
た
、

雪
下
ろ
し
が
大
変
だ
っ
た
、
と
い
う
声
も
ち

ら
ほ
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
筆
者
も
今
年

初
め
て
、
み
な
と
の
一
階
の
屋
根
に
上
り
、

雪
を
下
ろ
す
経
験
を
し
ま
し
た
。
滑
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
雪
を
落
と
す
時
間

は
、
緊
張
感
も
あ
り
つ
つ
楽
し
か
っ
た
で
す
。

月間予定表3月

って？
「月刊のーのー」は、関西大学の研究拠点
「横町スタジオ」を運営する横町編集部が
発行するおたよりです。「まちを横から見
る」というコンセプトで、「の～の～」と
人に話しかけながら、毎月いろんな大野
を紹介します。読み手である大野の人と
一緒に作ることを大切にしているので、
まちづくりや、編集・デザイン等に関心
がある人はぜひご連絡ください！

横町編集部
Instagram

月刊のーのーを作っている横町編集部と

大野の印刷 ・編集室みなとの活動予定をご紹介！

コワーキングスペースで
お仕事したり、自分で企画し
たイベントを開いてみたり、
DIYでものづくりしたり…
横町スタジオは、いろんな
過ごし方ができる場所。
ピンときた方はご連絡を↓

yokomachi.hensyubu@gmail.com

大野のまちを横から見る

冬
の
疲
れ
た
身
体
は

　
あ
っ
た
か
い
お
湯
で
癒
し
た
い
！

横町スタジオを
使ってみませんか？

　
そ
も
そ
も
、
大
野
市
ほ
ど
の
人
口
規

模
で
銭
湯
が
三
軒
も
残
っ
て
い
る
市
町

村
は
、
今
で
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

調
べ
て
み
る
と
、
福
井
県
浴
場
組
合
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
銭
湯
は
全
部
で
十
一

軒
。
内
訳
は
大
野
市
が
三
軒
、
福
井
市

が
五
軒
、
坂
井
市
が
一
軒
、
敦
賀
市
が

二
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
規
模
の

小
さ
さ
を
考
え
る
と
、
大
野
市
の
銭
湯

の
多
さ
は
際
立
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
北

陸
で
は
、
石
川
県
七
尾
市
も
人
口
が
同

規
模
で
銭
湯
が
三
軒
あ
り
ま
し
た
。
銭

湯
が
一
つ
も
な
い
市
町
村
が
増
え
て
い

る
中
で
、
今
も
三
軒
の
銭
湯
が
日
常
の

風
景
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
、「
本
日

お
湯
あ
り
ま
す
」
が
今
日
も
か
か
っ
て

い
る
こ
と
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
、
雪

の
季
節
に
こ
そ
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜

場所：横町スタジオ
時間：17:00-18:00
内容：横町水族館メンバーが
　　　水槽の水替えを行います

水槽水替えの日
横

３
7 場所：春日通りラボ

時間：17:00-21:00
内容：食事を持ち寄って楽しむ
　　　バーです。

春日持ち寄りBar
春

（土）

３
１ 場所：大野の印刷・編集室 みなと

時間：10:00～17:00 頃
内容：題字の総選挙・2025 年の
　　　おたよりを製本するWSなど

のーのーびらき

（日）

み …大野の印刷・編集室 みなとの予定横 …横町編集部の予定

３
21

（土）

場所：横町スタジオ
時間：10:00-15:00
内容：奥越スパイス研究会のカレー
　　　  を販売します

だいさん

３
21

（土）

場所：水のがっこう
時間：10:00-12:00
内容：みんなで水の結晶を
　　　作ってみましょう！

水の結晶づくりWS
横

横

み

３
14 場所：春日通りラボ

時間：10:00-15:00
内容：汚れても良い服装で
　　　ご参加ください

塗装ワークショップ
春

（土）暮
ら
し
を　

　
　
　
共
有
す
る
場
所

　
雪
か
き
の
あ
と
、
冷
え
き
っ
た
手
足
を
温

め
る
た
め
に
、
筆
者
は
こ
の
冬
、
頻
繁
に
銭

湯
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。
お
風
呂
は
家
に
あ

る
け
れ
ど
、
常
連
さ
ん
同
士
の
何
気
な
い
会

話
や
、
番
台
の
方
と
の
「
お
や
す
み
な
さ
い
」

の
や
り
と
り
を
聞
き
た
く
て
銭
湯
に
足
を
運

ん
で
い
る
気
が
し
ま
す
。
銭
湯
は
、
個
人
の

暮
ら
し
の
一
部
を
、
ま
ち
の
中
で
ゆ
る
や
か

に
共
有
で
き
る
場
所
。
初
め
て
訪
れ
る
ま
ち

で
も
、
つ
い
銭
湯
を
探
し
て
し
ま
う
の
は
、

そ
の
ま
ち
に
住
む
人
の
暮
ら
し
を
み
た
い
と

思
う
か
ら
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
上
の
写
真
は
脱
衣
所
で
ふ
と
目
に
入
っ
た
も

の
。「
重
力
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
言
葉
が
目

に
止
ま
り
ま
す
。）

銭
湯
が
３
軒　

　
　
残
っ
て
い
る
ま
ち

裏
面
へ
続
く
！

３
21

（土）

場所：春日通りラボ
時間：17:00-21:00
内容：食事を持ち寄って楽しむ
　　　バーです。

春日持ち寄りBar
春

３
21

（土）

場所：大野の印刷・編集室 みなと
時間：10:00-15:00
内容：予約不要の
　　　印刷ワークショップあり！

だいさん
み

春 …春日通りラボの予定

第

褒
め
ら
れ
て

雪
解
け
気
分
で

歩
み
出
る

次
の
朝
に
は

吹
雪
に
戻
る

（
純
鶏
10
本
）

読者投稿コーナーへのおたよりをお待ち
しております。基本的にはなんでもウェ
ルカムです。投稿いただいたおたよりは、
月刊のーのーで紹介させていただきます。
横町スタジオに設置されているおたより
箱または右記の二次元バーコードから投
稿してください。

おたより求ム！
気
ま
ぐ
れ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

短 歌今月の投稿川柳
写真

悩み
絵

よこ道、わき道、まわり道。

心情を季節と絡めてうたっていて、切なさ
が倍増して伝わります…（編集部）

横町編集部が主催する「こどもものづくり大
学」にて、1月は「焼き芋作りワークショップ」を
行いました。アルミの缶に玉砂利を敷いて、し
もプロさんが畑で育てた紅はるかをセット。ロ
ケットストーブに薪をくべて1時間程待ち、いい
匂いがしてきたら焼き芋のできあがり。待ち時
間はマシュマロを焼いたり、ボードゲームをし
たりしながら思い思いに過ごしていました。薪
割りや火を大きくする工夫など、みんな色々試
行錯誤していました。

月刊のーのーは「読む人が作る人にもなれる」
を大事にしており、昨年から題字（タイトル文字
のデザイン）を読み手の誰かと一緒に作るとい
う試みを行っています。今年度の題字は市内に
住む大学生の玉木君に協力をお願いしていま
したが、来年度の題字は大野高校の学生チー
ム4名が制作をしてくれています。2/28と3/1に
開かれる「のーのーびらき」にて行われる題字
選挙にて決定します。このお便りが皆様に届く
頃には決まっていますね。お楽しみに！

ケットストーブで
焼き芋作り！

月

ロ

マシュマロは火に近づけすぎると焦げちゃう
ので注意。何事も距離感が大事。

刊のーのーの題字が
今年も変わります！

次の題字を作るのは今読んでいる「あなた」
かもしれません！

東湯

大野の銭湯観察記
暮らしが滲み出ているなと思ったところや

「細かいけどここが好き！」というポイントを集めてみました。

キューピー湯さん

さん

亀山湯さん

２種類の浴槽があり、個人的に手前側の浴槽の
深さが身体にフィットして心地よい！

脱衣室にかかっている
定休日の案内の札。

湯上がりに
ほてった身体で
テレビをみる時間
が格別です。

広めのL字型と小さめの四角の浴槽。
お客さんが沢山いても、距離をとって入れるので嬉しいです。

小さめの四角い浴槽は薬湯。番台のお母さんが
どくだみなどを袋に入れて浴槽につけています。
入るとじんわり香りがします。

いつかの日には「ご自由にどうぞ」と
柿が入ったダンボールが脱衣室に！
沢山あるものは
おすそ分けという
文化が滲み出て
いる風景です。

興味がある人にはお湯を沸かしている釡を
見せてくれます。家のお風呂のお湯はボタン
を押せば勝手に沸かしてくれるけれど、
銭湯のお湯は沸くものではなくて、
火をおこして沸かしているのだという
ことを見ることで実感します。

番台に座るお父さんは、観光の方がくると、
のれんの前で写真を撮ってあげようかと
声をかけてくれます。誰かのシャッターを
切ってあげている姿をよく見かけます。


